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〈Prologue〉

　終わりの約束

　Beginning of the Edge





「ちぇっくめいと！」

　カツンと鳴る小こ気き味みのいい音と、舌っ足らずな声。

　外から聞こえてくる雨音をかき消すそれらに、床のチェス盤から顔をあげた少年――柊ひいらぎ火ひノの見みは、対面に座る妹がにっこり笑うのを目にして、もう一度盤面に視線を落とす。

　まばらに置かれた白と黒の駒こま。

　火ノ見の白のキングは、黒のクイーンによってトドメをさされていた。

「……またひーこに負けた」

「勝った勝った、六十四連勝～」

　肩を落とす火ノ見と対照的に、嬉うれしそうに言う妹は、長く伸ばした栗くり色いろの髪を揺らす。

「ちぇすはねー、ろじっくの積み重ねなんだよ」

　無邪気に口にする六歳の妹は、隣町の『センター』で両親の仕事を手伝っている。

　幼稚園にも行かず、ほとんど毎日『センター』へ出かけるひーこ。

　ひーこはすごい。本当にすごい。

　――だけど。

「おにいちゃん、勝ったごほうびちょーだいっ」

　言いながらもう立ちあがっているひーこは、火ひノの見みに向かって勢いよく抱きついてきた。

「うわっ」

　あやうく押し倒されそうになった火ノ見は、上目づかいに見あげてくる妹に困ったように笑って、柔らかな栗くり色いろの髪に指を絡からめながらゆっくりと頭を撫なでる。

「はいはい……ひーこはえらいえらい」

「えへへへ」

　火ノ見の膝ひざの上に座って、大きな目を気持ちよさそうに細めるひーこは、縁側でひなたぼっこする猫みたいで、近所のおばさんたちが恐こわそうに言う『天才』にはとても思えない。

　火ノ見にとってのひーこは、隙すきあらばすぐに甘えてくる、可愛かわいくて大事な妹だったから。

「ねぇねぇ、おにいちゃん」

「なに？」

「おにいちゃんは、わたしのこと好き？」

　人好きのする笑顔。かくりと小首を傾かしげるひーこは、我が妹ながら可愛かった。

「好きだよ」

「……そっか。そうだよね」

　どこかくすぐったそうに笑って、ひーこは火ノ見の胸元をぎゅっと掴つかんでくる。

「じゃあ、おにいちゃんは、わたしのことずっと覚えていてくれる？」

「え？」



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしが急にいなくなっても、ちゃんと覚えていてくれる？」

　まばたき一つせず、じっと見あげてくるひーこ。

　火ひノの見みは少しだけ考える素そ振ぶりを見せて、ゆっくりとうなずいた。

「覚えてるよ。ずっとずっと」

「なにが起きても？」

「なにが起きても」

「ぜったいに？」

「ぜったいに」

　しつこく念を押す様子に苦笑して、火ノ見はひーこをそっと膝ひざの上からおろす。

「だから、ちょっとトイレに行かせて」



　――それが、柊ひいらぎ火ノ見にとっての分ぶん水すい嶺れい。



「火ノ見、おそーい」

　トイレから戻った火ノ見は、目をまたたく。

　チェス盤の向こうに座って腕を組むのは、頭の横で二本に結わえた長い黒髪をたらす、幼なじみの少女だった。

「……あれ？　舞まい？」

　どうして舞がここにいるのか。トイレに行っていたあいだに来たのか。

　――こんな雨の中？　なんの約束もしていないのに？

　脳のう裏りに浮かぶ疑問の数々。けれどそれらは、一つの大きなものに押しのけられる。

「ひーこは、どこに行ったの？」

　小さな妹が。さっきまでそこにいたはずのひーこが、いない。

「ひーこ？」

　不思議そうに問い返す舞を尻しり目めに、火ノ見は踵きびすを返して一階に降りていくと、部屋の一つ一つをのぞきこんで、妹の姿を探す。

　だが、家中を見て回っても、栗くり色いろの髪をした少女は見つからない。

　窓の外に降り注そそぐ雨が、妙に火ノ見の心をざわつかせる。

「ちょっと火ノ見！　せっかくあたしが遊びにきているのに、さっきからなにして――」

「いない」

　二階に戻ってきた火ノ見は、ぷりぷり怒る舞の言葉を遮さえぎり、早口に告げる。

「ひーこを見なかった？」

　火をつけられたような焦しよう燥そうにせきたてられ、火ノ見は舞の肩を掴つかむ。

「さっきまでこの部屋にいたのに、トイレに行ってるあいだにいなくなって――」

「い――痛いってばっ！」

　思いきり手を振り払われ、火ノ見は尻しり餅もちをついた拍ひよう子しにチェス盤に手をついてしまう。

　激しく散らばる白と黒の駒こま。――混ざり合って、灰色。

「だから、ひーこってだれっ？」

　苛いら立だちを含んだ舞まいの言葉が、焦しよう燥そうに赤く燃えていた火ひノの見みの心を白く染めあげた。

「――――え？」

「ここにいたのはあたしと火ノ見だけでしょ？　何わけわかんないこと言ってんのよ」

　諫いさめるように。窘たしなめるように。

　幼なじみは長い黒髪を指先に巻きつけて、火ノ見をまっすぐ見おろしてくる。

「え……、だって……ひーこは……ぼくの妹、だよ？」

　縋すがるように。祈るように。

　舞を見あげ、振り絞った声で訴えかけた火ノ見は。

「……妹？」

　うわずる幼なじみの声に。明確すぎる困惑の感情に、すべてを打ち砕かれる。



「火ノ見に妹なんていないじゃない」



　舞の答えは、世界の答えだった。

　柊ひいらぎ火ひ魅み子こを覚えている人間は誰だれ一人おらず、その痕こん跡せきはどこにも残っていない。

　やがて、両親ですらその存在を忘却しているという事実に直面して、柊火ノ見は――。



    

  
    
      


〈move 1〉

　怠惰なる仮面世界

　A Simple View





　　　１



「舞？」

　自分の名前が呼ばれている。

　顔をあげた彼女は、遠い過去に意識が飛んでいたことを気け取どられないよう、自然な素そ振ぶりで長いストレートの黒髪に手をやって、笑顔で向きなおった。

「なにかしら？」

「なにかしら、じゃないよ。またぼーっとしてたでしょ？」

　小柄な友人――高たか甫ほ佐さ知ち子こがたれた目を非難がましげに細めるのを目にして、舞は部活帰りにたまたま佐知子と出会ったことを思い返す。

「あら、何をおっしゃるの？　私はぼうっとなんて――」

「してたよね。私の前でまで優等生ぶるくらいに」

　唇をへの字にする佐知子に、舞の微笑ほほえみはあっさりと引きつった。

「まあ、優等生ぶるだなんて……してたね。うっかり」

　ころりと語尾を軽くした舞まいは、一転して申し訳ない表情を浮かべると、片手をあげて謝意を示す。

「ごめんごめん、久し振りの部活で取り繕つくろってたら、ついついそのままの勢いで」

「……文芸部？　ちゃんと毎回出ればいいのに」

「興味のない部活に入っているだけでも辟へき易えきしているのに、その上毎日強制参加なんていうのは、さすがに耐えられないわ」

「だったら、部活自体入らなければよかったんじゃないの？」

「うーん、どこかの部活に所属するのは学校の決まりだし、公然と規則破りをするのは」

「県立雛ひな形がた高校のアイドル、二年Ａ組鷺さぎ浦うら舞として相応ふさわしくない？」

　ずばり切り込んでくる小学校以来の友人に、舞は苦笑せざるをえない。

「……周りが勝手にそう呼んでるだけっていうのはわかっているんだけどね」

　学園のアイドルだなんて、我がことながら笑ってしまう。いつの間にかそんな風ふうに呼ばれるようになって、舞自身変に気にするようになってしまった。

　そんな自分を『あいつ』がどう思っているかなんて、少しも気にならな――くもない。

「それで、サチはどうしたんだっけ？」

「……やっぱり話、聞いてくれてなかったんじゃない」

　呆あきれ顔がおの佐さ知ち子こに、舞はすぐさま自分の頭に検索をかけて、数分前に佐知子が口にしていただろう話を意識の前面に呼び覚ます。

「弓道部の榛はしばみ桐きり子こ先輩がここ三日間ほど無断欠席をしている。一人暮らしの先輩の家に行ってみても、誰だれもいなかった。それがサチは心配――なんだよね？」

　手に提げたカバンを揺らしながらすらすら口にしてみせた舞に、佐知子は目を見開く。

「相変わらず……すごい能力だよね。絶対聞いてなかったのに」

「失礼な。聞いてたわよ、ちゃんと」

　両手を腰に当てて胸を張ってみせる舞を、佐和子は見ていなかった。

「まぁ、いいけど……。それで、その桐子先輩がね――」

　沈んだ声が先輩の話を再び紡つむぎ出し、それに正確に相あい槌づちを返す舞は、知らず知らずのうちに、また今日の『あいつ』のことで頭をいっぱいにしていた。

『あいつ』――柊ひいらぎ火ひノの見みは、昼休みに突然早退した。

　他ほかならぬ自分に担任への言い訳を任せて――いや、舞が勝手に任されたつもりになっただけで、直接頼まれたわけではないが、それはともかく。

　あのときの火ノ見の様子は明らかにおかしかった。早退すると言いながら、むしろまったく体調が悪そうに見えなかったのだ。口調もはっきりしていたし、顔色もよかった。

　にもかかわらず、突然の早退宣言。

　そのおかしさは、舞に『あの事件』を思い出させるのに十分すぎて――

「また心ここにあらずですか……」

　恨うらみがましげな佐知子の声が、舞の意識を黄昏たそがれ時どきの現実に引きずり戻す。

「そんなに柊ひいらぎくんの早退が気になるの？」

「は……はぁ？　なんのことやら皆かい目もく見当もつきませんわね」

　火ひノの見みに声をかけていたところを見られたのだろうか――舞まいがそんなことを思うよりも早く、佐さ知ち子こは笑みをしまいこんで目を伏せる。

「どうしたのかな、柊くん。ずっと元気そうだったのに、いきなり早退したよね」

　特にからかう色合いもなく、自然に尋ねてきた佐知子。一瞬言葉に詰まった舞はすぐに頭を切り換えて、あらためて昼休みの火ノ見の様子を思い返す。

「――いきなりじゃなかったかもしれない」

「え……？　どういうこと？」

　問い返す佐知子の言葉を、またも舞は聞いていなかった。

　早退直前。そういえば、火ノ見は不自然に虚こ空くうを睨にらみつけたり、脈みやく絡らくなく眉み間けんに皺しわを寄せたり、声をかけた舞にも変な反応を返したりしていた。

「まぁそれがわかったところでどうにもならないけど……」

　難しい顔で独ひとりごちた舞に、再三の深いため息が、言葉よりも雄弁な抗議をする。

「あ――ご、ごめん。えーとだから、火ノ見はね、」

「幼なじみなだけで特別な関係じゃない。幼稚園まではよく遊んでたけど、小学校にあがって大げんかして以来、それほど仲がいいわけでもない――んだよね？」

「……そうよ」

「にもかかわらずそんなに気にしてる、と」

「――何がおっしゃりたいのかしら、高たか甫ほ佐知子さん」

　表面上完かん璧ぺきな、それでいてまったく心がこもっていない笑みを浮かべる舞に。

「私が桐きり子こ先輩を心配してるのも、同じことなのかなぁって」

　視線を足下に落とす佐知子は、そこにあった石ころを軽く蹴け飛とばす。

「先輩も柊くんも、明日にはケロっと登校してくるかもしれない。私たちの心配なんてどこ吹く風で」

「サチ……」

「そうしたら……そうしたら、先輩には駅前のシャノンでジャンボパフェでもご馳ち走そうしてもらおうかな。それぐらいしてもらわなきゃ、納得いかないもんね」

　ひとり何度もうなずく佐知子は、不自然に明るい笑顔のまま舞を見あげてくる。

「舞も柊くんに奢おごらせたらいいよ。なんならデートも――」

「だ、だからあたしは」

「冗談冗談。それじゃあ私、またちょっと寄ってみるから。明日学校でね」

　柔にゆう和わな笑顔を振りまき、走り去っていく佐知子の背中を見送った舞は。

「どう考えても……自分に言い聞かせてるだけじゃない」

　呟つぶやいて、ため息一つ。そうしなければ安心できないほどの心配事を抱えていた友人に対して、自分のとった態度はあまりに不ふ真ま面じ目めすぎた。

　狭い額に手を当てて反省する舞まいは、さわさわと揺れる葉の音に耳を傾けながら、その原因となった幼なじみについて、再度思いをめぐらす。

　高二にあがった今年、久しぶりに同じクラスになった火ひノの見み。

　親が同じ職場、家も近所ということで幼稚園からずっと同じ学校に通う彼とは、ここ数年ほとんど会話らしい会話を交かわさないできた。

　もちろん会話を交わさないからといって、気にしていなかったわけじゃない。

　ちょうど十年前――小学校にあがったばかりのころに起きた事件。

　彼を取り巻く人間すべてを困惑させた『あの事件』以来、柊ひいらぎ火ノ見という存在は小さなトゲとなって舞の心の奥底に突き刺さっている。

　今年同じクラスになって、あらためて近くで観察してみた火ノ見は、積極的な人付き合いを避けるように黙々と背景に溶けこんでいて、目立った行動をとっていなかった。

　それが、今日になって突然。

（……そういえば『あれ』が起きたのもちょうどこの時期だったっけ）

　六月頭の、春でも夏でもない曖あい昧まいな時節。

　外には雨が降っていて、遊びに行った火ノ見の家には、自分たち二人以外誰だれもいなくて、逢おう魔まが時ときの夕方に――と、舞の意識が本格的に十年前のあの日に遡さかのぼりかけたそのとき。

「――――喜ぶ。あなたは、選ばれた」



　　　◆◇



「喜べ!!　お前は選ばれたっ！」

　唐とう突とつに響いた大音量の高い声に、少年は顔をしかめつつ背後を振り返った。

　年とし頃ごろらしからぬニキビ一つない細ほそ面おもてにある、切れ長の双そう眸ぼうが、眼め鏡がねの奥で細められる。

　宿題に取りかかっていた彼は、机に向かったままの体勢で、首を巡らせて自室を眺める。

　飾り気けのかけらもない六畳の洋室に、自分以外の人間はいなかった。

（……外から聞こえてきたのか）

　夜中の一時にこの大声は著いちじるしく迷惑だが、治安の悪化が声こわ高だかに叫ばれる昨さつ今こん、何が起きても不思議ではない。少年は机の前、窓にかかる紺色のカーテンをめくろうとして、

「おい、そっちじゃないぞ！」

　楽しげな声に、再度振り返る。

　立ちあがって声のするほう――ベッドの上あたりを調べてみるが、何も見つからない。

「ほらほらそこで合っているぞっ、しっかり探してみろ」

　偉そうにのたまう声は、どうやらこちらの反応で遊んでいるらしかった。

「……」

　少年は眉まゆをわずかにしかめてため息をつくと、椅い子すに座り直し、再び宿題にとりかかる。

「え……お、おいこらっ、どうした、諦あきらめるのか？」

　挑発するように語尾があげられても、少年の顔にはなんら表情らしい表情は浮かばない。

「ちょ――わ、我は選ばれたと言ったんだぞ！　何か訊きくことがあるんじゃないのかっ？」

　途と端たんに焦り出した『声』に、少年のため息が重なった。

「訊くことはないが言うことはあるな。――うるさいから黙れ」

「ん、な……っ、なんだその態度は！」

　びりびりと鼓こ膜まくを震わせる大音量に、けれど少年は振り返らない。

「こ、こら、お前、普通の人間としてどうなんだそれ！」

　しつこく言葉を連ねる『声』をバックサウンドと割り切り、少年は寝る直前に思い出した課題を黙々と片づけると、ベッドに入って電気を消そうとして――

「聞けぇぇぇっっ!!」

「聞け」が「クケー」と聞こえてしまうほどの必死さに、仕方なく声を返す。

「じゃあ聞くから話せ」

　そう口にしながら、消灯してベッドにもぐりこんだ。

「って言いながらばっちり電気消してるぞっ!?」

「どうせ見えないんだからいいだろ」

「お、お、お前ぇっ…………」

　憤いきどおる『声』は、そこで「く、くぅ、ダメだこのままじゃ。落ち着け、落ち着け私」そんな風ふうに独ひとりごちた後、「ふー、はー」と深呼吸してから、あらためて居い丈たけ高だかに言う。

「聞けっ！　我はこことは異なる世界、永遠理想の幻想世界エリユシオンからやってきた高階なる存在プシユケーだ!!　目的はただ一つ、この世界――不ふ浄じようなる現象世界タルタロスでの『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を制することっ！　そしてお前は、『縁イデア』の導きによって我に選ばれた栄はえある器うつわ、『被ひ憑ひよう依い者しや』なのだっ！」

　満足げに息をつく謎なぞの『声』。謎なのはその存在だけでなく、話の内容もだった。

「で？」

　だから訊く。必要最低限の声で尋ねる少年の目はしかし、しっかりと閉じられていた。

「お前のそのリアクションの薄さはなんなんだっ!?」

　甲かん高だかさを増した『声』に問い詰められ、どういうわけか甘いラベンダーのような香りを嗅かいだ少年は、わずかに身じろぎして淡々と言う。

「これがこの世界の標準なんだ」

「嘘うそだっ！」

「よくわかったな」

「バカにしてるのかっ!?」

「よくわかったな」

「……う、うぐぅぅぅぅ！」

　悔しそうに頭をかきむしるイメージ。瞼まぶたの裏にそんなものを浮かべながら、少年はごくごく自然な睡眠欲に従ってうとうととし始める。

「な、ちょ、ちょっと！　お前、本気でこの状況で寝――、――なんなんだよもぉぉっ」

　泣きそうなほど本気で慌てている『声』を子守歌に、少年の意識が睡すい魔まの波にさらわれそうになったそのとき。

「うぅ～、どうせ夢だとか幻覚だとか思って信じていないんだな……っ」

　そんな理り不ふ尽じんな憤いきどおり。泣き言にすぎない小さなぼやきに。

「信じてるよ」

　少年の目は見開かれ、まっすぐに闇やみを凝ぎよう視しする。

「僕は、僕が直接見聞きしたものだけは、絶対に信じる」

　きっぱりと断言する少年からは、一いち分ぶの雑念も、一片の迷いも見み出いだせない。

「……お前」

　唐とう突とつすぎる少年の反応に、『声』もまた戸と惑まどうように押し黙る。

　月の光も差し込まない、完全な暗くら闇やみに横たわるゆるやかな沈黙。

　奇妙な均きん衡こうを破ったのは、謎なぞの『声』だった。

「――――ふん、変なやつだ」

　ぶっきらぼうに言い放った言葉に、柔らかな響きを付け加える。

「まぁでも……だから私の『縁イデア』に引かれたのかもな」

　独ひとりごちるように小さく呟つぶやいた『声』は、黙りこんだままの少年に恥ずかしくなって、

「あ、か、勘違いするなよっ。あくまで土台ができたという話で……と、とにかく契約の『縁』は結ばれた！　わ――我の名はテュエッラだ！　お前は？」

　少年はピクリとも動かず、何も答えない。

「お、おい……？　お前の名前だぞ？」

　薄すぎる反応に、いくばくかの不安と焦りを覚えた『声』が、小さく催さい促そくしてみると、

「……ぅ……、……らぎ、…………み」

　夢の海にほぼ完全に浸つかっていた少年は、わずらわしそうに寝言同然に呟いた。

「お、おま――それぐらいしっかり答えろよぉぉっ!!」

　キンキンと響く『声』は、少年――柊ひいらぎ火ひノの見みに寝返りを打たせただけだった。
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　首都圏の一角に学術都市を造るという計画が持ちあがったのは、戦後まもなくのこと。

　それから長い年月をかけて、「街全体が研究所」と呼ばれる現在の奏かなで市は完成し、隣接する小さな街、雛ひな形がた市も研究者が住まうベッドタウンとして隆りゆう盛せいしていった。

　だから、両親が国立精神科学研究センター――通称『センター』の研究者である火ノ見もまた、その文化も歴史もない、とことん観光に不向きな街に住んでおり、表向き街同様の無難な毎日を消化していた火ノ見は、

「――ふん、ようやくお目覚めかヒイラギヒノミ」

　目を開いたら見知らぬ少女の不敵な笑みが鼻先にあるという異常に遭そう遇ぐうして。

「…………七時か」

　時計を確認し、いつもどおり数回目をまたたいて意識を覚かく醒せいさせると、反応を待つように沈黙する少女を器用に避け、ベッドからおりる。

　一緒に落ちた掛け布団を戻そうとして、固まったように動かない彼女が宙に浮いていることに気がついたが、頓とん着ちやくせず布団を放ほうり投なげると、布団は少女をすり抜けてベッドにおさまった。

「……さて」

　顔を洗いに行こう。あくびをしながら歩を進める火ひノの見みは、

「――ちょぉっと待てぇぇいっ!!」

　耳をつんざく叫きよう声せいに顔をしかめて振り返る。

「うるさい」

「き、きき、貴様……っ」

　紅こう玉ぎよくめいた目をいっぱいに見開いた小柄な少女は、朝あさ陽ひに眩まぶしい金髪を揺らしながら、握りしめた拳こぶしをぶるぶる震わせて、力一杯叫ぶ。

「それでも普通の人間かぁっ!!」

「おまえに言われたくないな」

　ニコリともせず即答した火ノ見は、ベッドの上で浮遊している少女を適当に観察する。

　ラベンダーの香りをほのかに振りまく彼女は、フリルのついた純白の肩出しドレス姿で、癖くせの強い背中までのブロンドの髪にリボンを絡からませている。

　硬直した顔は、紅べに色いろの大きな瞳ひとみを筆頭に、額から目め鼻はな顎あごまで一つの芸術作品のごとく整っていたが、表情が呆ほうけているので正確な判断はできない。

　外見は十三、四歳の少女だということを鑑かんがみるに、将来性も含めて『美少女』と言ってしまっていいのかもしれないが、体形の方にいささか不安材料が残っているのが難点――。

　そんな勝手な評価を下くだした火ノ見は、それきり興味を失ったように腕をほどいて、頭を掻かきつつドアに向きなおった。

「まてまてまてまてっ！」

　一歩踏み出したところで、両手を広げた少女に行く手を阻はばまれるも、

「透すけるんだったら意味ないだろ」

　ぞんざいに言い放ち、少女の中を躊ちゆう躇ちよなく通ってドアを開ける。

　階下で洗顔と整髪をすませると、トイレから出てきた父親に挨あい拶さつをされたが、いつもどおり無視する。そのまま軽く伸びをしながら自室に戻ると。

「た、頼むから、話を聞いてくれよぉ……」

　ドアを開けた直後、へたりこむ少女がそう訴えかけてくるのを聞いて足を止めた。

「おまえ女だったんだな」

「――え？」

「声だけじゃよくわからなかった」

「あ――し、失礼なやつだなっ」

　言葉では非難しながらも、少女はこの機とばかりにすぐさま言葉を継いできた。

「『縁イデア』の深まりに従い、『憑ひよう依い率りつ』が上がったんだろう。視認化まで済んだ以上は、一刻も早い契約の儀式テスタメントが必要――って、こらぁっ！」

　いきなり跳ねあがった声に、服を脱いでいた火ひノの見みは横目だけで少女を見やる。

　目が合ったとたん、白はく磁じの肌に朱がさして、焦った表情になった。

「お、女だってわかったのなら……少しは遠慮しろっ」

　言いつつ壁を向く少女に、ワイシャツのボタンをかけていく火ノ見は即座に言い返す。

「男の部屋にいるんだからそれぐらい覚悟しろ」

「うぐ……あのなぁ、私だって別に好きでいるわけじゃ」

　唇を突き出して火ノ見に振り返った少女は、ネクタイを締める彼がまだズボンをはいていないことを目まの当たりにして、目を泳がせる。

「そ、そもそもお前、このわた――我を誰だれだと思っているんだっ」

「知るか」

　すっぱり切り捨てられた少女は、唇を噛かみしめ、ふと嫌な連想をしたように細い眉まゆをハの字にした。

「ち、ちょっと待て……待てよ。まさか、まさかとは思うが……お前、我の名前まで忘れたとか言わないだろうな？」

　時間にしておよそ五時間前。これ以上ないほどセンセーショナルな登場をしたと思っている彼女からすれば、名前を忘れられることなど到底ありえない話だったが。

「名前なんか言ったか？」

　切れ長の瞳ひとみをひょいと向ける火ノ見は、そのありえないことをさらりと口にしてみせた。

「――こ、こいつは、もぉっ……！」

　綺き麗れいな顔を情けなく歪ゆがめた少女に、ブレザーをはおる火ノ見はあっさり言う。

「その変な言葉づかいを直せば呼んでやらないこともない」

「覚えてるんかいっっ!!」

「残念だな」

　大げさに肩をすくめてみせ、カバンを拾いあげてドアに手をかける。

「ま、待てっ！　も、もう一度チャンスをく、く、くぅ――だ……さいっ」

　唇を強く噛みしめて、恨うらみがましげに火ノ見を見あげる彼女の頬ほおは、濡ぬれた紅あかい瞳に負けず劣らず真まっ赤かに染まっていた。

「できるのなら最初からやれ、テュエッラ」

　物理的にも精神的にも上から目線の火ノ見に、少女――テュエッラは、ブロンドを波打たせて全力で叫んだ。

「それはこっちのセリフだぁぁっっ!!」
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「あ、ち、ちょっと待てヒノミ！」

　一階に降り立ったところで声をかけてきたテュエッラは、足を止めた火ひノの見みがすぐに歩きだすのを見て、慌てて前に回り込む。

「ま、待てってば――いや、待ってください」

　やけに素直な言葉に、靴を履こうとしていた火ノ見は顔をあげて、小さな少女を見やる。

「さ……さっきも少し口にしたが、彼方の世界エリユシオンからこの世界タルタロスへ降こう界かいして、視認化が済んだ段階でやらなければならないことがあるんだが――」

　回りくどい言い方に、火ノ見は時間がないという意を示すために自分の手首を指で叩たたく。

「あう……い、いや、学校に行かなければいけないのはわかっているのだ。でも、その、契約の儀式テスタメントをするために、少しだけ時間を」

「……契約の儀式テスタメント？」

　訝いぶかしげに呟つぶやいた火ノ見をどう勘違いしたのか、気弱な雰囲気を一転させて詰め寄ってきたテュエッラが、両手を握りしめて懸命に訴えてくる。

「そうだ！　此こ方なたに至りしみぎり、我ら幻プ想シ世ユ界ケ人ーは、『被ひ憑ひよう依い者しや』との『縁イデア』を深めるため、契約の儀式テスタメント――すなわち俗世界の不ふ浄じようを払う必要があるのだ！」

「具体的にどうやって」

「ふふん、説明して欲しいか？」

「さて、学校に行くか」

「あ、ちょっ、ごめんなさいっ!!」

　電でん光こう石せつ火かの勢いで謝ってきたテュエッラは、玄関扉を塞ふさぐように立ちはだかり、必死にまくしたてる。

「しゅ、守護精の導きに従い、身を清めるための儀式を行う！　そのために、少しの時間ひとりになれる――あ、いや、周囲と隔かく絶ぜつされた場所を」

「勝手に自分で探せ」

　話半なかばで遮さえぎった火ノ見は、少女の身体からだをすり抜けて玄関扉の取っ手に手をかける。

「ま――ぎ、儀式を終えないと契約が為なされたことにはならないっ！」

「結構なことだな」

「火ノ見も困るんだぞっ？」

「すでに十分困っている」

　すっぱり言い切り、反論がないことを確認した火ノ見は、前に向きなおって玄関扉を開け――たところで、思い直して手を放す。

「何分かかる」

「……え？」

「急げば何分で済むのかと聞いてる」

「あ……やらせて、くれるのか……？」

　弱々しい声。火ひノの見みは本気で泣きそうだったテュエッラの顔から目をそらして、ため息をついた。

「ついてこい」
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「狭い、湯ゆ殿どのだな」

　脱衣所から浴室に入り込んだテュエッラがそう呟つぶやくのを耳にして、火ノ見はぶっきらぼうに言う。

「さっさとしろ。時間がないんだ」

「わ、わかってる。こっちだって急いでるんだ。ただ――」

「なんだ」

「み……見られてたらできない！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶ少女に、火ノ見は片かた眉まゆをひそめ、けれどこれ以上の会話がもたらす時間のロスにおとなしく風ふ呂ろ場ばのドアを閉ざす。

　壁に寄りかかって腕を組み、ため息をついたところで廊下にいた母親と目が合った。

「火ノ見……あの、学校は」

　言葉を遮さえぎるように舌を打ち、脱衣所の扉を荒々しく閉める。

　戸と惑まどいつつ歩み去る母親の足音に耳をそばだてていると、背後から声をかけられた。

「ヒノミお前、もしかして親と仲が悪いのか？」

　反射的に振り返った火ノ見は、閉ざされたままのドアを睨にらむ。

「ん？　どうした？　『憑ひよう依い者しや』である私……じゃなくて我の声も姿も、『被憑依者』であるヒノミにしか見聞きできないから、気兼ねなく話して大丈夫だぞ」

　会話がすべて独ひとり言になるのは気兼ねすることじゃないと――？　思いつつ口にしない火ノ見は、代わりとばかりに低く呟く。

「……おまえに関係ないだろ」

「関係ないこともない。ヒノミが望みさえすれば――必ず力になれるからな」

　どこか悪戯いたずらめいた笑い声に確信の響きを混ぜて、異界の少女は自信たっぷりに続ける。

「ふふ、どうして我が力になれると言い切るのか気になるだろう？　それはだな、」

「学校に行こう」

「え？　あ――ちょ、だ、ダメだ！　まだ終わってない！」

「だったら無駄口叩たたいてないで……というかそもそも僕がここにいる意味はあるのか？」

「ある！　言ったはずだ、契約の儀式テスタメントは新たな『縁イデア』を結ぶのに必ひつ須すだと。幻想世界人余所者である私が現象世界タルタロスに居続けるために、『縁』はいわば命いのち綱づなの役割を果たして――」

「意味がわからん」

「あーもう、これだから現象世界人ウーシアは……、――なんて言ったりしないぞ？　落ち着け？」

「おまえがな」

「ぐっ……ようするに、波長の合う幻プ想シ世ユ界ケ人ーと現象世界人の間には、『縁イデア』が結ばれる。幻想世界人からしてみれば、その『縁』によってこの世界タルタロスにとどまることができるわけだが、ただ結ばれているだけでは離れてしまう可能性があるのだ。だから」

「契約の儀式テスタメントはその『縁』とやらを強化し、深めるのに一役買うわけか」

「そうだ。そして『縁』の深さは『憑ひよう依い率りつ』に直結するから、ヒノミのためにもなる」

「……」

「ふふん、ヒノミの言いたいことはわかるぞ……『憑依率』をあげることがどうしてヒノミのためになるのか――そう思っているのだろう！」

「いや、違う」

「そうだろうそうだろう、ここでやっと『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の話が――って違うんかいっ!!」

　テュエッラの激しいノリツッコミをさらりとスルーして、火ひノの見みは組んだ腕をほどく。

　幻想世界人とやらであるテュエッラは、契約の儀式によって（勝手に）火ノ見に結んだ『縁』を強める。理屈だけ考えれば、まぁわかることだ。

　わからないのは。

「それでなぜ僕が脱衣所ここにいなければならないことになる？」

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな場所で待ちぼうけをくらう理由。

　訝いぶかしげに尋ねた火ノ見とは裏うら腹はらに、テュエッラの返答は簡かん潔けつなものだった。

「そんなの、『縁』を結んだ二者間の距離が近ければ近いほど効果的だからに決まって――」

「だったら」あらかじめその答えを予想していた火ノ見は、テュエッラの言葉を最後まで聞かずに風ふ呂ろ場ばのドアに手をかけ、

「こんなもの必要ないだろ」

　思いきり開け放った。

「――――」

　思いのほか近くにあったテュエッラの顔は、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを大きく見開き、口を半開きにして、わかりやすく驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　なぜ、という問いは、彼女の全身に視線を滑らせれば発する必要がない。

　金色の絹の髪に映えるミルク色の肌は、華きや奢しやな太ももを覆うニーソックスを除いて、思いのほかくびれた腰から膨らみの乏しい胸、ロンググローブを外そうとする指先まで、それはもう見事に晒さらされていて。

　つまるところ、ようするに。

　裸になっていた。

「……」

　絶句したまま固まるテュエッラを目の前に、火ノ見は首を傾かしげ、ぽんと手を打つと。

「なるほど、だからドアを閉めていたのか」

　幸か不幸か、声も限りの悲鳴は、火ひノの見み以外に届くことがなかった。
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「酷ひどい目に……あった」

　純白のドレスを身にまとった少女が恨うらみがましげに呟つぶやくのを耳にして、火ノ見は遅れ気味の時間を考慮した早足を少しもゆるめない。

「自じ業ごう自じ得とくだろ」

「んな……！　お前どの口が」

「儀式中は、身にまとっているものをすべて外さなければならないから、よしと言うまで入ってこないで欲しい――おまえの口は事前にしっかりとその意図を伝えたか？」

「う……うー、うーっ！　もういいもういいもういいっ!!」

　空中で地じ団だん駄だを踏み出したテュエッラが、オーバーアクションと共に「それぐらい常識として察しろ」だとか「現象世界人ウーシアは根本的にデリカシーがないんだ」とかわめきたてるのをさらりと聞き流し、火ノ見は深く息を吸って梅つ雨ゆ晴れの空を見あげた。

「…………」

　広がる青に吸い込まれるような錯覚。否いや応おうもなく意識させられる季節に、十年前の記憶が蘇よみがえる。

　雨上がりの空は……『あいつ』のお気に入りだった。

　――ただ晴れてるからじゃなくてね、雨あがりっていうのがすてきなんだよ。

　湿気を含んだ風に頬ほおを撫なでられ、十年前の雨の日を思い出しかけた火ノ見は。

「聞いているのかそこのノゾキ魔っ！」

　いきなり視界を遮さえぎったテュエッラに、表情を変えずに言う。

「なんだツルペッタン」

「つ、ツルペ――っ!?」

　空中でピタリと静止したテュエッラの髪の毛が、奇妙な角度で跳ねあがった。

「て、ててて撤回しろぉおっ！」

　顔を真まっ赤かにしたテュエッラが瞬時に前方に現れ、火ノ見は足を止める。

「こ、こら聞いているのか!?　幻プ想シ世ユ界ケ人ーの女性にとって、胸のことを言われるのは最大級の侮辱であり、場合によっては私の――」

「我、じゃなくていいのか」

「へ？　……あ。そ、そうだっ、我の……えーと、」

　厳おごそかに言い直そうとしているものの、うまい言い回しが思いつかないらしく、忙せわしなく視線をうろつかせるテュエッラに、火ノ見は薄くため息をつく。

「わざと尊大に話そうとするのも、幻想世界人とやらのたしなみか」

「は、そんなわけないだろう。これは現象世界タルタロスへの降こう界かいを機に、これまでの自分を変えようと思って……あっ！」

　急ぎ口を押さえたところで、出してしまった言葉は戻らない。

「……思春期のイタい中学生か」

「う……うう、うるさい！　適当なこと言うなっ」

「適当なのはおまえだ。言葉づかい程度で変わるわけないだろ」

「う、うぅぅぅ……っ」

　悔しげに声をもらすテュエッラは、自分でも多少はその自覚があったのか、恥ずかしそうに唇を噛かむと、やけくそのように言いつのる。

「だ、だいたいヒノミお前、なんでそんなに淡たん泊ぱくなんだっ？　私は幻プ想シ世ユ界ケ人ーで、お前たち現象世界人ウーシアからしてみれば摩ま訶か不ふ思し議ぎな――」

「自分で自分を摩訶不思議とか言うな。恥ずかしい」

「く、ぬぬぬぅぅぅっ」

「それに――言ったはずだ」

　小声で呟つぶやいた火ひノの見みのすぐそばを、サラリーマン風ふうの男性が通り過ぎていく。駅に近づくにつれて増えていく人を無感情に眺めながら、火ノ見は言葉を紡つむぐ。

「僕は、僕が見聞きできるものを絶対に信じる。たとえ世界中が否定しても、僕だけは僕を信じる。だから――僕が見聞きできるおまえは全然不思議じゃない」

　最後に添えた薄い微笑ほほえみは、テュエッラへと向けられたもので。

「お前……」

　戸と惑まどいの声をもらした少女は目をまたたき、口をぱくぱくさせた後、なぜか頬ほおを赤らめた。

「…………恥ずかしいのは、……どっちだ」

「ん？　なんだ？」

「な、なんでもないっ！」

　そっぽを向いたテュエッラに、火ノ見はついでのように言う。

「まぁどう考えてもおまえのほうが恥ずかしいな」

「んな――っ、き、聞こえて、こ、こらぁ、ヒノミっ!!」

　わめきちらすテュエッラを尻しり目めに、あくびをかみ殺した火ノ見は、普段より少なかった睡眠時間に想おもいを馳はせつつ、さっさと改札を通り過ぎていった。
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「ほう、ここが学校というところか！　噂うわさに違たがわず無ぶ骨こつな建物だな。つくづく現象世界人はセンスが……む、こういうときには確か――そう、ダサい！」

　腰に手を当て、堂々としゃべる少女を黙殺して、火ノ見は県立雛ひな形がた高校の校門を抜ける。

　普段よりも遅い時間であるせいか、登校する生徒の数は多かったが、空中に浮遊するテュエッラを気に留とめる者はいなかった。

「ふむ、みなそろって同じ服を着ているな。制服と言うのだったか。何が楽しくてそんなものを着るんだろうな、ヒノミ」

「…………」

「そういう決まりだから、というのがお前たちの一般的な答え方らしいが、まったくもってつまらないな。何も考えていないと言っているも同然だ。だったら――あ、なんだあれ！」

　そう言って指さすテュエッラにつられて、反射的に顔を振り向けた火ひノの見みは、すぐそこにいた女子生徒を無駄に驚かせる。

「小さな球を棒で打ち返して……おお、捕った！　投げた！　あははは、面白いっ」

　ころころ笑うテュエッラとは裏うら腹はらに、不審そうに火ノ見を見やる女子生徒は、数歩こちらと距離を置いてから、足早に校舎へと向かっていってしまった。

「――」

　見知らぬ人間から変に思われたところでどうということもない――そう考える火ノ見も、その理由が自分に責のない、理り不ふ尽じんなものであれば話は別だ。

「なんだヒノミ、そんな怖い顔をして」

　朝練中の野球部から視線を戻したテュエッラに、火ノ見は文句の一つも口にしようとして、

「きゃっ」

　いきなり目の前に現れた女子生徒とぶつかってしまった。

　正面に浮遊するテュエッラ。どうやらその背後に女子生徒はいたらしく、火ノ見からは完全に死角になっていた。

「あーあ、ちゃんと前を見ていないから……む、あれは！」

　女子生徒に謝罪していた火ノ見は、わかっていてもテュエッラの視線の先を見てしまう。

　グラウンドとは反対側のテニスコート。女子ソフトテニス部の一団がラリーを――

「うおっ」

　急に立ち止まったのがまずかったのか、今度は後ろから歩いてきた大柄な男子生徒に突き飛ばされた。

　たたらを踏んだ火ノ見は、謝ってきた男子生徒にうなずきを返し、浮遊する少女を睨にらみやる。

　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを細め、空中で寝転がるようにするテュエッラは――したり顔をしていた。

「どうしたヒノミ？」

　ブロンドを揺らし、にたりと唇の端はしをつりあげ、聞くも空々しい言葉。

（こいつ――わざとやってるな）

　顔をそらして歩みを再開した火ノ見は、けれどすぐに前に回り込まれる。

「こら、まだ話は終わっていないぞ！」

　火ひノの見みの歩む速度に合わせて後退し続けるテュエッラに、火ノ見は罵ば声せいを浴びせることもできなければ、手で振り払うこともできない。

「いやー、現象世界タルタロスに降こう界かいした際、訪れてみたいところの一つが、何を隠そうこの学校だったわけだが……思ったより面白いところだな！　なにせ幻想世界エリユシオンでは、教育は基本的に各家でそれぞれ行われ――」

　聞きたくもない話を目の前でされ、かといって耳を塞ふさぐわけにもいかない火ノ見は、つきたいため息を我慢し、平常心を装よそおって校舎へと歩を進めていった。
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「――ちょっと、火ノ見」

　つんつんと肩を指でつつかれて、火ノ見は正面に立つ制服姿の少女が見えるだけでなく触れられる相手だとわかり、慌てて意識をそちらに向ける。

　同時に広がる視界は、そこかしこで談笑するクラスメイトをおさめ、ここが二年Ａ組の教室で、自分が窓際の後ろから二番目の席に座っていることを思い出させた。

「大丈夫……？　さっきから上うわの空みたいだけど」

　周囲を気にするようにこっそりと声をかけてきたのは、背中までの長い黒髪を揺らし、小さな顔の大きな目を気遣わしげに細める少女――幼なじみの鷺さぎ浦うら舞まいだ。

「……、……ああ……いや、なんでもない」

　珍しく舞からかけられた言葉に、曖あい昧まいにそう答えた火ノ見は、けれど。

「お、この女の下着の色は黒だぞ！　ほー、なかなか凝こった作りをしている」

　寝転がって舞の膝ひざ上うえスカートの中をのぞきこんでいるバカヤロウに、軽い殺意を覚える。

「ん？　なんだその目は。わざわざヒノミのために教えてやったというのに」

　剥むきだしの細い肩をすくめて、にやにや笑むテュエッラは、ゆらゆらと水中を漂うプランクトンのように火ノ見のそばを行ったり来たりする。

「うーん、現象世界タルタロス観察は楽しいなぁ」

　わざとらしく口にするテュエッラの思おも惑わくは明白だった。

　人でごった返す廊下で、授業中のグラウンドで、クラスメイトのいる教室で。返事ができない火ノ見をいいことに、テュエッラはしゃべってしゃべってしゃべりたおしてきた。

　はじめこそ無視されることに苛いら立だっていたテュエッラだったが、視界を遮さえぎられることで蹴け躓つまずいたり、話しかけられることでほかの人間の言葉を聞き逃すようになった火ノ見を見るのが楽しくなってきたらしい。

　人一倍の忍耐力を自負する火ノ見でも、何が他人にも知覚できるものなのか判断できなくなるのは、さすがに堪こたえた。

「熱でもあるの？」

　手を伸ばしてくる舞。その肩には西洋人形のように整った少女の顔が乗っている。

「…………」

　火ひノの見みが睨にらみつければつけるほど紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは細まり、真まっ赤かな唇はつりあがっていって。

「あ……、ご、ごめん。余計なお世話だよね」

「そうそう余計なお世話だ。あはははははっ」

　手をひっこめて無理に微笑ほほえむ舞まいは、どうやら何か勘違いをしたらしい。

「――違う。……その……、すまん」

　何が違うのか説明できないことに歯は噛がみする火ノ見が、低く謝罪の言葉を呟つぶやくと。

「火ノ見……何かあった？」

　髪先を指に巻きつけ、顔をのぞきこむようにしてきた舞が、真剣な様子で尋ねてきた。

「私でよかったら、聞くけど」

「ほらほらヒノミ、話してみたらどうだ？」

　割り込むテュエッラの顔をねめつけた火ノ見はしかし、彼女の姿が見えない舞からすれば、その視線は自分に向けられているものだと思い違うことに気づき、天を仰ぐ。

　――こうなったら。

「早退する」

「え？」「お？」

　疑問の声をあげる舞とテュエッラを尻しり目めに、火ノ見は手早く荷物をまとめあげ、教材を乱暴にカバンに突っ込むと、



    

  
    
      



    

  
    
      「また明日」

　戸と惑まどう幼なじみにそう残して、足早に教室を後にした。
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　――限界だ。

　通常よりだいぶ早く家に帰りついた火ひノの見みは、何をするでもなく夜半過ぎまでベッドで横になっていた。

　周囲に人のいない空間、それも他人の入ってこない自室だ。何をされても関係ない。

（真正面からとことん無視しきってやる）

　刺激のない状態が長く続けば、さすがに諦あきらめてどこかへ行くだろう。そのためには、正面から雑音に耐えきる必要がある。

　その考え自体は悪いものではなかった。事実、一切反応を返さない火ノ見に、テュエッラはすぐに根をあげ、聞けー聞けークケークケーと鳴き出していたのだから。

（この分なら今日中に決着がつきそうだ――）

　その予想は当たっていたけれど、結果は真ま逆ぎやくのものだった。

「おお、チェスがあるじゃないか！　朴ぼく念ねん仁じんには随ずい分ぶんと不似合いな遊ゆう具ぐだな」

　机の引き出しから生える白いドレスを見やって、火ノ見は小さくため息をつく。

　鳴き続けることに飽きたらしい小柄な少女は、身体からだが透すけるのをいいことに、部屋の中を荒らしまわりはじめたのだ。

　もちろん触れることはできないから眺め回すだけ。しかしそのただ見られるという行為が、鼻や口に羽虫が入ってくるような嫌けん悪お感を喚起して、火ノ見の辛抱を数分で上回った。

「……おい」

「随分古いな。白のクイーンの頭が欠けているぞ」

「おい！」

　黒塗りの机から顔が生えてくる。黒から生まれた白の顔には、お気に入りのおもちゃを買ってもらった子供のような輝かしい笑みが浮いていた。

「なんだ？　何か用か？　用かっ？」

　喜々としてふわふわ近づいてくるテュエッラに、「なんでもないんだよこの馬ば鹿か」と怒鳴りつけたくなる衝動を必死にこらえて、火ノ見は拳こぶしを握りしめる。

　これ以上部屋の中を――大切な過去を侵しん食しよくされるのはごめんだった。

「やめろ」

　努めて平へい坦たんに、火ノ見は言葉を継ぐ。

「その代わり、話を聞いてやる」

「聞いてやる？　――ふふん、言葉づかいがおかしいんじゃないのか」

「…………じゃあいい」

　ごろりと寝がえりをうって壁を向く。そのまま片かた肘ひじをついて目も閉じた。

「あ――え、……い、いいのか？」

「勝手にしろ」

「エ、エロ本とか見つけて変へん態たい呼ばわりするぞっ？」

　そんな単語よく知ってるな……。妙なところで感心しつつ、その想おもいをおくびにも出さず冷れい淡たんに言う。

「好きにすればいい」

「――ホ、ホントにやるぞっ、いいんだな！　後悔するなよっ？」

　遠ざかる声に失笑を噛かみ殺しながら、火ひノの見みはトドメの一言を言い放った。

「チャンスをふいにしたのはおまえのほうだ」

　部屋を物ぶつ色しよくされるのが嫌なのではなく、きまぐれに話を聞いてやる気になっただけ。

　火ノ見が目もく論ろんだ起き死し回かい生せい一発逆転の一手は。

「…………………………聞いてください……お願いですから」

　見事、傲ごう慢まん少女をひれ伏せさせることに成功した。
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　正直なところ、テュエッラの話そのものに興味はなかった。

　当面の火ノ見の目的は、彼女を追い払うことただ一点に尽きている。そのための手段として、火ノ見はテュエッラの話を聞く気になった。

　だから――その話がやたらと長く、しかも頻ひん繁ぱんに脱線するのは許しがたい。

「……おい、要点だけをかいつまんで話せないのか？」

　椅い子すに座って机に片肘をつく火ノ見は、延々と語り続けるテュエッラにため息をつく。

　話を聞き始めて、すでに一時間が経過していた。

「痴しれ者ものめ！　十分にかいつまんでいるっ」

　どこが。即座にそう返したくなるのを我慢して、できるだけやんわりと言う。

「おまえの世界の常識ではかいつまんでいるのかもしれないが――」

「だからそれが愚かだというのだ！　根本的に、現こ象の世界と幻私想の世界で価値体系が変わるということはない。言っただろう、二つの世界は表ひよう裏り一いつ体たいだと」

「表おもて裏うらなら、なおのこと逆転が起こるんじゃないのか」

「違うな。コインの表裏は、実質的な差異ではない。表でないほうが裏、裏でないほうが表というだけの話だ」

　関係あるようで関係のない、わかるようでわからない論理に、火ノ見は腕を組んで自分で思考を整理する。

「じゃあ、おまえの世界はこの世界とほとんど同じなわけだな」

「全然違う！」

　どっちなんだ……思わずツッコミそうになった火ひノの見みを尻しり目めに、テュエッラは人差し指を立てて淡々と告げる。

「幻想世界エリユシオンには、『縁イデア』が満ち満ちている。人々は、『縁』を育はぐくむことで自然物に調和し、透すき通る青い空と豊ほう穣じような大地を――」

「わかりやすく話せ。『縁』を育むことで自然物に調和する？　どういうことだ」

「もうっ、せっかちな奴やつだな！　『縁』とは、ようするに存在を紡つむぐ糸のようなものだ。ありとあらゆる存在は『縁』に編まれることではじめて実体を持つことができ、『縁』を結ぶことで関係が結ばれる。従ってそれらを操る私たちは、望んだ調和をそのとおりに実現できるというわけだ」

　一気にまくしたてたテュエッラは、そこで一呼吸置き、力を抜くようにして続ける。

「だから、最も違うのは、幻想世界エリユシオンには争うという概念がそもそも存在しないということだろうな」

　声にはどこか冷めた感情が読み取れて、火ノ見はかすかに首を傾かしげるが、しかしそれ以上に気になることを尋ねる。

「争うという概念が存在しない……？　だがお前たちは、」

「違う。だからこそだ。幻想世界に争いの概念がないからこそ、『縁』の薄さゆえ争いのある――どころか争いがないことがない、不ふ浄じようなる現象世界タルタロスに至って王位をかけた戦いを行うんだ」

　寂しげに言う少女は、端たん麗れいな顔にかげりのようなものをうかがわせた。

「……なんにせよ、おまえは権力抗争のためにこの世界に来たと」

「権力抗争っ!?　次代を担になうに足る王の選定儀式だと言えっ！」

「同じことだろ」

　代々一つの血けつ族ぞくが世界全体を統治している幻想世界では、現王の子供が二人以上いる場合、生まれた順番に関係なく平等に王位継承権が与えられる。

　そして王が崩ほう御ぎよすると同時に、王の子供たちはそれぞれを支持する貴族三人と共に王の選定儀式――一定のルールに基もとづいた『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を行わなければならない。もちろん、争いという概念がそもそもない幻想世界でではなく、戦争バンザイな現こ象の世界で。

「迷惑な話だな実際」

「んな――何を言うっ、『王位争奪戦』はこの世界の人間にも多大な恩おん恵けいをもたらすんだぞ！」

「たとえば？」

「私たちは基本的にこちらの世界の物に触れることができない。それは幻プ想シ世ユ界ケ人ー同士でも同じことだ。つまり、現象世界における『縁』の質が――」

「話がそれてる」

「む……ようするに、私たちが執とり行う『王位争奪戦』は、こちウらのー世界シの人ア間に代理してもらうほかにない」

「おい、一層迷惑な話だぞ」

「話を最後まで聞けっ！　だからその代償あるいは褒ほう賞しようとしてだな、私たちと『縁イデア』を結んだ人間――『被ひ憑ひよう依い者しや』には、憑依した幻プ想シ世ユ界ケ人ー――『憑依者』の属する派閥を勝利に導くことで、『縁』に関する願いを一つ叶かなえる権利が与えられるのだ」

　びしっと人差し指を伸ばして誇らしげにのたまったテュエッラは、さらに言葉を継ぐ。

「ヒノミ、お前もナチスドイツぐらいは知っているだろう？　前回の『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で、王子派の『被憑依者』として戦った者の一人に、アドルフ・ヒトラーがいた。王子派勝利の暁に、権力者として君臨したいという願いが叶えられた結果が、あれだ」

　目を見開くという、常の火ひノの見みを知る人間であれば天災を心配するような希少反応に、テュエッラはふふんとその小さな胸を誇らしげに張ってみせるが。

「結局……迷惑な話なんだな」

　すげないリアクションに、唇を突き出して不満をアピールする。

「むぅぅっ、そうじゃない！　私はそういう願いも叶えられるという話をしているだけで、ヒノミなら両親との仲直りでも願えばいいだろうっ？」

　ムキになって言いつのってきたテュエッラは、見たところ何の捻ひねりも歪ゆがみもなく純粋に厚こう意いで話しているようで。

　火ノ見からすればありがた迷惑以外の何物でもなかった。

「……しつこいな、おまえ」

「しつこくなどない。理由は知らないが、親といがみあっていいことなんて何もないぞ」

　説教じみたもの言いをする少女が、ルビーを思わせる紅あかい瞳ひとみを不快げに細める。

「……」

　テュエッラの意外な反応に、火ノ見は足を組みなおして椅い子すを揺らす。

　火ノ見の思うテュエッラは、決して親思いなどではなかった。

　だが、彼女の話――王が亡くなった直後に、その子供たちが争うなどという状況を考慮すれば、そうわからないことでもないのかもしれない。

（最低限の良心は持ち合わせているってことか……）

　密ひそかにテュエッラに対する評価を上げる火ノ見は、だからこそ、誤解を避けるために自分の話をしないわけにはいかないと判断した。

「おまえの巻きこまれている肉親の争いと、僕と僕の親との関係は根本的に違っている」

　交差した膝ひざの上に組んだ両手を乗せて、火ノ見は滔とう々とうと語る。

「僕の親は、国立精神科学研究センターってところで働いている。研究内容は失った肉体があるように錯覚する『幻げん影えい肢し』や、『痛つう覚かくの共有構造』とかいうやつらしいけど、詳しいことは知らないし興味もない。と言うより――諦あきらめきってるんだ」

「……諦めきってる？」

「ああ。もう、何も期待していない。だから、何も期待されたくない。おまえ風ふうに言えば、自発的に『縁』を切ってるってところか」

「それは……本当にそのとおりになってしまうぞ。『縁イデア』は人の意志ありきのものだ」

「かまわない。いや、心の底からそうなって欲しいな」

「何を――」

「あいつらは自分の子供を殺したんだ」

　強い口調に、対面する少女の顔が強こわばる。

「…………どういう、ことだ？」

「聞きたいのか？」

　即座にうなずいたテュエッラに、火ひノの見みは目を細める。

　――誰だれかに向かってこの話をするのはいつ以来だろう。

　思い返そうとして最悪の記憶に行きあたり、とめどない嫌けん悪おに顔をゆがめた火ノ見は、じっと見つめてくるテュエッラから視線をそらす。

「……十年前の五月二十一日。妹が、突然家からいなくなった。さっきまで一緒に遊んでいたのに、ほんの少し目を離した隙すきに、跡あと形かたもなく消えていた。それだけなら、ただの失しつ踪そう事件だ。だが、消えたのはひーこの存在――彼女がいたという事実そのものだった」

　熱に浮かされたような声。

　自分でも分かる心しん拍ぱく数すうの上昇に、けれど火ノ見は抑えることができない。

「誰に聞いても、どこを探しても、柊ひいらぎ火ひ魅み子こが存在したという事実が見つからない。人は根こそぎ火魅子のことを忘れ、あるいは別の記憶とすり替え、火魅子の存在を証明する物品はきれいさっぱりなくなっていた」

　火魅子の衣服がしまわれていたタンスの引き出しはからっぽになり、家族で一緒に撮った写真からは、火魅子だけが抜け落ちていた。

「笑い話だろう？　僕の頭がおかしくなった、記憶違い、思い込み――僕以外のすべての人間がそう思った。そうみなした。昼食を共にした両親でさえ、だ」

　幼児にあるまじき高い知能を持っていた火魅子に、両親は火ノ見に対するものとは別種の愛情を注そそいでいた。『センター』に連れて行っていたのも明らかにその表れだろう。

　にもかかわらず。

　忘れた。存在をなかったことにした。

　柊火魅子などいない。火ノ見に妹なんていなかった――。

「でも、じゃあ、僕のこの記憶はどうなる？　耳に残るひーこの声は、手に残るひーこのぬくもりはなんなんだ」

　ありありと当時の情景が思い出せた。十年間、一瞬たりとも忘れることのなかった記憶。

　ぎゅっと、手を握りしめる。

「いくら訴えたって、あいつらは聞く耳を持たなかった。だから、僕も信用するのをやめたんだ。あいつらだけじゃない。おおよそ他人一般――世界そのものを」

　信頼の糸は、一度切れてしまえば二度と元に戻ることがない。それは、コインの表と裏が違っているように、形式として概念として、自明のことだった。

「だから……おまえが思っているような諍いさかいなんてものは、初めからない。そんなものが成り立つ余地もないほどに――僕たちの関係は終わっていることなんだよ」

　静かにそう結んだ火ひノの見みの顔には、もはや何の感情も浮いていなかった。

　十年。火ノ見の人生に占める半分以上の時間をもってしても変わることのなかった事実に、いまさら新たに抱いだく想おもいなどない。

「…………悲しいな」

　そう呟つぶやいた少女に同情されるのが嫌で、唇を噛かんだ火ノ見はゆっくりと顔をあげ、

「だが……その妹というのは、もしかすると『標ひよう失しつ』したのかもしれないな」

　顎あごに手を当て、考えこむような仕し草ぐさを見せたテュエッラに、目を見開く。

「――なに？」

「あ、いや、あくまでそうかもしれないという話だぞ？　私の世界の言い伝えでは、世界からの『縁イデア』を失った人間は、その存在の標しるべを失うという話があって、場合によっては周囲の記憶まで改ざんされると――」

「その話が本当だとして、僕の記憶に残っているのはなぜだ」

「え。そ、それは、えーと……ヒノミだけは特別だから、とか」

「適当だな」

　顔を背そむけて鼻から息を抜いた火ノ見に、テュエッラは焦ったようにまくしたてる。

「て、適当じゃない！　実際に『標失』したとされる例はいくらでもあるんだ！　前々回の『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で敗れた大おお叔お母ば上うえもそうだと言われてるし！」

「いずれにせよ、おまえの世界での話だろ」

「う……ま、まぁそうだが、幻想世界エリユシオンで起こることは現象世界タルタロスでも起こるはずだ」

「争いは起こせないのに？」

「うぐ……」

　それ以上は続けられないのか、一転してしょんぼりするテュエッラが、両手の指先をくっつけるようにして、ちらちらと火ノ見をうかがい見てくる。

「でも……、何かしら理由があったほうが……気は楽になるんじゃないのか？」

　訥とつ々とつと口ずさまれた言葉。向けられる真しん摯しな眼まな差ざしに、火ノ見は目をまたたく。

（こいつ……本当に僕の話を信じたのか）

　火ひ魅み子この話をすれば、みな眉まゆをひそめ、困惑し、火ノ見の正気を疑ってきたのに。

　彼女は何のためらいもなく火ノ見の言葉を信じて、同情までしてきた。

　それは、本当に余計なお世話で――気恥ずかしくもむずがゆい想いを抱かされたという事実を誤ご魔ま化かすために、火ノ見は強引に話を変える。

「で。今回のおまえたちの争いはどういう勢力図になってるんだ？」

「――え？　あ、ああ、兄と妹……『王子派』と『王女派』の対立だが」

「おまえはどっち派だ」

「もちろん王女派に決まっている！」

　雰囲気を一変させて薄い胸を張る少女に、火ひノの見みは内心で安あん堵どし、「と言うよりこの私はな」と腕を組んで続けようとしたテュエッラを遮さえぎる。

「じゃあ、ともかく王子派ないし王子そのものを倒せばいいんだな」

　そうすればこの状況から解放される。やっと得られた明確な目標に一人うなずく。

「だぁもうっ、ヒノミ、お前は人の話を最後まで聞けと教えられ――」

　憤いきどおるテュエッラの言葉を止めたのは、規則的に響く振動音だった。

「……な、なんだ？」

　突きつけていた指を力なく下ろし、戸と惑まどうテュエッラとは裏うら腹はらに、火ノ見の行動は落ち着いていた。

　机の上のカバンを開けて、手のひらサイズの黒い直方体を取り出す。

「なんだ、ケータイか……」

　ふぅと息をつく彼女を尻しり目めに、火ノ見は届いたばかりのメールを開き、

「迷惑メールか？」

　軽い口調と共に寄ってきた、妙に現代知識の豊富な異世界少女に、画面を見せる。

「えーと……『遅くにごめん。今から公園まで来てくれない？　大事な話があるから。噴水前で待っています。　鷺さぎ浦うら舞まい』」
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　親の職場が同じである舞とは、幼稚園から付き合いがあって、まだ火ノ見が親を信じていたころ、他者に対して余計な壁を作る必要がなかったころには、よく一緒に遊んでいた。

　行動範囲の狭かった当時、ただ『公園』と言えば、近所にあるそこだけを指していて――いまだにその慣例を覚えていた舞に、火ノ見は唇をゆるく噛かむ。

　覚えている……けれど、覚えていない。

「――おいこらヒノミ！　周りに人間がいないのだから相あい槌づちくらい打てっ」

　腰に手を当て、唇を突き出し、視界いっぱいを占める少女があげた甲かん高だかい叫きよう声せいに、火ノ見の意識は人ひと気けのない夜の公園へと引き戻された。

「ああ……なんだ？」

　意図的ではなかった無視。そのことをほんのわずかに反省して問い返すと、ふよふよ揺れるテュエッラは、への字にしていた口をあっさりとゆるませて、にへらと笑んだ。

「サギウラマイというのは、昼間会った女のことだろう。これはもしやアレじゃないのか？　ほら、夜の公園、噴水前で愛の――」

「おまえのその無駄な知識はどこから来てるんだ」

　少しでも耳を傾けようと思った自分を内心で罵ば倒とうし、火ノ見は公園の奥へと歩を進める。

　電灯が照らす一部分だけがぼんやりと明るい一本道を歩むと、やがて開けた広場に出た。

　背の高い木々と新しん緑りよくの若葉に囲まれ、角に四つのベンチ、中央にライトアップされた噴水が陣取るそこには、一つだけ人影があった。

　稼働していない噴水を背景に、オレンジのスポットライトを浴びて佇たたずむのは、見慣れた制服姿の少女。

　所しよ在ざい無げに佇むその姿は、長い黒髪をポニーテールにしているせいか、普段見る彼女とはまったく印象が違っていて、火ひノの見みの足は無意識のうちに広場の入口で止まる。

「うわ……、ちょっとドキドキしてきたな」

　幻想的な雰囲気を一声でぶち壊す幻想そのものに顔を引きつらせた火ノ見は、そのことを気け取どられないよう努めて平然とした歩みで、噴水前に立つ少女、鷺さぎ浦うら舞まいに近づいていく。

　顔をあげた舞は、白いおでこを晒さらしていて、不意に揺らいで見えた瞳ひとみが、火ノ見の心臓を不自然に跳ねさせた。

「遅くにごめん」

　そう呟つぶやかれた声には明白な緊張が孕はらまれており、浮かべられた笑顔もどこかぎこちない。

「……話って？」

　舞の挙きよ動どう不ふ審しんな反応をあえて意識外に押しやり、平へい坦たんに尋ねた火ノ見は、

「実はヒノミのことが好きなの！　――なんて、本当に言い出すのかっ」

　すぐ後ろできゃーきゃー騒ぐ馬ば鹿かを睨にらみつけてやりたい衝動をこらえ、舞の言葉を待つ。

　舞は先ほどまでの笑顔をしまいこんで、虚こ空くうを――火ノ見の背後を見ているようだった。大きな目を細めて、じっと一点を見つめ続ける。

「舞？」

　尋ねた火ノ見に視線を合わせない幼なじみは、どこか皮ひ肉にくな笑みを刻んで。

「おかしいとは、思ってたんだ。ずっと上うわの空だったし、いきなり変な反応してたし……正直ちょっと心配だったんだけど――原因がわかったわ」

　意味のわからない言葉をぶつぶつと呟き、おもむろに踵きびすを返すと、屈かがみこんですぐ後ろの噴水に手を差し入れる。

　唐とう突とつな言動と行動に目をまたたく火ノ見は、結われた彼女の艶つややかな黒髪を見つめる。

「ん？　告白タイムは終わりなのか？」

　軽い調子で舞へと近づいていったテュエッラは――いきなり彼女に振り向かれて、飛び退すさるように離れた。

「な、なんだもうっ、びっくりさせ――」

「あなたが火ノ見に憑依していたのね」

　聞こえないはずの声を遮さえぎる鋭い言葉。見えないはずのテュエッラを正確に捉とらえる瞳。

「こ、この女――」

　中空でのけぞったテュエッラは、瞬時に火ノ見の横まで移動すると、声も限りに叫んだ。

「『被ひ憑ひよう依い者しや』だっ!!」
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　強い風が吹いた。

　否いな、吹いたなどと言うレベルではない。殴りつけるような凶悪な烈風が、火ひノの見みの身体を丸ごと持っていった。

　浮遊感も何もない。地上に存在する限り感じなければならないはずの引力遠心力その他諸慣性力を飛び越えて、気がつくと広場の端はし、ベンチの上に火ノ見は立っていた。

「――？」

　数メートル先で、舞まいが消えたところまでは確かに認識していた。けれどその後の記憶がない。いや正確にはないのではなくて、不確かすぎてよくわからない。

　目の前の人間が瞬時に消える異常。その直後に起きた自分の肉体がなくなったような奇妙な空白。

　記憶の整理を試みようと火ノ見が腕を組もうとしたとき、二日でだいぶ聞き慣れてしまった声が、頭の中に直接響いてきた。

《ふん、初『同どう体たい』から『強制同体』とはな》

　今まで耳で聞いていたはずの音が、脳に刻み込まれるような違和感。

「……なにが起きた？」

《『王おう位い争そう奪だつ戦せん』だ》

「――は？」

《私を襲ってきた以上、あの女は必然的に王子派ということになるが――事前に察知されていたのは予想外だったな。『完全同体シンクロニシテイ』とまではいかないまでも、相当に『憑ひよう依い率りつ』が高いに違いない》

「…………」

　意味がわからない。そのことは伝わったらしく、露骨なため息をついて『声』は続ける。

《鈍いなヒノミ。私たちの戦いが始まったんだよ》

『王位争奪戦』、王子派。断片的な単語から、少しずつ現状を理解してきた火ノ見は、最も理解困難な自分の肉体の変化について尋ねようとして、先んじて答えられる。

《そしてこの状態こそ、私たち幻想世界の人間プシユケーが現象世界の人間ウーシアの肉体を共有し、力を発揮するための憑依の形――『同体』だ》

「『同体』……？」

《『王位争奪戦』において、参加者である私たちは幻想世界エリユシオンにおける能力に応じたクラスが与えられる。旗はた頭がしらである王子、王女には『キング』と『クイーン』、それぞれの配下である三人の貴族には、『ルーク』『ナイト』『ビショップ』といったぐあいにな》

　そのクラス分けの仕方は――

「チェス……」

《そうだ。各クラスの能力についてもチェスをイメージすればわかりやすい。『ルーク』は弓や銃などの飛び道具を用いる遠距離攻撃に秀ひいで、『ナイト』は剣や斧おのでの近接戦闘で力を発揮する。『ビショップ』はそもそも武器を使わずに攻撃を補助する役割を担にない、『キング』と『クイーン』はそれらを統括する力を持つといった具合にな》

　我が意を得たりと言わんばかりにまくしたてる声は、間かん髪ぱつ入れずに続ける。

《ああ、戦闘の形式が殺さつ伐ばつとしているからといって心配する必要はないぞ？　『同どう体たい』時に『被ひ憑ひよう依い者しや』の肉体は強化されるし、何より『王おう位い争そう奪だつ戦せん』において勝敗を決めるのは『憑依者』をこの世界タルタロスににとどめる『縁イデア』だ。つまり『縁』を切ることが勝利条件になり、『憑依者』の力を顕けん現げんする固有の武具もまた肉体ではなく『縁』を――》

「それよりも」

　長くなりそうな話を乱らん雑ざつに遮さえぎり、火ひノの見みは早口に言う。

「この状態の説明をしろ」

《むぅ……だから、クラスの能力を発揮するための『同体』は、本来『被憑依者』の了解を得るのが筋すじなんだが、今回はヒノミの返事を聞いている暇がなかった。従って、『憑依私者』が主導権を持てる『強制同体』で火ノ見の身体からだをコントロールして、ここまで移動してきたのだ》

　身体をコントロール――肉体を乗っ取られた？

「ふざけるな」

　直感的な危機感と嫌けん悪おが火ノ見の声を荒げさせる。

《……珍しく余裕がないな。まぁでも安心しろ、『強制同体』は一度使えばしばらく使用できないし、すぐに効力は切れる》

　火ノ見の顔は火ノ見の意志と関係なく前を向き、『声』は程なくして視覚として認識できる形に戻った。

　異物を吐きだす解放感と苦痛は一瞬で消え去り、火ノ見に残ったのは宙を浮く美び麗れいな少女に対する不信感だけ。

「む、なんだなんだその恨うらみがましげな目は！　説明不足を訴えるならヒノミが――と、だらだら話している余裕はなさそうだな」

　腕を組むテュエッラが意味ありげに笑った直後。突とつ如じよ響いた大きな水音に、火ノ見の視線は噴水へと向けられる。

　噴き出す水そのままに、貯水から勢いよく飛び出してきたのは、月明かりを照り返す美しい刀剣を手にした制服姿の女子高生。

「舞まい……？」

　火ノ見の呟つぶやきに、ゆっくりとあげられた舞の顔には、強い意志の光を放つ瞳ひとみがあった。

「ち――やはり『ナイト』に、あの程度の打撃は決定打にならないか」

　苦にが々にがしく口にしたテュエッラに、呆ほうける火ノ見が疑問を差し挟む前に。

「『被憑依者』ヒノミ！　我が声に応こたえよっ！」

　高く張りあげられた声が、火ひノの見みに了承の言葉を口にさせる。

「あ……ああ？」

　振り向きもせず、相あい槌づちとも言えない曖あい昧まいな返答。『同どう体たい』にはそれで充分だった。

　音も光もない。倦けん怠たい感かんを無理やり解消されるような感覚が火ノ見の全身を駆け巡り――何が起きたのか確かめる間もなく、舞まいがこちらへと向かってくるのを感じた。

「――」

　ただそう感覚しただけ。通常の視認ではない超感覚で、刀を振りおろす幼なじみを捉とらえた火ノ見は、無む我が夢む中ちゆうで身体からだを動かして迫り来る凶きよう撃げきから逃れようと試みる。

　その試みは、舞の一撃が火ノ見ではなく、その足下にあったベンチを破壊したことで成功したかに見えたが、袈け裟さに下ろされた刀が返す刃ですかさず切りあげられたのには、頭が反応できても身体が反応できなかった。

「――がはっ！」

　左ひだり脇わき腹ばらに走る一刀の衝撃に、火ノ見の身体は地面スレスレを吹っ飛ばされる。

《ちぃぃっ、何をしているヒノミ！　あれぐらい避けろっ》

　ギリギリで足を踏ん張り、どうにか壁に叩たたきつけられることだけは避けた火ノ見は、理り不ふ尽じんに喚わめく頭ず中ちゆうの声に憤いきどおる余裕もなかった。

《っ！　来るぞっ》

　テュエッラが言い終わるより早く、右斜め前からの斬撃が襲いかかり、かわしたところを同じような返す刃が追ってくる。

「く――っ」

　息もつかせぬ連続攻撃。たまらず大きく飛び退すさった火ノ見に、『憑ひよう依い者しや』の声が響く。

《『ナイト』と馬ば鹿か正しよう直じきに近接戦闘を挑んでどうするっ、さっさと『超速移動ハイエンド』を使えっ！》

「『超速移動』……？　なんだそれは」

《んなっ、『同体』していれば『憑依者』の知識は共有されるはずじゃ――ってもしかしてその程度の『憑依率』もないっ!?》

　焦るテュエッラなど知るよしもなく、再び接近してきた舞が斬撃を放ち、それをぎりぎりで避ける火ノ見もまた焦しよう燥そうを感じ始める。

《うううう、ダメだっ、詳しく説明している暇はない！　とにかく風の『縁イデア』を深く読み込むイメージでっ》

「どんなイメージだそれは……っ」

《じゃあもう起コ動ー言ドを口ずさんで動くだけでいいからっ！》

「だからその起動言ってのはなんなんだ！」

《それぐらいわかれぇぇっ!!》

　無む茶ちやを言うテュエッラの声に気をとられ、火ノ見は足を狙ねらう舞の一ひと薙なぎに反応できず、バランスを崩したところをあっという間に押し倒される。

《ばかーっっ!!》

　きんきん響く叫きよう声せいに顔をしかめた火ひノの見みが目にするのは、刀を振りあげる幼なじみの姿で――。

　一瞬。彼女の瞳ひとみがわずかに揺らいだのを、見逃さなかった。

「舞まい」

　びくり震える肩。振りかぶられたまま止まる刀。

「なぜ――僕を襲う？」

　火ノ見の問いは、舞の目を見開かせる。

　王女派の『被ひ憑ひよう依い者しや』である火ノ見と、王子派の『被憑依者』であるらしい舞。

　対立する派閥の二人が戦うのは、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』のルール上当たり前のことで――ただの幼なじみである二人が戦うのは、この上なく不自然。

「あたし、は……」

　震えだす刀。

　振りおろす体勢で固まる舞は、歯を食いしばり、まっすぐ火ノ見を見おろしてくる。

「あたしは――、――狂った王女に憑依された火ノ見を救うのっ」

「……は？」

《膝ひざをあげろヒノミ!!》

　叫んだ舞が刀を振りおろすより早く、火ノ見の膝はテュエッラの言葉に突き動かされるようにして持ちあがり、舞の脇わき腹ばらをしたたかに打つ。

　体勢を崩した舞の一刀は顔の横に落ち、火ノ見は身をよじって拘束状態を脱した。

　腹筋を使って起きあがり、追つい撃げきを警戒して後ろ向きに大きく跳ちよう躍やくすると、今度こそはっきりと肌はだ寒ざむさと浮遊感を味わいつつ、不可思議な現状を分析する。

（身体からだが異常に軽い）

　それでいて、刀で斬きられても傷を負わないほど頑がん強きような肉体。

　しかし、さしあたってそのことは捨て置いても構わないことだった。危急に解決すべき、答えの必要なことは別にある。

「――おいテュエッラ。狂った王女に憑ひよう依いされた僕を救うっていうのはどういうことだ」

　しっかりと足で地面を掴つかんだ火ノ見は、早口で問いかける。

《知るかっ！　……今私もそれを考えているっ》

　叫んだテュエッラに呼こ応おうするように、視界の中の舞が動いた。

「七しち宝ほうが二の閃せん……『瑠る璃り鳴めい閃せん』！」

　起コ動ー言ドと共に放たれた横一文字の剣けん閃せんは、噴水の残り水を火ノ見の身長の三倍を超える高さにまで跳ねあげる。

《な――その技は》

　テュエッラの呟つぶやきは、襲い来る高波によってかき消された。

　正面から迫る高波をかわすのに、左右背後を木々に囲まれた火ノ見の取れる行動は一つだけ。

　大きく真上にジャンプした火ひノの見みは――どんぴしゃのタイミングでこちらに跳んできていた舞まいに、完全に虚きよを突かれた。

「っ！」

　身動きの取れない空中での一撃。

　胸部への蹴けりを受け入れるしかなかった火ノ見は、急転直下、暗くら闇やみに叩たたきつけられる。

「ぐ……っ！」

　木の枝がクッションとなり、落ちた地面が土だったことも幸さいわいして、それほど大きなダメージは受けなかったが、闇の中で受け身なしの強制着地は手放しに喜べない。

　急ぎ顔をあげた火ノ見を襲うのは、頭とう頂ちよう辺りを狙ねらって振りおろされた一刀。

　交差した腕で受けるのが精いっぱいの火ノ見は、飛び散る水だけを頼りに、二の太た刀ち、三の太刀をかろうじて防ぐ。

「っ、くっ、ぅ……っ」

　口に入った土を吐きだす余裕さえない。再びの、そして完全な危き地ちは――けれど、思わぬ一いつ声せいによって打開された。

《――控えよ『水すい月げつの騎士』っっ!!》

　火ノ見が思わず顔をしかめるほどの大だい音おん声じよう。

　テュエッラの一喝に、眼前で一刀を振りかぶっていた舞がピタリと手を止める。

《水の『縁イデア』を従え、全派筆頭剣技『七しち宝ほう』の使い手……貴様は王女派『ナイト』のセレネに相違あるまい》

　妙に落ち着いた、それでいて偉そうなテュエッラの言葉。

　内心で首を傾かしげる火ノ見は、刀を振りおろしかけたままの舞を――彼女が驚きよう愕がくに目を見開く様を、しっかりと目にする。

「……セレネ、どういうこと？」

　顔をこわばらせて、火ノ見ではない誰かに問いかける舞。

　彼女の髪から、一ひと雫しずく――穏やかな水面に波は紋もんを広げる一滴が、火ノ見の顔に落ちる。

《――今だヒノミっ！　足を払えっ!!》

　ワンランク高い声こわ音ねに、火ノ見の身体からだが自動機械のように動いた。反応の遅れた舞の両足を手でかっさらうと、すぐさま身を起こす。

《取り押さえろっ》

　刀を蹴けり飛とばした火ノ見は、伸ばされた舞の手を頭上に持っていき、左手一本で押さえつけて、馬乗りの体勢になった。

《よし、鳩尾みぞおちを打て！》

「……鳩尾？」

《『被ひ憑ひよう依い者しや』の意識を奪うことで、『憑依者』は現象世界タルタロスの『縁』を切られ、勝利が確定する！　そうすれば『ナイト』の力は私のものとなり、その『縁』を吸収できるのだ！》

　喜き色しよくをあらわにする声に、火ノ見が惑まどわされることはなかった。拘束から逃れんと暴れる舞まいを抑えつけつつ、訝いぶかしむ態度を崩さない。

「『縁イデア』を吸収する……？　どういうことだ」

《説明は後だ！　その女を解放したくないのかっ？》

　早口でまくしたてるテュエッラに呼こ応おうして、舞の抵抗する力が強まった。バタバタと動く足に、火ひノの見みの身体からだは激しく上下に揺れる。

　ひとまず言うとおりに動くしかないか――思って、火ノ見が右手を振りあげたそのとき。

《待つ》

　テュエッラでも舞でもない静かな『声』に、火ノ見は振りおろす手を途中で止め、眼下の舞の動きが収まるのを感じて右みぎ拳こぶしをゆっくりと開く。

「賢明」

　短く平へい坦たんな声が耳じ朶だを打ち、顔をあげた火ノ見が目にしたのは、露出の多い忍しのび装しよう束ぞくのような薄うす布ぎぬに身を包んだ小柄な少女だった。

　紫むらさきがかった短髪に、整いすぎて冷たい印象を与える顔。その切れ長の瞳ひとみから戦う意志がないことを読み取って、火ノ見は身体から力を抜く。

「……さすがは、『疾しつ風ぷうの姫』。気がつくのも、早い」

　憑ひよう依いを解いた金髪紅こう眼がんのテュエッラを、無感情に見据える短髪紫し眼がんの少女。

　舞の上からどいた火ノ見の驚きよう愕がくは、ただ一点に集約されていた。

「テュエッラおまえ……、王女だったのか」



    

  
    
      



    

  
    
      　大きく目を見開き驚き入る火ひノの見みに。

「ふふん、ようやくわかったようだな私の偉大さが」

　ここぞとばかりに寂しい胸を張るテュエッラは、けれど。

「まさか、公然とスカートの中をのぞく王族が存在するなんて」

「……う」

　のぞいた相手がすぐそこにいるためか、言葉を詰まらせると、『同どう体たい』を解いて以来おとなしくしている舞まいにちらりと視線を投げる。

　目を見開いたままの舞は、暗がりに佇たたずむ自身の『憑ひよう依い者しや』だけを見ていた。

「セレネ……どういう、こと？」

　問いかけられた少女は舞を見ない。

「あたしたちは、狂ってしまった王女を倒す――正義の騎士ナイトじゃなかったの？」

「ほほう、なるほど。そう言ってこの女に私を襲わせたわけだな、我が騎士」

　我が騎士というフレーズをことさら強めて、テュエッラはじっと押し黙るセレネへ、ゆっくりと近づいていく。

「それなら無駄な戦いは一切省はぶけるし、『被憑依者』に使命感を植えつけつつ、罪悪感からも逃れさせられる――ふん、剣と弟にしか興味がなく、父王陛下から賜たまわりし『水すい月げつの騎士』の称すら受け渋っていたお前にしては、なかなかの上策じゃないか」

　ほとんど身長の変わらないセレネに口づけせんばかりに顔を近づけ、瞳ひとみを細める。

「裏切り者らしい小こ癪しやくな考えだ」

　氷点下の声にぴくりと体を震わせたセレネは、それでも何も言わず、至し近きんにあるテュエッラの顔を正面から見つめ続ける。

　傍はたから見れば一いつ触しよく即そく発はつとしか言えない状況。張り詰められた緊張の糸は、火ノ見によってあっさりと切られた。

「ちょっと待てテュエッラ。意味がさっぱりわからん」

　悪びれもせずに言う火ノ見に、テュエッラは一瞬だけめんどくさそうな顔をし、しかしすぐさま口の端はしをつりあげると訳わけ知り顔で語りだす。

「ようするに、この女――王女派の栄はえある『ナイト』の座に選ばれたセレネは、不届きにも私を裏切り、王子派についたのだ。そしてここからが小癪なところだが、『被憑依者』であるその女に正義の味方云うん々ぬんの狂言を吹き込んで、私の寝首を掻かこうとした」

　腕を組み、つんと顎あごをあげるテュエッラに呼こ応おうして、わずかに目を細めるセレネ。

　どうやら推理は的を射ているらしかった。

「よく……わかったな」

　火ノ見の素直な感心に、テュエッラはブロンドをかきあげ、両手を腰に当てる。

「ふふん！　その女の妙な話に、使い手の限られた剣技と水の守護精、そして騙だますという言葉でピンときたのだ。通常『王おう位い争そう奪だつ戦せん』のクラスに選ばれる人間は、自らの派閥を勝利に導くことを栄誉と考えるが、まれにこいつのような『狂きよう者しや』という戦闘狂が――」

「違う」

　遮さえぎる声は、これまでに聞いたそれと一線を画していた。

「セレネは、『狂きよう者しや』じゃ、ない。弟が――『王女派』ルークの、ヘリオスが、敵に捕まったから」

「脅されて、王女たる私に剣を向けたと？」

「……、……そう」

「は、見かけによらず美しい姉きよう弟だい愛だな。だが――だからといって『被ひ憑ひよう依い者しや』を騙だまし、あまつさえ主君の首をとろうとするなど言ごん語ご道どう断だんっ!!　恥を知れっ!!」

　高く張られた声を、ただ黙って聞き入れる『ナイト』。その様子に戦いの終結を悟った火ひノの見みは、腰に手を当てて胸を張るテュエッラを見やる。

　なんだかんだで彼女に助けられたと言えなくもないのだろう。そこは感謝してもいいのかもしれない。

「よし。ではヒノミ、もう一度『同どう体たい』するぞ」

　三度目でも薄れない『同体』の違和感。けれど火ノ見はそれ以上に気になることを尋ねる。

「……どうする気だ？」

《その女の鳩尾みぞおちを殴れ》

　眉まゆをひそめずにはいられない答え。身を固くした舞まいを横目に、火ノ見は続ける。

「なぜ」

《言っただろう。『被憑依者』との『縁イデア』を絶つ――つまり意識を奪うことで、そこの愚か者を幻想世界エリユシオンに送還できるからだ》

　表情のなかったセレネの顔に、わずかに緊張らしきものが走った。

《ヒノミ、お前はあの女を解放してやりたくないのか？》

　それは、非日常の戦いからの離脱を意味する。舞はどうやら騙されて戦いに参加させられていたようだし、意にそわない状況、無理やりの契約が良いこととは言えない。

「……『縁』が絶たれれば、本当にこの戦いから解放されるのか？」

《解放されるとも》

「解放される過程で舞に害はないんだな？」

《もちろんだ》

「――嘘うそ」

　短く、けれど鋭い声に、その声を聞くことのできた三人は、それぞれ違った表情で声を発したセレネへと向きなおる。

「それは、嘘。確かに、『被憑依者』との『縁』を絶てば、セレネは消えて、姫様に『縁』を、吸収される。でも、その結果――『被憑依者』の舞は、死に至る可能性が、ある」

「――なに？」

　即座に反応したのは火ノ見だった。

《ふん、耳を貸すなヒノミ。弱者の戯たわ言ごとだ》

「嘘じゃ、ない。昏こん倒とうの程度は、『縁イデア』の深さと、比例する。舞まいの、『憑依率ひよういりつ』の高さなら」

《黙れ裏切り者！　惑まどわそうとしたってそうはいかんぞ！　さぁヒノミ、拳こぶしを落とせっ》

「……柊ひいらぎ、火ひノの見み」

　はっきりと言いきるパートナーと、首を振って火ノ見を見つめやる反逆者。

　どちらを信じるかなど、火を見るより明らかで。

　ゆっくり舞へと歩み寄る火ノ見は、握りしめた右の拳で自身の腹を二、三度軽く叩たたく。

「火ノ見……？」

　見あげる舞の口から零こぼれた声は、寒さにか恐怖にか震えていた。

「舞、悪いが少しだけ我慢して欲しい」

　言いながら屈かがみこんだ火ノ見は、

「おい、セレネ。舞と『同どう体たい』してくれ」

「「《え？》」」

　全員の疑問を受け止めつつ早口に続ける。

「早く」

《な――何を言っているヒノミっ！》

　脳のう天てんに響く声に顔をしかめつつ、火ノ見は紫し紺こんの瞳ひとみをまたたくセレネをまっすぐ見やる。

　見据えられたセレネはゆるく首を横に振り、

「舞の、同意が、ないと」

　それまで嘘うそをついていたとは思えないような、馬ば鹿か正しよう直じきな言葉を口にした。

「協力してやってくれ、舞」

　火ノ見は憑依を強制しようとしないセレネに内心で好感を抱いだきつつ、口調は厳しく舞に告げる。

「う……うん」

　神しん妙みように首を縦に振ってくれた舞にうなずき返して、火ノ見は光も音もなく『同体』した舞に、驚くべきことを頼んだ。

「じゃあ、そのまま僕の鳩尾みぞおちを殴ってくれ」

「《《は？》》」

　再度奏かなでられた見事なトリオに、火ノ見の表情は少しも変わらない。

「ああ、別に気絶させられるなら刀で殴るなり、他ほかの方法でもかまわない」

《ば、ば――馬ば鹿かかお前はっ!?》

　絶叫するテュエッラにも片かた眉まゆをかすかに上げるだけ。

　動揺などかけらもないように、火ノ見は虚こ空くうを見つめて語りかける。

「それでおまえとの『縁』は切れて、僕は解放される。セレネの弟も取り戻せるし、功こう労ろうのある舞は願いが一つ叶かなえられて、万ばん々ばん歳ざいじゃないか。どこに不満がある？」

《な――、お、お前……じ、自分の願いを叶えようとか思わないのかっ？》

「はなから興味ない。そもそも本当かどうかも怪あやしいしな」

《……くっ、こうなれば『強制同どう体たい』で――！》

「さっき使ったから無理だろ」

《死ぬ危険性もあるんだぞっ!?》

「おまえはそれを戯たわ言ごとだと切り捨てた」

《――っ！》

「打ち止めか。――やってくれ」

　舞まいに向かってうなずきかける。戸と惑まどう舞は、火ひノの見みの表情を見つめて覚悟を決めたのか、拳こぶしを握り締め、肘ひじを引いて――

「ま、待てぇぇっ!!」

　憑ひよう依いを解いたテュエッラが火ノ見と舞の間に立ちはだかる。両手を広げ、護まもるように。

　その行為が意図するところは明白だった。

「……本当のことを言え。でなければ、僕はここで降りる」

　火ノ見の厳しい断言に、がくり肩を落としたテュエッラは、力なくうなずいた。



    

  
    
      


〈move 2〉

　薄はく明めい夜や陰いん

　Light and Shadow
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　その世界に争いは存在しない。

　美しい大地と豊富な資源。完全なる調和と秩序をもたらす穏和な王。

　移りゆく季節と人々の織りなす物語が退屈からの解放を手伝い、一定の労働は使命と責任の充じゆう足そくを与える。人々はどんなことでも譲りあい、共有し、讃たたえあう。

　誰だれもが満たされる彼かの地ちにおいて、疑問など抱いだく対象も必要もない。

　嘘うそも欺ぎ瞞まんも嘲あざけりも理解の範はん疇ちゆうになかったし、およそ人と人との間に生じる感情に悪あしきものがあるなど、想像することすらできなかった。……できない、はずだった。

　――自分は他ほかの人間たちと違う。

　テュエッラがそう感じたのは、白はく亜あの宮きゆう殿でんで父たる王が臣しん下かの貴族や平民たちと朗ほがらかに談笑している様子を眺めているときだった。

　父たちの話がちっとも面白く感じられない。

　奇異な体験だった。今まではどんな話でも楽しく聞けたし、ただ彼らが歓談している様を見ているだけで温かな心持ちになれた。なれないことがなかった。

　世界は幸せの『縁イデア』で満ち満ちている。

　疑う可能性すら疑わなかった。疑えなかった。疑うことの意味を知らなかった。

　――なぜ？

　彼女は首を傾かしげたまま自分が泣いていることに気がつき、顔を拭ぬぐおうとして手が震えていることに愕がく然ぜんとした。

　悲しかった。無む性しように悲しかった。涙は喜ぶときに流すものなのに。悲しいときは笑いあって慰なぐさめあうのが当たり前なのに。ひとりで、悲しくて、泣いている。

　自分はおかしい。幸せそうに笑うみんなと違う。

　そう、思った。思ってしまった。



　――それが、テュエッラにとっての分ぶん水すい嶺れい。



　私は世界から『縁』を切られかけている――。

　日ごとに強くなっていくその思いを、どうすれば解消できるのか。いかにして『標ひよう失しつ』の恐怖と対たい峙じすべきか。

　自分が変わるべきなのか。――でも、どうやって？

　答えは、皮ひ肉にくにも世界の外にあった。

「『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の中で『憑ひよう依い者しや』の『縁』をできるだけ吸収し、この世界に受じゆ肉にく――つまり現象世界タルタロスで肉体を手に入れる。それがおまえの本当の目的だったわけか」

　火ひノの見みの静かな確認に、テュエッラはうなだれたまま動かない。

　公園から歩いて五分ほどのマンションの一室、鷺さぎ浦うら家の舞まいの部屋。座卓を囲む四人のうち、テュエッラの述じゆつ懐かいを耳にしたセレネが、するりと口を開く。

「確かに、セレネたち、幻プ想シ世ユ界ケ人ーの『縁』を吸収すれば、現象世界に対する『縁』は、強まる。現象世界での、肉体を得ることも、できるという話は――聞いたことがある」

　伏せがちの長い睫まつ毛げが、発言者の心境を示すようにわずかに揺れる。

「でも、それは……伝でん承しようの域にも満たない、戯たわ言ごと」

「それでも何もしないよりはましだろうっ！」

　張りあげられた怒ど声せいにセレネは黙りこみ、目をまたたかせた。

「お前にはわかるはずがない……いや、あの世界にいる人間は誰だれ一人としてわからないのだ！　楽園が地獄にしか見えない私の気持ちなどっ」

　テュエッラは唇を強く噛かみしめ、テーブルに載ったティーカップを睨にらみつける。伸ばされた手は当然のようにすり抜け、横で眺める火ノ見の目には、カップの中に手が埋まるように映った。

「……元より『縁』の薄いこの世界で肉体を手に入れれば、幻想世界エリユシオンでの『縁』や『標失』なんて関係ない。そのためには受肉が絶対条件で――」

「他者を踏みつけにしてでも自己の充じゆう足そくを優先すべきだ、と」

　火ひノの見みの鋭い詰きつ問もんに、テュエッラの表情は強こわばり、白い喉のどが嚥えん下かするように動く。

「……、そうだ」

　返答は短く、声は小さい。

「裏切ったとは言え、味方であるセレネを遠慮なく倒そうとしたのも、それが理由なわけだな？」

「…………」

　力なく浮遊するテュエッラが、手をきつく握り締めているのを、火ノ見は見逃さなかった。

「僕は、その考えを否定する気はない」

「――え？」

　想定外の答え。驚きよう愕がくは目を見開くテュエッラにとどまらなかった。

「……どういうこと？」

　お茶を運んで以来、一言も発していなかった舞まいの疑問に、火ノ見は首を横に振る。

「勘違いするな。テュエッラの行動そのものを推すい奨しようしているわけじゃない。だが、他者を踏みつけにしなければ自己を充足できないという考えについては、そのとおりだと思う。――この世界は、確かにそうできている」

　火ノ見の断言に、対面に座る舞は怪け訝げんな表情を変えない。

「――踏みつけにすると言っても、悪いことばかりとは限らないだろう。自発的慈善活動ボランテイアだって、経済的観点から見れば無償かもしれないが、行為者の観点から見れば、他者の不幸を踏み台にして自己充足という報ほう酬しゆうを得ている」

「そういう見方は……おかしいと思うけど」

「おかしかろうがおかしくなかろうがそれが事実だ。第一そのことは一般的に見れば良いことなはずだ。助けられる人間は嬉うれしい、助ける人間も喜ばしい、世間的にも好ましい」

「それでも、そういう見方をすること自体が変だわ」

　あくまでも譲ろうとしない舞に、首を傾かしげる火ノ見は、自身もまた頑がんとして持論を曲げようとしていないことには気づけない。

「……だったら、ヒノミはなぜ私の行動を止めた？　その考えに従うのなら、他ほかの『憑ひよう依い者しや』や『被憑依者』がどうなろうと関係ないはずだろう」

「わかっているようでわかっていないな」

　ため息一つ吐つき、火ノ見は挑むように細められた紅べに色いろの瞳ひとみを悠ゆう々ゆうと見返す。

「関係ないわけじゃない。僕は十年来の知人である舞が死ぬのを見たくないし、知らない他人でも結果として自分が殺すのはそれなりに不快だ。僕はそのエゴに基もとづいて、おまえの邪魔をしたまでだ」

「だが――」

「だから、僕の願いをおまえの受じゆ肉にくにするのも僕のエゴだ」

「は!?」

「王女派を勝利に導けば功こう労ろう者しやには願いが一つ叶かなえられる――そうだな、セレネ」

　話を振られたセレネは、表情一つ変えずにうなずいた。

「だったら、王子のみを狙ねらい打つよう行動して、最悪舞まいの願いで王子の『被ひ憑ひよう依い者しや』を救えば、誰だれにも何の被害も出ないはずだ」

　言いつつ、先ほどまで異論を唱えていた舞を見やる。

「私はそれでいいけど……でも」

「い、いいのかヒノミっ！」

　勢いこんで近づいてきたテュエッラに、火ひノの見みは眉まゆをしかめる。

「それ以外、僕たちが穏おん当とうに解放される手段が考えつかないからな」

　嫌々言ったつもりの言葉は、そのとおりに受け取られなかった。

「恩に着るっ!!」

　叫んだテュエッラは、感かん極きわまった笑顔でいきなり抱きついてきて――火ノ見をすり抜け、背後の机にダイブする。

「……馬ば鹿か姫」

　ぼそり呟つぶやいた火ノ見は、机に埋まった少女の下半身を一いち瞥べつし、薄くため息をつくと、

「ちょっと待って！」

　突とつ如じよ張りあげられた声に、驚きつつ振り返る。

「あ……ご、ごめん」

　反射的に謝った舞は、まだ乾ききっていない黒の艶つや髪かみを揺らして、火ノ見を見つめ返してきた。

「その方針には、私も基本的に賛成なんだけど……」

　いったんそこで言葉を切った舞は、斜はす向むかいのセレネをちらりと見やる。

「私たちが普通に協力したら、人質に取られているセレネの弟が危険に晒さらされるわ」

　凛りんとした強い口調。学校では見ることがない、どこか懐なつかしさを感じさせる幼なじみの言葉に、火ノ見は計画の穴を思い知った。

「そうか。確かにそれは失念して――」

「ふん、『憑依者』がこの世界タルタロスの『縁イデア』を切られたところで、幻想世界エリユシオンに送還されるだけの話だろう」

　不ふ機き嫌げんそうにぼやいたのは、いつの間にかこちらに向きなおっていたテュエッラだった。

「……この世界で倒されても死ぬわけじゃないのか？」

「基本的には幻想世界向こうで数日間昏こん倒とうするぐらいだ。たぶんな」

　火ノ見の確認にもそっけなく言葉を投げ返すだけ。憮ぶ然ぜんとした態度を崩さないテュエッラに、すかさず舞が異を唱える。

「ダメよ。たぶんってことは、確定事項じゃないわけよね？　だからセレネは嘘うそをついてまで弟さんを助けようとしたわけだし、それを知った以上は捨て置くことなんてできない」

　毅き然ぜんとした態度で言い切る舞まいに、テュエッラのほうが言葉を失う。

「お前……、自分が騙だまされていたことは、わかっているよな……？」

「ええ。そこまでしなければならなかったセレネの心情まで含めてね」

　鋭くなるテュエッラの眼まな差ざしに、舞は一歩も退ひかない。

「舞……」

　テュエッラと言い合う舞の姿に、これまでほとんど表情を動かすことのなかったセレネが小さく声をもらし、一度目を閉じてからゆっくりと首を横に振る。

「……いい。弟が、敵の手に落ちたこと――それは、セレネたち姉きよう弟だいの、失態。その時点で、覚悟を、決めるべきだった」

「ダメだってば。弟さんが捕まっちゃったことはセレネのせいじゃないでしょう？」

「違う。失態は、失態。セレネは、」

「だからそうやってなんでもかんでも失態の一言で済ませていたら――」

　奇妙な言い争いに、火ひノの見みが口を挟もうとしたところで、机き上じようのテュエッラが忌いま々いましげに声を発した。

「お前たちは馬ば鹿かなのか？　どうして奪い返そうという発想が出てこない」

　簡かん潔けつな言葉に、セレネはぱちぱちとまばたきを多くして、渋じゆう面めんすら美しく見えるテュエッラに向きなおる。

「裏切り者の家族がどうなろうと私には関係ないが、火ノ見の手前、女――マイには協力してもらう必要がある。その要求が人質解放であるのならば……仕方ないだろう」

　そっぽを向くテュエッラからは、気を許した様子は見受けられない。それでも、セレネに対しての態度は、先ほどまでの明確な拒絶と比べれば軟化していた。

「おまえ……ごくまれにいいこと言うな」

「お前は常に失礼なことを言うなっ！」

　譲歩を評価した火ノ見の言葉にムキになる姿は相変わらずだったけれど、指をつきつける大げさなアクションは照れ隠しにしか見えなかった。

「……姫様、ありがとう」

　素直に感謝の言葉を述べたセレネは、菫すみれ色いろの短い髪を揺らし、『ナイト』のクラスに相応ふさわしい丁てい重ちようなお辞じ儀ぎをする。

「ふん……まったくだ」

　その様を見ないようにするテュエッラは、そっぽを向いて腕を組み、

「ありがとう、テュエ」

　軽く声をかけてきた舞に目を剥むいた。

「テュエ!?　お、おま、王族に対してその気軽さは――」

「ありがとうテュエ」

　すかさず真ま似ねする火ノ見に眦まなじりをつりあげ、

「ヒノミ貴様、いつからそんなキャラになったっ!?」

「キャラとか言うな気持ち悪い」

　すげなく切り捨てられて頭をかきむしる。

「だーもうっっ、なんなんだお前たちはぁぁっっ!!」

　悲痛な叫びは、残念ながら三人の耳にしか届かず、そして三人は三人とも揃そろって聞いていなかった。



　　　２



「おい、アホヒノミ」

「なんだ馬ば鹿か姫」

「な――私に向かって馬鹿などと」

「いいからさっさと用件を言え」

　鷺さぎ浦うら家のマンションを出て数分。真夜中の静かな住宅地に、火ひノの見みの応答はそっけない。

「……どうしてあんなことを受け入れた？」

「あんなこと？　おまえのことをテュエって呼んだことか？」

「違うわボケナスっ！　っていうか呼ぶなっ！」

　両手を星空に突きあげたテュエッラは、街灯に煌きらめく金髪を翻ひるがえして、びしりと背後を指さす。

「帰宅するだけなのに、あいつらの同行を許可したことだよ！」

「――その言い方はないんじゃないの？」

　不満げな声を出したのは、火ノ見の数歩後ろをついてきていた舞まいだった。闇やみにまぎれる黒髪をそよがせて、腕を組む。

「せっかく護衛についてあげているのに」

「なんだその上から目線っ、護衛など必要ないと言っただろう！」

「『憑ひよう依い率りつ』が低くて、うまく能力も使えないのに？」

「う……っ」

　言葉に詰まったテュエッラは、気け圧おされるように後退しながら、やけくそのように言い放つ。

「う、うるさいっ！　それでもこんな短い距離をついてこられるよりはマシだ！」

「無む茶ちや苦く茶ちやね……セレネの苦労もうかがい知れるわ」

　言いながら傍かたわらを浮遊する『ナイト』を見やった舞に、セレネは首しゆ肯こうを一つ返す。

「まぁテュエッラの無茶苦茶はどうでもいいが」

　さらりと自身の『憑依者』を切り捨てて、火ノ見はその実、背中越しに同じことを言う。

「夜中とは言え、近い距離ですぐに人目につく場所だ。わざわざついてこなくても」

「ダメよっ」

　途中で遮さえぎった声は、少しボリュームが大きかった。

　舞まい本人にも自覚があったらしく、はっとした表情で口を噤つぐむと、あらためてゆっくり話す。

「セレネの弟、ヘリオスを捕らえたのは、王子派『ルーク』と『ビショップ』の二人組。ということは、すでに王子派には一定の戦力が揃そろっていると考えられる。その上その『ビショップ』には一定の空間を人から認識されないようにする能力――『隔離結界インビジブル』があるのよね？　少しの距離でも十分危険はあるわ」

　先ほど部屋でセレネから語られた話をすらすらと並び立ててみせた舞は、落ち着き払った表情とは裏うら腹はらにやたらと早口だった。

「そして、旗はた頭がしらであるテュエを危険に晒さらさないことは、王女派の『ナイト』であるあたしたちからすれば当然のこと――ね、セレネ」

「……そう、言えないことも、ない」

　微妙なセリフと共にうなずいたセレネに、舞のうなずきが重なる。

「……そうか」

　火ひノの見みはそれだけ口にして再び前を向くと、街灯の光を頼りにゆっくりと歩き出す。

　すでに日付の変わっている時間帯、人の姿はない。

　こんな時間に外を出歩いたことはないのに、火ノ見はなぜか懐なつかしさを覚えていた。

「――久し振り、よね」

　吹いた風に長い髪を押さえて、舞は目を細めながら、どこか照れくさそうに続ける。

「こうやって二人きりで歩くのは」

「……そうだったか？」

「そうよ。今年はクラスも同じなのに全然接点なかったしね。……まぁ、あたしが……なんていうか、そういう機会を作ろうとしなかったっていうのもあるけど……」

「別に僕は気にしていない。『鷺さぎ浦うら舞』のイメージを壊すのもよくないからな」

「え」

　意外そうな、心底驚いたような表情で、まばたき多く舞が尋ねてくる。

「……気づいてたの？　その、あたしが火ノ見を――意図的に避けてたって」

「見ていればわかることだろ」

　まじまじとこちらを見やってくる舞は、学園のアイドルらしからぬ呆ほうけた顔をしていた。

　なんとなく気き詰づまりな沈黙に、火ノ見のほうから視線をそらすと、幼なじみはどこか困ったように笑う。

「そっか……気づいてたんだ」

　悲しげなようでいて嬉うれしそうでもある、複雑な感情が渦巻く小さな呟つぶやきを聞き流して、火ノ見は過去に思いを巡らせる。

　あらためて言われてみると、こうして舞と二人で並んで歩くというのは、十年同じ学校に通っていながら一度もなかったかもしれない。

　それはだから、必然的に十年以上前の記憶に遡さかのぼる必要があって――

「って私たちの存在は無視かっっ!!」

　叫んだテュエッラがわざわざ前に回り込み、柔らかそうな頬ほおをぷくっと膨らませた。

「これだから現象世界人ウーシアは……なんでも肉体を前提にする愚かしさを考えてもみろ！」

「まぁそう言ってるお前は受じゆ肉にくを目指してるわけだけどな」

「う……だ、だからそれは、『標ひよう失しつ』の危機から逃れるためで……べ、別に肉体を手に入れたついでに、こちらのいろんな娯楽施設で遊ぼうだなんて考えていないぞっ？」

「どっちが愚かしいと思う？　舞まい」

「あ、そこであたしに振っちゃうんだ。一応、本音と建て前の二パターンがあるけどね」

「んな――マイお前、それはどういう意味だっ！」

「その答えにも本音と建て前、二通りありますけど」

「むぐ……っ、ううう、もーっ!!」

「あははは」

　澄んだ夜空に絶叫を響かせる王女を見て、幼なじみがあけっぴろげに笑う。

　その笑顔は、普段教室で見るものよりも――いや、これまでの十年間、火ひノの見みが目にしたものの中でも、一ひと際きわ自然に見えた。

　遠かった距離が近づいたような錯覚。元々近かった距離に戻った幻想。

　それは、幻想を冠する世界からの来訪者によってもたらされたもので――

「――待つ」

　そのもう一人の来訪者が、柊ひいらぎ家に着いたところで声をかけてきた。

「最後に、作戦の、確認」

「作戦……ヘリオス奪還計画のことか？」

　火ノ見の確認に、セレネは顎あごを引いて真しん摯しな眼まな差ざしを向けてくる。

　実の弟を人質に取られ、今もその命が握られている状況に、姉であり、一時は弟のために裏切りまでやってのけた彼女が心を砕くのは、当然のことだ。

「なんだ、あれだけ話しこんでまだ心配なのか？　つくづく『ナイト』の器うつわが合わないな」

　呆あきれるようなテュエッラの言葉を無視して、火ノ見は少し前に取り決めたことを、一つ一つ確認するように口に出していく。

「僕たちの当面の目標はヘリオスの奪還だ。そしてそのために、ヘリオスを捕らえたと思われる王子派の『ビショップ』と『ルーク』を舞たちに誘おびきだしてもらう」

　裏切り者セレネが、なぜ王女を討ち取らず、かつ送還されていないのか。王子派の彼らは確認しなければならない。

「もちろん向こうも、セレネの裏切りの裏切りは警戒しているだろう。だからこそ、今一度脅すために、あるいは見せしめに送還するために、その場にヘリオスを連れてくる」

「そこを私たちが急襲して一気に叩たたく！　簡単なことだな」

　ふん、と鼻を鳴らして腕を組む王女に、火ノ見はうなずかない。

「叩くと言っても倒すわけじゃない。わかってるよな？」

　虚きよを突かれたように二度またたきをしたテュエッラは。

「――と、当然だ」

「……もう一度説明する必要を切に感じた」

　同時に、セレネがわざわざ作戦の確認をした理由もわかった。

「あ、こ、こらヒノミ、お前のその表情っ、今私のことを馬ば鹿かにしただろっ？」

「正直馬鹿にするなというほうが無理な話だった。すまん」

「なんで謝る!?」

「おまえの馬鹿さ加減を浅く見積もりすぎていた。完全に僕の失態だ」

「ふん、そうだ、ヒノミお前の失態――ってそんなわけあるかぁぁっっ!!」

　リボンを揺らして叫んだテュエッラに、火ひノの見みは真顔で人差し指を突きつける。

「僕たちがすべきことは、舞まいたちが『ビショップ』と『ルーク』を引きつけている間に、ヘリオス――正確にはヘリオスの『被ひ憑ひよう依い者しや』を『超速移動ハイエンド』で奪って逃げることだ。言っただろう、目標はあくまでヘリオスの奪還だと」

「……ハ、『超速移動ハイエンド』が使えれば『ビショップ』や『ルーク』の一人や二人ぐらい――」

「ちゃんと使えればな」

「あう…………ってヒノミっ、それこそお前の問題だろっ？」

「責せき任にん転てん嫁かか。これだから馬鹿姫は」

「ば、くっ、憑依率が上がらないのはヒノミが私を信じないからで……！」

「信じられたいなら、信じさせるような行動を取れ」

「だー、かー、らっ！」

「ま、まぁまぁ」

　埒らちのあかない会話に割り入った舞が、物理的にも火ノ見とテュエッラの間に立つ。

「まだ安定していない『超速移動』でも、助け出すことにだけ集中すればって話になったんでしょう？　そこで憑依率を上げられれば一石二鳥になるじゃない。ね？」

　取りなすような舞の言葉を受け、不服そうに唇を突き出すテュエッラは、いったん開きかけた口を閉じると、機き嫌げんを損ねた子猫のようにそっぽを向いた。

「ふん……まぁ、王女ヘ派『リルーオク』スを助ければ、『ナイト』と合わせて安定した戦力になるし、王子派を駆く逐ちくしていくのはその後でも十分間に合うからな」

　なぜか言い訳がましくそう呟つぶやいたテュエッラは、ちらりと短髪の『ナイト』を見やって。

（気遣っているつもり……なのか？）

　不器用すぎる心遣い。遠回しな思いやり。

　あまりにあからさますぎて――ばればれだった。

「むっ、その笑みはなんだヒノミっ、その笑みは！」

「え……？　火ノ見の笑顔？」

　舞がこちらを見る前に、頬ほおを引き締めた火ノ見は、無理やり話を断ち切るようにして、セレネに向きなおる。

「ともあれ、作戦の決行は明日以降、敵との接触を待ってからだ。ヘリオスの奪還が成功し次し第だい、残りの仲間である王女派の『ビショップ』を探す。今のところ居場所はわからないが、少なくとも雛ひな形がた市内にはいるはず――でいいんだな？」

　首しゆ肯こうするセレネは、小さく口を開く。

「過去の『王おう位い争そう奪だつ戦せん』では、現象世界タルタロスへの移動――降こう界かい可能な場所は、一つの街の範囲内。契約の完了は、最も早い者から、最も遅い者の差が、おおよそ一週間」

「つまり――すでに他ほかの『憑ひよう依い者しや』と戦闘を交まじえている可能性もあるということか」

　ならば、一刻も早く『ビショップ』と合流しなければならない。そう続けようとした火ひノの見みに、テュエッラが口を挟んだ。

「それはどうだろうな。王女派の『ビショップ』が誰だれになったのかはわからないが、『ルーク』や『ナイト』と違い、『ビショップ』には直接的な戦闘力と無関係な人間が選ばれる。まず単独で戦おうとは思わないだろう」

「――選ばれたのが、カタロスだったら、別」

「ん？　カタロスって――あー、あの好戦的な頭でっかちか……。そうか、能力だけで言ったら十分選ばれている可能性があるな……」

　セレネの注を受け、ため息混じりに言うテュエッラは、らしくなくアンニュイな表情を見せて、口元に拳こぶしを当てる。

「こう考えてみると、私の家臣はみなどこかしら足りない気がするな……なぜだ？」

「頂点に立つのがおまえだからだろ」

「んなっ――ヒノミっ!!」

　ばっさり切り捨てた火ノ見に、食いかかってくるテュエッラ。いつもどおりのやりとりが再び繰り広げられそうになったところで、苦笑を浮かべる舞まいが一歩退ひいた。

「それじゃ、あたしたちはこの辺で。また明日……ってもう今日ね。数時間後に学校で会いましょう」

　軽く片手を上げる舞に、火ノ見は玄関扉にかけていた手を離して向きなおる。

「いや、朝になったらこちらから舞の家に出向かせてもらう」

「え？」

「リスクを減らすためにはなるべく一緒にいたほうがいい」

「……あ、ああ、うん……そういうことね。わかった。待ってる」

　なぜか神しん妙みように呟つぶやいた幼なじみに、火ノ見が首を傾かしげると、すぐに舞は踵きびすを返した。

　一歩二歩とアスファルトを踏みしめるように歩んでいく彼女は、三歩目で顔だけ振り向けて、

「おやすみ」

　口元だけの儚はかなげな微笑。

　見覚えのある、あまりに懐なつかしいその表情が――不意に火ノ見の身体からだを動かした。

「え――おい、ヒノミ？」

　戸と惑まどうテュエッラの声を背中に、驚きに目を見開く舞まいの顔を正面に。

　街灯に照らされる幼なじみの横に並び立った火ひノの見みは、

「――そこの角まで送る」

　そう宣言すると、舞の顔を見ずに、舞の了承を得ずに勝手に歩き出した。

「え……、え？　……火ノ見？」

「行かないのか？」

「――……行く」

　呆ぼう然ぜんと返事を返す舞が追いつくのを待って、ゆったりと歩く。

　一つ目の四つ角まで、距離にして十数メートル。

　ほんの十数歩の距離を、十年分の時間に変えて。

　空を見あげる火ノ見は、彼女と遊んだ幼稚園のころのことを思い返していた。

　幼稚園のとき。何かにつけてお姉さんぶろうとしていた舞。空手と剣道を習っていた彼女に、火ノ見はよく泣かされ、その度に妹のひーこに慰なぐさめられた。

　ひーこ。柊ひいらぎ火ひ魅み子こ――。

「――火ノ見？」

　服の袖そでをちょこんと引っ張られて、四つ角を通り過ぎそうになっていたことに気づかされる。

「見送りの意味、あんまりなかったね」

　街灯の真下、舞は後ろ手に組んで表情を綻ほころばせる。

　柔らかな光に照らし出される、陰いん影えいの鮮やかな笑顔。

　思わず見入ってしまった火ノ見が、我に返って口を開こうとしたそのとき。

「あれ？」

　目をまたたかせた舞が、不意に火ノ見の背後へと視線を向ける。

　彼女の視線を追うように左折路へと振り返った火ノ見は、五メートルほど離れたそこに、ぼんやりと立ち尽くす人の姿を確認した。
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　月明かりの自然光と街灯の人為光。

　相あい反はんする光に照らし出されたのは、ノースリーブのシャツにタイトな黒のショートパンツ、すらりと長い足先にブーツを履いた長身の少女だった。

　光の加減のせいか、肩口までのまっすぐな髪が赤く見える彼女は、切れ長の瞳ひとみになんの感情も浮かべておらず、だらりと下げた手足同様、虚脱状態にあるように思われて。

「――榛はしばみ桐きり子こ先輩？」

　火ノ見の背後から一歩を踏み出した舞が、気遣わしげな、よそ行きの声を出す。

「……知り合いか？」

　火ひノの見みが抱いだいた疑問は、小声の補足に解消された。

「壮そう行こう会かいで見たことあるでしょう？　弓道部のエースで、全国に何回も出てる先輩。ここ最近連絡が取れないってサチに聞いていたんだけど……」

　そう早口に呟つぶやいた舞まいは少女に向きなおり、自分の胸に手を当てる。

「あの、私同じ学校の」

「二年Ａ組鷺さぎ浦うら舞」

　ハスキーな声は、すぐ目の前の彼女から発されたものだった。

「うちの高校であんたを知らない人間はいないんじゃないかい？　学園のアイドルさん」

「……いえ。全国大会に何度も出場されて、好成績を収められている先輩には遠く及びませんわ」

「そんなことで張り合うつもりはないけど、まぁ褒め言葉として受け取っておくよ」

　ゆっくりと笑みの形を作る唇に、肩をすくめる動作。長い手足の彼女は、飄ひよう々ひようとした仕し草ぐさがひどく似合っていた。

　だが、そんなことに感心できるのは、日中――なんの気兼ねもない状況であればの話だ。

「あんたはこんなところで何をしてたんだ」

　低く尋ねかけた火ノ見に、舞の身体からだがわずかに強こわばる。もしかすると、舞もその問いをいつ口にすべきか迷っていたのかもしれない。

　直球の問いを投げられた榛はしばみ桐きり子こは、少しも動じることなく、むしろ笑みを深めてみせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「待っていたのさ」

「……待っていた？」

　火ひノの見みの言葉に、ゆっくりうなずく彼女は右手を小さくあげる。

　それが合図だったかのように、短髪痩そう身しんの鎧よろい姿の少年が彼女の後ろから現れた。

「――ヘリオス」

　舞まいの傍かたわらに控えていたセレネがあげた声に、短髪の少年――ヘリオスは、どこか虚うつろな表情のまま、何のリアクションも示さない。

「あ……榛はしばみ先輩が、王女派『ルーク』の『被ひ憑ひよう依い者しや』？」

　呟つぶやいた舞の声には戸と惑まどいと安あん堵どが半々に混じる。

「じゃあ、待っていたって、王女派の仲間である私たちを――」

「それは違うね」

　ぴりぴりと肌を粟あわ立だたせる、不可思議な重さをまとった声が、またたきを繰り返す舞の口を閉じさせる。

「わたしに仲間はいない」

「……え？」

「待っていたのは、確かに王女あ派『ナんイトた』だ――でも」

　浮かべた笑みを酷こく薄はくにする彼女は。

「それは王子派『ビショップ』『ルーク』『ナイト』、そして王女派『ビショップ』を倒した今、残っているのが王女派『ナイト』だけだからって理由にすぎないね」

　衝撃的な。あまりに非現実的なセリフを、さらりと口にして。

「――――ヒノミぃっっ!!」

　聞き慣れた声の、聞き慣れない絶叫。

　火ノ見が次に感じたのは、有無もなく肉体が持っていかれる――覚えのある感覚だった。
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《間違いない！　あれは『狂きよう者しや』だっ!!》

　頭ず中ちゆうに響く声に、住宅街の屋根上を走る火ノ見は、二重の意味で尋ねかける。

「――どういうことだ」

《聞いただろうっ、王女派にもかかわらず、同じ王女派を襲う――あれはもはや『王おう位い争そう奪だつ戦せん』のルールに則のつとって動く存在じゃない！》

「……？　なんでそんなことを」

《『憑依者』を送還すればその力を手に入れられるからに決まっているっ！》

　ぎりっと歯を軋きしませるような音をもらして、テュエッラは続ける。

《稀まれに現れるんだよ……力にあてられ、敵味方関係なく襲いかかる戦闘狂が！　――くっ、すでに王子派『ビショップ』『ルーク』『ナイト』に、王女派『ビショップ』まで倒しただと？　――そんな化け物相手にどうやって戦えというのだ！》

　苦渋の滲にじんだ『声』が、耳じ朶だを叩たたく現実の声と一致した。

『強制同どう体たい』の解けた火ひノの見みの身体からだは、月明かりが照らす屋根の上で足を止め、目前で浮遊する『クイーン』が金色の髪を翻ひるがえすのを目まの当たりにする。

「とにかく今回ばかりは相手が悪すぎる！　奴やつらがいつ追ってくるとも知れん、今のうちに離れられるだけ離れるぞっ」

　紅あかい瞳ひとみに焦しよう燥そうを走らせ、必死にまくしたてるテュエッラに――けれど、火ノ見は表情を変えない。伸ばされた細い手が、『同体』を促すものだと知った上でなお、その場から動こうとしなかった。

「……おまえが『超速移動ハイエンド』を使用して、ここまで逃げた理由はわかった」

『狂きよう者しや』なる存在。すでに四人もの『憑ひよう依い者しや』を送還し、絶大な『縁イデア』と全クラスの力を手に入れた破壊者。

　そんなとてつもない相手を前に、いち早く『強制同体』を発動させ、戦闘の離脱を決断したのは好判断と言えなくもない。

　――あの場に火ノ見たちしかいなかったのなら。

「だが、舞まいたちはどうなる」

　眉まゆを寄せたテュエッラは、少しだけ後悔するような顔で目をそらした。

「あいつらはあいつらで――うまく逃げ出すんじゃないのか」

「本当にそう思うのか？」

「…………何が、言いたい」

「わかってるだろ」

　念を押すように低く言う火ノ見に、テュエッラは大きな身振りとともに声を出す。

「わかりたくないっ！　ヒノミ、おまえはわかっているのかっ!?　私たちは『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で勝つために戦っていて、そのためには――」

「違うな」

　強くもなく弱くもない、静かな声が、テュエッラの動きを止める。

「僕は僕のためだけに、僕が納得できる仕方で戦っている。そこに『王位争奪戦』の勝利があって――同じように鷺さぎ浦うら舞の無事がある」

　舞を助けたいのは、あくまで自分のため。はっきりとそう言い切る火ノ見を予想していたのか、端たん麗れいな顔に苦にが々にがしいものを含ませたテュエッラは、強こわばらせていた身体から力を抜くようにして小さなため息をつくと。

「……どうせ私が何を言ったって聞かないんだろう？」

「それこそ聞くまでもないな」

「うぅぅぅ……っ」

　癖くせのある金髪を抱えこみ、絞り出すように続ける。

「駆けつけたところで手遅れかもしれないんだぞっ」

「そのときはそのときだ。駆けつけた上で手遅れなら納得する」

「お前それ、ただの自己満足だってわかってるか……？」

「最初からそれ以外言ってるつもりがない」

「――だぁっ、もうっ！　わかったよっ!!　行けばいいんだろ行けば！」

　ヒステリックに中空で地じ団だん駄だを踏むテュエッラは、その子供っぽい仕し草ぐさに反して、夜や陰いんに踊る黄こ金がね色の髪や、月明かりに映える裸の細い肩がこの上なく艶あでやかで、火ひノの見みは意図的にその姿から目をそらすと、深く息を吸って声を出す。

「わかったら――さっさと『同どう体たい』しろ馬ば鹿か姫」

「馬鹿姫言うなっ、アホヒノミっっ!!」

　夜空に浮かぶ二つのシルエットは、次の瞬間一つになった。
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　――シャレにならない。

　電柱に身を隠す舞まいは、そんな感想を切実に抱いだく。

　気配だけで背後に現れた敵を感知し、『ナイト』の力で具現化した刀を振り向きざまに叩たたきつけようと試みるが、その一撃はあっさりと『狂きよう者しや』の片手に受け止められた。

「はぁっ！」

　掴つかまれた刀を支点にした、右足での鋭い回まわし蹴げり。昔取った杵きね柄づかで顔面を狙ねらった一いつ蹴しゆうは――しかし、桐きり子この右手に軽く弾はじかれた。

「っ」

　舌打ちとともに左手の刀を消しさり、即座に反転。全力で逃げる舞は、焦しよう燥そうに顔を歪ゆがめる。

　近接戦闘のエキスパートは『ナイト自分たち』で、『ルーク相手』は遠距離からの攻撃に秀ひいでる反面、格闘を不得意とするはずなのに――

「なんで……なんでこんなに強いのよっ」

『超速移動ハイエンド』で離脱した火ノ見たちと裏うら腹はらに、舞たちには襲い来る彼女と戦う以外の選択肢がなかった。

《どうして、ヘリオスが……》

　頭ず中ちゆうで呟つぶやくセレネは、先ほどまで何度も『憑依者ヘリオス』に声をかけていた。どうやって拘束から逃れたのか、なぜ自分たちを襲うのかと。

　それに対する答えは――有無もない一方的な攻撃。

　クラスによる適性など完全に無視した、絶対的な力。

「――『同体』時の強さは、想おもいの強さだと言ったはずだけどね」

　進行方向に突とつ如じよ現れたラフな格好の少女。

　制動が間に合わないと悟るや否いなや、舞は瞬時に刀を手にし、

「七しち宝ほうが一の閃せん――『玻は璃り幻げん閃せん』！」

　起コ動ー言ドを叫びながら縦に振りおろす。

　走り続ける舞まいの前に生じた不可視の刃は、そのまま一直線に桐きり子こへと突き進んで――桐子が具現化した斧の一いつ閃せんによって横一文字に切り払われた。

「な――斧おのっ!?」

「わたしたちが何をどれだけ倒してきたのか、聞いていなかったのかい？」

　街灯と月を背に、『ナイト』の武器を手にした桐子が酷こく薄はくに笑む。

『ルーク』『ナイト』『ビショップ』の全能力を持つ最強の『被ひ憑ひよう依い者しや』は――圧倒的に強すぎた。

　いや、もしかしたらそんな肩書きも関係ないのかもしれない。

　クラスによる能力差、特異性。そんなものは初めから歯し牙がにかけていない。作戦も戦術もなく、ただ純粋な力だけが――想おもいの力だけがすべてを制す。

　そう語った言葉どおりに、榛はしばみ桐子は本来の『ルーク』の力を発揮せずに舞を完かん膚ぷ無なきまでにたたきのめした。

「お、やっとおとなしくなったね。よかったよかった」

　快活に笑む少女は切れ長の瞳ひとみを細めて、地に伏せる舞を悠ゆう々ゆうと見おろす。

「な……なぜ、なぜあなたは――」

「こんなことをするのか、かい？　そりゃあここまでしなけりゃならなかったからとしか答えようがないね」

　低く沈む声。

　一瞬前の笑顔が嘘うそのような、戦せん慄りつすら感じさせる冷たい声が言葉を紡つむぐ。

「わたしの願いは、ただ王女派を勝利に導くだけじゃ叶かなわないんだ。それだけじゃ――弟は生き返らない。だから倒せる限りの、敵も味方も関係なく、集められるだけの『縁イデア』を吸収して、その望みをつなぐ……つないでみせる」

　飄ひよう々ひようと戦う姿からは想像できない、熱意を孕はらんだ想いの吐露。

《……『縁イデア』が、願いに、影響する？　そんな話――『王おう位い争そう奪だつ戦せん』には、存在しない》

　戸と惑まどうセレネの声に、舞は我に返る。

「それに、望みをつなぐって、『縁』を集めたところで結局は願いが叶う確証はないってことなんじゃ……」

「それでもっ！」

　荒げられる声が、舞の身体からだをびくりと震わせた。

「……それでも、何もしないで諦あきらめるよりはましだと、わたしは考えているけどね」

　頬ほおを弛ゆるめた桐子は、鈍く輝く『ナイト』の武器を頭の上まで持ちあげると、

「さて。冥めい土どの土産じゃないけど、これぐらい話せば満足してくれただろ？　悪いけど――逝ってもらうから」

　物騒な、けれど事実でもある言葉を呟つぶやき、容赦なくその手を振りおろしてくる。

（やられる――っ）

　ぎゅっと目を閉じた舞まいは、明白な敗北を覚悟して――その覚悟は無駄に終わった。

「…………？」

　いつまで経たっても訪れない必殺の衝撃。

　うっすらと目を開けた舞が見たのは、手を振りおろした格好のまま固まる榛はしばみ桐きり子こと、アスファルトの上を転がる斧おの。

　そして。

「…………火ひノの見み？」



　　　◆◇



　――間一髪だった。

　痺しびれる右足に蹴けり飛とばした斧の感覚を得て、火ノ見は呆ぼう然ぜんとこちらを見あげてくる舞が意識を保っていることに胸をなでおろし、彼女の上に乗る背高の少女を睨にらみやる。

　鋭い眼まな差ざしを返してきた桐子は、左手で髪をかきあげると唇に笑みを刻んだ。

「……へぇ、戻ってきちゃったんだね」

　浮かべられた不敵な笑顔に、テュエッラがうめくように呟つぶやく。

《これでもう引けなくなったぞ……っ》

　境界線を踏み越える決定的な一歩。もはや戦う以外の選択肢がない状況に、けれど数歩先の桐子はひらひらと左手を振った。

「ああ、違う違う。本当にただ感心しただけで『クイーン王女様』と戦う気はないよ」

「……？　どういう意味だ」

　訝いぶかしむ火ノ見に、なぜか変にニヤついた笑顔を見せてきた彼女は。

「王女派のわたしたちが旗はた頭がしらの王女様を倒しちまったら、願いが叶かなわないじゃないか」

　左手を広げながら、しれっと言いのける。

「だから――わたしが倒すのは王女派の『ナイト』だけ」

　言こと葉ば尻じりに冷れい笑しようを添えた桐子は、握りしめた左手を躊ちゆう躇ちよなく下に――舞の鳩尾みぞおちへと落とす。

　予備動作なしの一突き。

　意識を奪うための、一撃。

　鷺さぎ浦うら舞の『縁イデア』を断ち切る凶きよう撃げき――。

　認識すると同時に、火ノ見の身体からだは動いていた。

　風の『縁』を読み込むイメージとはどんなものか――そんな思考は軒並みぶっちぎって、桐子の拳こぶしを両手で受け止める。

「……！」

　眼前で目を見開く『狂きよう者しや』同様、火ノ見もまた驚きを隠せなかった。

　思考を超えた意志。確かに残る能力発動の感覚に、けれど感かん慨がいに耽ふけるまでの余裕はない。

　舞『ナイト』のものとは比較にならない膂りよ力りよくが、埋め合わせがたい圧倒的な『縁イデア』の差を知らしめて、火ひノの見みは手を震わせながら平静を装よそおって告げる。

「だったら――僕たちはそれを全力で止めるだけだ」

　近距離での睨にらみ合いは一瞬。動いたのは、火ノ見でも桐きり子こでもなく、舞まいだった。

『狂きよう者しや』の拘束から逃れるべく、一息で身を起こす。

「むっ」

　それを止めようと素早く動いた桐子の右手は、間かん髪ぱつ入れず火ノ見の足が蹴けりつけた。

「――っ」

　体勢を崩す『狂者』に、舞の脱出を阻はばむ術すべはない。

　すかさず後退した火ノ見と入れ違うように、刀を顕けん現げんさせた舞が腰だめにした一刀を振るう。

「『玻は璃り幻げん閃せん』！」

　起コ動ー言ドと共に放たれた舞の一いつ閃せんは、虚きよを突く形で桐子へと襲いかかり――彼女がかざした左手の前にかき消えた。

《な――今のはっ》

　声をあげたテュエッラの後を、セレネが継ぐ。

《『ビショップカタロス』の、『寓話拒絶フエイブルキヤンセラー』》

《それが幻想に属するものである限り、あらゆる攻撃を打ち消す……くっ、本当にカタロスは倒されていたのか……！》

　テュエッラがもらす悔しそうな声に、火ノ見は鋭く目を細める。

『ナイト』を凌りよう駕がする近接戦闘力に、『ルーク』の遠距離射撃。そしてそれらをフォローする『ビショップ』の『寓話拒絶』。

　どこをとっても隙すきのない『狂者』を相手に、いかにして戦えばいいのか。

　いや、そもそも戦いになりうるのか――？

「さて、と」

　左手を軽く振って、巨大な弓を出現させた桐子は、虚こ空くうから取り出した異様に長い三本の矢をつがえ、笑みを浮かべる。

「今度こそ――一気に決めさせてもらおうか」

　舌打ちしたくなるような絶望的状況。

　照しよう準じゆんをつける敵の姿に、火ノ見が背後の舞を護まもろうと構えた――そのときだった。



「おねえちゃん」



　唐とう突とつな第三者の声。非日常に潜り込む日常の亀き裂れつが、この場にいた全員の動きを強制的に止めて、声のした方へと振り向かせる。

　寝静まる家々を背景に佇たたずむ小さなシルエット。

　だぼだぼの衣服を着こんだその人物は、街灯の光がぎりぎり届かない場所ゆえに、目をこらしてみても表情まではわからない。声から察するに、小中学生の男子だろうか。

「――透とおる」

　呟つぶやいたのは、巨大な弓矢を手にした桐きり子こで。

「どうして、ここに……」

　口にされた言葉には、かすかに咎とがめる色が含まれていた。

「ごめんなさい……あの、ぼく――」

「もういい」

　中途で遮さえぎるようにすると、桐子は首を横に振って両手の武器を音もなく消しさり、『超速移動ハイエンド』さながらの素早さで少年の元へと至る。

　人ならざる挙動に、特に驚いた様子を見せない少年は、

「……ごめんなさい」

　もう一度、今度は頭まで下げた。

「謝る必要はないさ」

　少年の頭をぽんぽんと叩たたく桐子は、苦笑してこちらに向きなおると、

「――今夜は見逃してあげるよ」

　あっさり背を向けて、堂々と歩き去っていった。



    

  
    
      


〈move 3〉

　刹せつ那なにたゆたう同どう床しよう異い夢む

　Height of Hypocrisy





　　　１



　ギシギシ軋きしむ古い階段をあがって、一番奥の角部屋。

　表札に入れた『榛はしばみ』の文字が少し汚れていることに気がついた桐子は、その部分を指先で拭ぬぐおうとして、やめた。そんなことをしだしたらきりがない。

　部屋の中に入ると、電気を点つけて狭い室内を見まわす。

　六畳一ひと間まにキッチンだけの簡素な部屋は、出かける前と何ら変わった様子がない。

　否いな、そもそも桐子がこの家に独ひとりで住み続けた三年間、変化という言葉ほどこの部屋に縁遠いものはなかった。

　三日前に彼――透とおるが転がりこんでくるまでは。

「……ごめんなさい」

　俯うつむき、声を絞り出すその仕し草ぐさは、桐子の脳のう裏りにあった弟の記憶とぴったり一致する。

　懐なつかしい――辛つらい記憶にぐっと歯を噛かみしめた桐子は、努めて明るい声を出す。

「だめじゃないか。怪け我がが治りきっていないのに出歩いたりしちゃ」

「だって――おねえちゃんが心配だったから」

　掠かすれた声で言う透とおるは、唇を噛かみしめ、両手を握りしめる。

「おねえちゃんは、元々『王おう位い争そう奪だつ戦せん』なんか関係ないのに……『契約』したのはぼくで、なのにぼくが怪け我がをして、おねえちゃんが拾ってくれて……それで、ぼくのせいで――」

　肩を震わせてしゃべる透の言うことは不ふ明めい瞭りようで、ほとんど聞き取れなくなる。

　けれど、その伝えようとしている想おもいは、込められた感情が十二分に教えてくれた。

「透」

　呟つぶやいた桐きり子こはしゃべり続ける透の両手を握り、半なかば強引にその場に座らせると、自らも透の正面に正座し、彼の顔に両手を添えて、ゆっくりと首を横に振ってみせる。

「関係なくはない。わたしは透を――キミを助けた。警察に行くべき、救急車を呼ぶべきところで、自分の部屋に連れこんだ。そして、記憶のないキミに」

「おねえちゃんの、本当の弟さんの名前をつけた。……ぼくが死んだ弟さんに似てるから」

「そうだ。勝手に押しつけたんだ」

「そんな」

「そうなんだよ。キミがどれだけ気に入ってくれたと言っても、わたしはキミに弟を――透を見ている。見ないことができない」

　揺らぐ瞳ひとみに自分の顔が映し出されて、その表情が自じ嘲ちようであることを知った桐子は、ゆっくりと目を閉じる。

「――わたしが透を死なせたにもかかわらず、な」

　榛はしばみ透。桐子の実弟は、五年前に交通事故で死んだ。

「でもそれは桐子さんが悪いわけじゃ」

「いいんだ」

　少年がフォローしようとするのを、桐子は再度、強く首を横に振ることによって拒む。

「透が自分から道路に飛び出していったとしても、その原因を作ったのは、わたしだ」

　黙もく祷とうを捧ささげるような格好で、桐子は天井を仰ぐ。

「……だからわたしは、キミを救うことを通して、透を救おうと考えている。それだけじゃなく、『王位争奪戦』で勝利者に与えられる権利――願いを叶かなえる権利で、実際に透の命を取り戻そうとすらしている」

　そこでまた視線を落とした桐子は、弟によく似た彼の顔を見やる。

「その行為がキミ自身を蔑ないがしろにしていることは、十分にわかっているつもりなんだけどね……わかっていて犯す罪。最低だな」

　苦笑とため息。桐子の吐きだしたそれらは、小さく頭かぶりを振る少年によってかき消された。

「桐子さんは――おねえちゃんはぼくを助けてくれた。記憶の曖あい昧まいなぼくを介抱して、代わりに戦いを引き受けてくれた。それだけはどんな理由があろうと、嬉うれしかったから」

　唇をぐっと噛みしめた透は、勢いこんで顔をあげ、姉の顔をまっすぐ見つめる。

「だから、自分を責めたりしないで」

　それは。その顔で、声で口にされたことは。亡き弟のことだけを考えて生きてきた桐きり子こからすれば、弟本人に言われたような錯覚を抱いだかずにはいられなくて。

「――――」

　両手を離した桐子は、顔を俯うつむかせて、長く細く息をつく。

　心配そうにこちらをうかがう彼を、わかっていても見つめることができない。

　見てしまったら――目め尻じりに溜たまった涙が零こぼれてしまうから。

「……ありがとう」

　平静を装よそおった言葉は少しだけくぐもっていて、桐子は大きく息を吐きだして顔をあげる。

「救うはずの相手に救われてちゃ世話ないね」

　おどけた口調に、皮ひ肉にくめいた笑み。上目にうかがい見てくる透とおるの頭に手を差し入れて、柔らかい髪をくしゃくしゃとかき回す。

「いずれにせよ、残り一人。王女派の『ナイト』さえ倒せば、条件は揃そろうわけだね」

　呟つぶやいた桐子に、乱れた髪を直していた透がまた心配そうな顔をして、小さくうなずいた。

「味方である王女派の『縁イデア』まで集めれば……叶かなえられる願いの器うつわは最大になるから」

　訥とつ々とつと話す透は、初めから自我のなかった『憑ひよう依い者しや』、ヘリオスからそう聞いたらしい。

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の勝利者に与えられる、願いを叶える権利。願いの大きさは、現こ象の世界に対する『縁』の量によって決まる。なぜなら、『縁』こそが願いを叶える力そのものだから――。

「敗北条件じゃなければ、『クイーン』もそこに含めたいくらいなんだけど……」

「あは、透もなかなか言うね」

「あ……ご、ごめんなさい。より多くの『縁』が必要だから」

「いやいや責めてないよ。……それに、わたしのために言ってくれたんだろう？」

　俯く少年が恥ずかしそうに首しゆ肯こうするのを見て、桐子の笑みは大きなものになる。

「ルール違反は本来主義じゃないんだけどね、場合が場合だ。躊ちゆう躇ちよなんてしていられない。――学園の男子連中には悪いが、鷺浦舞アイドルには眠り姫スリーピングビユーテイとなってもらうことにしようか」

　不敵に笑う桐子は、自身の左手を強く握りしめて、見逃した獲物の再討とう伐ばつを胸に誓った。



　　　２



「――おはよう、舞まい」

「ん……、……ん……？　ふわ……、おはよう、セレネ」

　自室で目覚めた舞は、かけられた声にあくびまじりの挨あい拶さつを返して、ベッドから降りる。

　昨夜は色々なことがありすぎて、あまりよく眠れなかった。普段は寝起きもいいのだが、睡眠時間が不足するとまったく頭が回らない。

　目をこすりこすり、パジャマのボタンを外しながら昨日起きたことをぼんやりと思い出していた舞は、ふと違和感に行き当たってその手を止める。

「あれ……？　今何時だろ」

　今日は金曜日で、当たり前のことだが学校がある。当然目覚ましをセットしていたはずだが、その音を聞いた覚えがない。

　仄ほのかに灯ともった不安の黄色信号は、ベッド脇わきに置いた目覚まし時計を見る前に赤にされた。

「十時十三分」

「………………え？」

「現在時刻は、午前十時十三――十四分に、今なった」

　セレネが口にしたとおりの時刻を示す時計を、三秒ほど見つめると。

「な――――なにそれぇっっ!?」

　寝ね癖ぐせのついた頭に手をやり、優等生らしからぬ絶叫を響かせた舞まいは、きょとんとするセレネを尻しり目めに、自室を飛び出して洗面所へ駆け込むと、思い直してリビングに向かう。

　母親は昨晩夜勤だったから、もう帰ってきているはず。疲れているところに申し訳ないが車で送ってもらおう――そこまで高速で思考して、ドアを勢いよく開ける。

「お母さん！　悪い、け、ど――……」

　尻しりすぼみに小さくなる声は、リビングに当然のごとくいた二人が原因だった。

「ふん、ようやく起きてきたか」

　テーブルにつく彼の傍かたわら。同じ女の舞から見ても目を引く、金色の髪をしたキレイな女の子が、不ふ機き嫌げんそうに声を出し、

「おはよう」

　新聞から目を上げ、感情の読めない単調な声で淡々と挨あい拶さつしてきたのは。

「……火ノ、見？」

　指さし確認する舞に、幼なじみは何を当然のことをと言わんばかりにまたたき一つして、新聞に目を戻した。

「む――ヒノミ、マイのやつどうやら寝ぼけているらしいぞ」

「おまえにそんなことを言われるようじゃ舞も終わりだな」

「どういうことだそれっ!?」

「常からボケてるテュエにだけは言われたくないってことだ」

「ぐ……ヒノミぃっ、やはり貴様とは一度きっちり雌し雄ゆうを決する必要があるようだなぁ！」

「そういえば、ヒヨコのオスメスを見分けるためだけの職業があると聞いたことがある」

「ほう、それはまさしく文字どおりに毎日雌雄を決して――ってどうでもいいわっ!!」

　いつもどおりのやりとりを、いつもどおりじゃない場所で行う二人に、舞の頭は混乱状態をキープし続ける。

　その場で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす彼女を救ったのは、背後から現れたセレネだった。

「舞。昨日の、夜のこと……忘れた？」

「昨日の、夜――」

　そうだ。昨夜は『狂きよう者しや』――榛はしばみ桐きり子こ先輩が去っていった後、今後の作戦会議と万一の場合に備えて、火ひノの見みが泊まっていったんだ。

　ようやく状況に合点がいき、舞まいがいつもどおりの冷静さを取り戻すと、隣のセレネがなにやら一心に自分を見ていることに気がついた。

「な、なに？　セレネ」

　まだ何か忘れているだろうか。舞の不安をよそに、奇妙な間まを取ったセレネは、ぼそりと言う。

「…………胸」

　単調な声が紡つむいだ意外な単語。視線を落とした舞は、たちどころに彼女の意図を察する。

　はだけた胸元から、黒のブラジャーが顔を出していた。

「……っ！」

　すぐさま胸元を隠した舞に、呆あきれたようなテュエッラの声がかかる。

「やはり寝ぼけていたな」

「き……気づいていたの？」

「当たり前だろう。なにせ丸見えだったからな」

「――――」

　そっとうかがい見た幼なじみは――不自然に顔をそらした。

（火ノ見に、見られてた……？）

　心中で確認するように呟つぶやいた舞は、いまさらながらその事実に恥ずかしくなる。



    

  
    
      



    

  
    
      　熱くなる顔は、どれだけ舞まいが平静になろうと心がけても、どうにもならない。

「もうちょっと、早く言えば、よかった」

　セレネの謝罪らしき言葉が、舞の赤面に拍車をかけた。

　一刻も早くこの場から逃げ出したい――そう思った舞が踵きびすを返しかけたとき。

「ん？　どこに行くんだヒノミ」

　テュエッラの声に、顔をあげた舞は、リビングから火ひノの見みの姿が消えていることに気がつく。

　そばを通った気配はなかったから、廊下には出ていない。反対方向、キッチンのほうに向かったのだろうか。

　なぜという問いは、菜さい箸ばし片手にキッチンのひも暖の簾れんから顔を出した幼なじみによって発する必要がなくなった。

「半熟でいいな？」

「――へ？」

「目玉焼きの黄身」

「は……、…………か、かためのほうが」

　反射的に答えた舞に、うなずきを返して頭を引っこめた火ノ見は、どうやら。

「料理……してる？」

　自分で呟つぶやいて目をまたたいた舞は、じゅうじゅうとフライパンが何かを焼く音、トースターがパンを吐きだす音を耳にしても、まったく動くことができなかった。

「運ぶのを手伝ってくれ」

　再度顔を出した火ノ見がそう口にしたところでようやく身体からだは動いたが、かりかりのトーストにハムエッグ、野菜の盛り合わせをテーブルに並べて椅い子すに座っても、頭だけは思考を拒否し続ける。

「おい、マイ」

　声をかけてきたのがテュエッラだということはわかる。けれど、自分がなぜ火ノ見と一緒のテーブルで朝食を摂とる事態になっているのか、それはまったくわからない。

「おいこら、マイ！」

「……舞？」

　すぐそばのセレネにも声をかけられて、またたき多く顔をあげた舞は、ぎぎぎと音がしそうな感じに首を傾かしげて、テュエッラのほうを見やる。

「……え？」

「え？　じゃないっ、いい加減目を覚ませ！　いつまで寝しん衣いのままでいるつもりだ」

「――はうっ」

　その指摘でようやく自分がパジャマのままでいることに気がついた舞は、子犬のプリントが入ったそれを手で隠すようにしながら、急ぎ立ちあがり、

「朝食のあいだぐらいはいいだろ」

　エプロンを外しながら椅い子すにつこうとしていた火ひノの見みの言葉に、動きを止めた。

　火ノ見はちらりと舞まいに視線を送った後、傍かたわらに浮くテュエッラをまじまじと見つめる。

「おまえだって似たような格好をしてるくせに」

「んな――これはドレスだよドレスっ!!　礼服だバカモノっ!!」

「ひらひらの服であることには違いない」

「お前それ……っ、おおざっぱにもほどがあるだろぉぉ……！」

「それに、作りたての料理が冷めるからな」

　そう言ってこちらを見てきた火ノ見は、舞が着替えに行くことを望んでいないように思えて。

「…………いただきます」

　椅子に座り直して手を合わせると、見た目だけはしっかりしているハムエッグに、思い切って箸はしを入れる。

　正直、あの火ノ見が作った料理だ。味は二の次に違いない――そう思っていた舞は。

「あれ……おいしい？」

　意外さに思わず火ノ見を見やって、その顔に浮かべられた安あん堵どするような微笑ほほえみに、息を飲む。

「ん？　どうした？」

「――え。あ、べ、別に……っ」

　一瞬で消えてしまった笑顔に見とれていただなんて、言えるわけがない。

　内心で焦る舞は、なんとか話をそらしたくて、小分けにされたサラダのプチトマトに視線を注そそぎながら、早口に尋ねる。

「え、ええと、火ノ見はなんで、朝食作ってくれたのかなぁ……なんて」

　尻しりすぼみになる問いかけ。舞自身が混乱しているためになされた中ちゆう途と半はん端ぱな質問は、火ノ見本人ではなく、傍らの『憑ひよう依い者しや』によって答えられた。

「因いん果が応おう報ほうとか言っていたな」

「――へっ？」

「舞。いちいちこの馬ば鹿か姫の言うことを気にする必要はない。馬鹿になるぞ」

「ば――じ、実際に言ってただろ!?　急がば回れ、情けは人のためならず、適てき者しや生せい存ぞんと！」

「知ってる単語を適当に並べるな」

「違うわっ！　えー、えー、なんだ、適てき材ざい適てき所しよ、七しち生しよう報ほう国こく……ん、そう、国こく士し無む双そうだ！」

「わかった。おまえが馬鹿だということがわかった」

「なんで二回言ったっ!?　ってまた馬鹿って言ったぁぁっ！」

　両手を振り回してきーきー喚わめくテュエッラは無視することに決めたのか、火ノ見は舞だけを見て神しん妙みような表情を作る。

「舞の家に泊めてもらった恩を返しているだけだ」

　短い言葉。すぐにそらされた視線は、照れていることを隠しているように見えて。

「――――ぷっ、なによそれ」

　軽く笑うと、舞まいが抱いだいていた変な緊張もどこかに飛んでいってしまい、火ひノの見みが作ってくれた朝食を素直においしく味わうことができた。
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「あ、いいよ、あたしが洗うから」

　食器を流し台に移したところで火ノ見を押しとどめる。

「っていうか、作ってもらった上に食器まで洗われちゃうとあたしの立つ瀬がないし」

　冗談めかして加えた言葉に、水を出した火ノ見が振り返って――近すぎる顔に息を飲んだ舞は。

「……じゃあ、手伝ってくれ」

　そう言って布ふ巾きんを渡してきた幼なじみを、不思議な想おもいで見つめる。

　昔。十年以上前には、お互いの家にも行き来していたし、それこそご飯だって何度も同じ食卓で食べた。けれどこの十年――あまりに長く濃い十年を疎そ遠えんに過ごしたことが、火ノ見に対する想いを複雑なものに変えていた。

　近いけれど遠い。離れているようでそばにいる。奇妙な距離感。

　火ノ見が洗った食器を、舞が拭ふいていく。

　二人の間に会話はない。けれど不思議と通じ合っている。

　それは学校では決して築けなかった関係で――――学校、では？

「って学校っっ!!」

　叫んだ舞は持っていた皿を放してしまい、床ぎりぎりで火ノ見がそれを受け止めた。

「なんだなんだいきなり大声を出して」

　台所に顔を出してきたテュエッラも含めて、まるで焦った様子のない『クイーン』組に、

「いやいやそんな風ふうにのんびりしてる場合じゃなくてっ！　早く学校に行かないと――」

　一人わたわたと慌てる舞は、無意識にボタンをプチプチと外していき、

「こ、こらマイっ！　おまえどこで脱ぐ気だっ」

「え――、あぅっ！」

　テュエッラの指摘にさらに動転し、胸を押さえながら自分の部屋へ戻ろうと反転したところで、後ろから肩を掴つかまれた。

「待て、舞」

　いつもどおりの落ち着いた声。

　細く、そのくせ大きな手が舞を向きなおらせ、切れ長の目が正面から見つめてくる。

「学校へは行かない」

　落ち着き払った、まっすぐな言葉。

「……行かない？」

「ああ。外に出れば、『狂きよう者しや』に襲われる可能性がある」

「は……はぁ？　じゃあ、なに、『狂者』――榛はしばみ桐きり子こ先輩に襲われる可能性がある限りはずっと学校を休めってこと？」

「そうだ」

　こともなげにうなずく火ひノの見みに、舞まいの目は大きく見開かれる。

「ち、ちょっと待って！　もしかして……本当に、もしかしてなんだけど……その間、火ノ見は、うちに泊まるとか言わないよね……？」

　外に出れば『狂者』に襲われる。学校を休む理由をそう説明したということは――

「ああ」

　先ほど同様、火ノ見はあっさりと首しゆ肯こうした。

「大丈夫だ。料理はそれなりに自信がある。家でも自分のものは自分で作っているからな」

「へぇそれは安心――って全然安心できないっ!!」

　激しくノリツッコんだ舞は、そのままの勢いで、なぜか目を見開いた火ノ見へと詰め寄っていく。

「あ、あのねぇ、一応、その……あたしも、女だってわかってる？　それに、昨日はたまたま夜勤でいなかったけど、普段はお母さんだっているんだから、連泊なんて」

「あら、かまわないわよ」

　背後からの返答。驚き振り向いた舞の目に、その母親の姿が映った。

「…………！」

　絶句する舞の肩を、にやにや笑顔の母が、ぽんぽん気軽に叩たたいてくる。

「玄関に舞の革靴が残っててね？　それどころか、よく見たら男物の靴まであるじゃない。何事かと思ったら」

　そこで一度火ノ見に視線を移した母は、にやけた笑顔をさらにとろけさせる。

「そういうことだったのねぇ」

「――何がっ!?　っていうか絶対そういうことじゃないっ!!」

　テュエッラさながらの絶叫ツッコミを繰り出した舞を、母親はちっとも取りあわない。口元に手を添え、顔を真まっ赤かにした娘に生なま温ぬるい視線を送り続ける。

「ちょ、聞いてよ！　お母さんの思ってることは確実に勘違いだからねっ？」

　母の肩を揺らして必死の抗議をする舞は、その眼まな差ざしが自分の体の一点――胸の辺りに集中していることに気がついた。

「お盛んなのはいいけど、ちゃんと考えなくちゃダメよ？」

「――それはこっちのセリフだぁぁっっ!!」

　パジャマの襟えりを押さえた舞は、らしくなくヒステリックな叫び声をあげた。
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「ひとまず、現状を整理しよう」

　腕を組む火ひノの見みは、テーブルを囲う三人の少女を見やる。

　対面に正座し、火ノ見以上に疲れた顔をする舞まいは、母親を仕事場に追い返したことで力を使いきったらしく、もう学校に行かなければなどと言い出すことはなくなっていた。

　火ノ見はそのことに安心して、けれど思い直すように首を横に振ると、口を開く。

「『狂きよう者しや』が王子派の『ルーク』『ナイト』『ビショップ』、そして王女派の『ビショップ』を送還した現状、盤面に残る駒こまは僕たちと『キング』だけだ。そして、『狂者』はどういうわけか、王女派『ナイト』を倒した上での願いの成じよう就じゆを望んでいる……そうだな？」

　実際に『狂者』に狙ねらわれた舞に話を振ると、小さなうなずきが返される。

「弟を蘇よみがえらせるために、って言ってたわね……『憑ひよう依い者しや』を送還すればするほど『縁イデア』が集められて、願いの力も強まるから、とか」

「そのよくわからない理屈も問題は問題だが、ひとまず置いておこう。ともかく、こちらが狙われる以上、当面の敵は『狂者』だけに絞られるわけだ」

　だけ、という言葉を強調した火ノ見に、二度三度と目を瞬またたかせたテュエッラは、不審げに細い眉まゆを寄せて、

「まさか、アエラス兄様と協力するとか言う気じゃないだろうな……？」

　見事に火ノ見が口にしようとしたことを察してくれた。

「馬ば鹿かな！　それでは『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の意義そのものが――」

「その『王位争奪戦』自体を無む茶ちや苦く茶ちやにしているのが『狂者』だろう」

「……だが、」

　火ノ見の正論に言い淀よどんだテュエッラを、思わぬ人物がフォローする。

「アエラス王子は、すごく、頭が切れる。――寝首を、かかれる、かも」

　淡々としゃべるセレネは、切れ長の瞳ひとみをひたと火ノ見に寄せてきた。

「柊ひいらぎ火ノ見に、似た、タイプ」

「……僕に似ている？」

「はぁっ？　ヒノミが兄様に？　どこがっ!?」

「そうやって、姫様に、好かれるところ」

「うっ……う、うう嘘うそばかりつくなこの無愛想女っ！」

　顔を真まっ赤かにしたテュエッラの叫びをさらりと流し、顎あごに手を当て、目を細めた火ノ見は、すぐに頭を切り換えて修正案をひねり出す。

「だったら逆に王子を先に倒すというのは？　『クイーン僕たち』だけで行動すれば、願いを叶かなえるために王女を護まもらなければならない『狂者』は、バックアップに回るはずだ」

「ん……でもそれだと、『狂者』はあたしたちを送還する前に『キング』を倒したくないから、やられないかもしれないけど、やれもしないんじゃないかしら」

　舞まいの指摘に、火ひノの見みは有効な反論を思いつかなかった。というよりむしろ、

「僕が『キング』なら……そんな千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスは絶対逃さないな」

『ナイト仲間』のいるこちら側と違って、『キング』が考えるべきことはシンプルだ。その分、作戦の精度では分が悪い。

「とすると――やはり、当面は『狂きよう者しや』への対応策を考えつつ、『キング』に関しては向こうが下手を打った場合にのみ対応する待ちの構えが最善か」

　一人うなずく火ノ見が、結局先に進んでいない議論に薄いため息をついたところで、

「ちょっといい？」

　小さく挙手した舞が、残りの三人を確認するように見まわし、口を開く。

「少し話がズレちゃうかもしれないんだけど、さっきも出てきた『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で叶かなえられる願いの話……テュエも知らなかったんだよね？」

「知らないというか、出任せとしか思えないぞ。人一人の魂を呼び戻すだなんてことは、願いでどうにかできるレベルを超えている」

「受じゆ肉にくの、おとぎ話より、ありえない」

　セレネの追つい従じゆうも受け、押し黙る舞は、長い黒髪を自身の指先に巻きつける。

　それが、腑ふに落ちないときの舞の癖くせだと覚えていた火ノ見は、先を促すように尋ねた。

「なにが気になるんだ？」

「え……あ、ああええと、だとしたら先輩は誰だれからそんな情報を聞いたのかなって」

「む？　そりゃあ自分の『憑ひよう依い者しや』であるヘリオスに」

「違う」

　テュエッラの言葉を途中で遮さえぎったセレネが、顎あごを引いてわずかに目を伏せる。

「あの子は……ヘリオスは、そんな話、知らない」

「だが……もしそうだとすると、誰が『狂者』に願いの話を吹きこんだんだ？」

　つまり、それこそが舞の疑問。

　神しん妙みようにうなずいた舞は、何か思い出すように、天井へ視線を向ける。

「普通に考えたら、あのとき現れた子……確か透とおるとか呼ばれてたっけ？　あの子があやしいわよね。榛はしばみ先輩の大きな弓とか見ても、全然不思議そうにしてなかったし」

「ん、いや、普通の現象世界人ウーシアが『王位争奪戦』に関かかわる事象を目にしても、各おの々おのが理解可能な認識に置き換えられるだけだ。だから不思議そうにしていないというのは別に問題ない」

「あ、そうなんだ」

「もちろん認識修正には限界があるがな。ともあれ、あの子供が現れたと同時に『狂者』が引いていった以上、『狂者』の関係者であるのは間違いないだろう」

「うーん……」

　テュエッラの言葉に考えこむ舞を見やって、火ノ見は、透と呼ばれる少年が現れた後、やけにあっさりと引いていった桐きり子こを思い出す。

　圧倒的な力の差があったにもかかわらず、即座に戦闘を解除した桐きり子こ。あのときは、一般人に見られて、水を差されたからだと思っていたが。

「――使えるな。場合によっては、あの子供が『狂きよう者しや』攻略の鍵かぎになるかもしれない」

　火ひノの見みの提案に、真っ先に反応したのは舞まいだった。

「なに……言ってるの」

　唇を引き結び、眉み間けんに皺しわを寄せる舞に、火ノ見は淡々と言う。

「あの子供は『狂者』にとっての弱点になりうる。人質にとるというのは、有効な手段だ」

　もちろん通用するかどうかはわからないが。あくまで可能性についてのみ考えていた火ノ見は、舞がみるみる表情を険しくしていくのを目まの当たりにして、眉まゆを寄せる。

「――そんなわけないでしょ」

　吐き捨てるように告げられた言葉。

　おおよそ推測どおりの反応に、火ノ見が口を開くよりも早く、舞の追つい撃げきが浴びせられる。

「勝つためなら、どんな手段をとってもいいわけ？　自分が生き残るためなら、罪のない人たちを巻きこんでいいの？　それにイエスと答えるのなら――あたしは火ノ見と一緒にいられないわ」

　落ち着き払った口調にこめられる、嫌けん悪おの感情。

　火ノ見は答えの代わりに問いを返す。

「なら舞は、人の命が平等だとでも思っているのか？　地球の反対側で餓死する子供と、自分の親の命がまったく同等だとでも言うのか？　もしそうなら、これほど親不孝な人間もいないな。そしてもしそうでないのなら――結局はエゴを虚きよ飾しよくしているだけの偽ぎ善ぜん者しやだ」

　ぴくりと舞の手が動いたのを、火ノ見は見逃さなかった。

　十年前。空手と剣道を習っていた彼女は、本気で怒ったときは口より先に手が出た。

　だから、火ノ見はよく彼女の手を見てその判断をしていた。

　昔の話。

　今も同じ。

　――火魅子はいないのに。

　胸の空洞に吹ふき荒すさぶ焦しよう燥そうをもてあましながら、火ノ見は振りかぶられた平手を無関心に眺めて――それが頬ほおに当たる前に、場違いに明るい着信音が響くのを耳にした。

「け……ケータイが鳴っているぞ、マイ？」

　緊迫した空気を撹かく拌はんするメロディ。裏返ったテュエッラの声に手を止めた舞は、ぎこちなく携帯電話を開く。

　火ノ見の位置からも目に入った発信者表示には、高たか甫ほ佐さ知ち子ことあった。

「……はい」

　通話ボタンを押して舞が応じた、きっかり三秒後。

「――――――助けてっっ!!」

　受話口からは悲鳴が響き渡った。
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「罠わなだ」

　午後二時三十八分の県立雛ひな形がた高校は当然のように授業中で、裏門前のここにも、裏門から見える高甫佐知子から指定された部室棟にも、人影どころか物音一つしない。

「……どうしてそう言い切れるの」

　返された声は、制服姿の彼女を――後ろ髪を一本にまとめた舞まいの立ち姿をそのまま表すように凛りん然ぜんとしていて、火ひノの見みの目を細めさせる。

「不自然すぎる。平日の昼間、それも電話をかける余裕があったにもかかわらず、警察にかけずに舞にかけてきた。そして口にされた情報は、断片的であるにもかかわらず明確。どう考えても――」

「サチが危険なことには変わりないわね」

　かいた汗を拭ぬぐう仕し草ぐさすら見せず、じっと前を見据えたままの舞に、火ノ見は深く息を吸い込んで、

「だー、もぉっ！　ぐちぐちぐちぐち、なにをいつまでも言い合っているんだお前らはっ」

　ぶんぶんと腕を振るテュエッラに割り込まれた。

「ヒノミ、もうここまで来てしまったんだ、腹を決めてもいいだろうっ？　マイ、お前もお前で少し冷静になれ！　さっきの電話には確かに妙なところがあったぞ！」

　時間にして四十分ほど前。悲鳴じみた――否いな、悲鳴そのもののＳＯＳを発した後、急に電波状態の悪くなった舞の携帯電話は、『雛形高校』『部室棟』『助けて』という三つの単語だけを吐きだして沈黙した。

　それ以来、何度かけ直しても佐さ知ち子こには通じない。

　何かがあった――そう考えるのが自然だ。そして、そこまでは火ノ見も同意見だった。

　けれど。

「火ノ見は即座に罠と断定し、舞はそんなこととは関係なく助けに行く。二人とも極端すぎるっ！　少しは落ち着いて――」

「落ち着いていられるわけないでしょうっ！」

　振り返る舞の必死な表情に、テュエッラの身体からだは本人の意志と関係なく震える。

「どうして……どうしてそんな余裕が持てるのよっ!!」

　激しく頭かぶりを振る舞に合わせて、黒こく檀たんの長い髪が荒れ狂う波のように動く。

　握りしめた拳こぶしを自身の膝ひざに打ちつける舞は、明らかに焦っていた。

　無関係な友人を巻きこむことへの恐怖。

　もしも。

　もしも、佐知子が舞のせいで巻きこまれたのだとしたら――。

「高たか甫ほ佐知子が『狂きよう者しや』と共謀しているかもしれない」

　火ひノの見みの淡々とした声に、舞まいは顔を跳ねあげる。

「なん……ですって？」

「もう一つ。高たか甫ほが『被ひ憑ひよう依い者しや』という可能性もある。その場合、『縁イデア』を結んだ『憑依者』は『キング』だ。そしてその『キング』は」

　柊ひいらぎ火ノ見と似ている――セレネの言葉を思い出したのか、大きく目を見開いた舞を冷静に眺める火ノ見は、ゆっくりと告げる。

「もし僕が『キング』の立ち位置にあったら、『狂者』に舞を襲わせ、その隙に王女を討とうと考える」

『キング』一人じゃ『狂きよう者しや』は討てない。

『キング』一人じゃ王女派二人を相手にするのは厄介。

『キング』一人ができることは――

「『クイーン私』との一騎打ちかっ！」

「…………筋すじは、通っている」

　合点したように叫ぶテュエッラにセレネがうなずいて、開きかけていた舞の口は閉ざされた。

　高甫佐さ知ち子こは『キング』の『被憑依者』。いかなる方法かはわからないが『狂者』を扇せん動どうし、舞『ナイト』のみを襲わせた隙すきに火ノ見『クイーン』を倒そうとしている。

　セレネが言うように、確かに筋は通っていた。――通っていたけれど。

「――おかしいわ」

　顔を俯うつむかせたまま。固く両手を握りしめたまま。舞は妙に落ち着いた声こわ音ねで言う。

「やっぱり火ノ見はおかしい」

　そのセリフは、十年前に聞いたものとまったく同じで。

　顔をあげる舞は、長い黒髪をゆるやかな風になびかせて、まっすぐに火ノ見を見つめてくる。

「火ノ見が口にしていることは、一体誰だれのことなの？　――火ノ見の言っていることは、クラスメイトで、早退した火ノ見のことを心配するサチじゃなくても、十分に当てはまる。それこそ、地球の反対側の誰かだってかまわない」

「……何を、言ってる」

「火ノ見の正論」

　舞の顔に、乾いた笑みが浮かぶ。

「火ノ見が言ったことじゃない。人の命が平等なら、自分の親と地球の反対側に暮らす子供の命も同じ。ようするに、自分以外の人間は等しくどうでもいいってことでしょう？」

「お――おいマイっ、それは言い過ぎだろう！　人の命の平等云うん々ぬんは置いておくにしても、ヒノミは事実としてお前のことを考えて」

「……ああ、そうね。違ったわ。火ノ見にとって大事なのは――自分といもしない妹のことだけよね」

　ゆるく頭を振って、吐息とともにこぼれた言葉は。

　柊ひいらぎ火ひノの見みのスイッチを入れるのに十分だった。

「――ひーこは、いる」

「聞こえない」

「火ひ魅み子こは、確かに存在する」

「聞こえないわ」

　正面から見据える黒い瞳ひとみ。

　十年前に。

　嫌と言うほど。

　しつこいくらいに――見せつけられた眼まな差ざし。

　身体からだを蝕むしばむ疎外感。自分を取り巻く世界の全すべてが、仮面を被かぶる瞬間。

「ひーこはいるっ!!　あの日、僕とチェスをしていた!!　ほんの少し席を外した間に――」

「あの日火ノ見とチェスをしていたのはあたしよっっ!!」

　激げつ昂こうに被かぶさる怒ど号ごうは、十年前の焼き直し。

　火ノ見の記憶は、このやり取りが平行線に終わることを厳しく警告する。彼ら彼女らが残らず首を傾かしげ、驚き、しまいには眉まゆをひそめることを――はっきりと伝える。

　だから、熱くなる必要はない。

　だから、冷静になれ。

　だから――無視しろ。

　急速に冷めていく思考は、吸い込む息を長く深く、吐きだすそれを薄く小さくした。

（……好きに言わせておけばいい）

　唇を噛かみしめ、燻くすぶる感情を沈静させた火ノ見は、いまだ柳りゆう眉びを逆立てる幼なじみから視線をそらす。

　重ねられる声を、聞かない。

　憤いきどおりに歪ゆがむ顔を、見ない。

　もう聞き飽きたから。

　もう見飽きたから。

　嫌と言うほど味わわされた焦しよう燥そうと絶望を、これ以上感じたくないから――

「ちゃんと見なさいよっ!!」

　背そむけていた顔は、強制的に正面を向かせられた。

「ちゃんと……あたしを、見てよ……っ」

　火ノ見の頬ほおを押さえる、舞まいの手。

　少し熱い、柔らかな手の感覚に戸と惑まどい、それ以上に、浮かべられた表情に息を飲む。

　唇を噛みしめて、目を潤ませた――悲しげな表情。

　悲しいのは。ひーこを失ったのは、火ノ見なのに。

　どうして舞が悲しむのか。

　なぜ火ひノの見みに懇こん願がんするのか――。

「火ノ見」

　不意に、舞まいの声から一切の感情が消える。

　黄昏たそがれなく太陽が落ちた日中のように。

　灰色の空なく降り注そそぐ夕立のように。

　雑然とした情緒を切り捨てた、シンプルな想おもいをぶつけられる。

「火ノ見は……火ノ見が妹の存在を訴えるたびに、あたしがいなくなってるって知ってる？」

「――」

「火ノ見にその子と遊んだ記憶があるように、あたしにも火ノ見と遊んだ記憶がある。火ノ見がその子と遊んだって言うたびに――あたしとの記憶はなかったことにされる」

　俯うつむく少女は一歩の距離をとって、握りしめた右手を顔の前に掲げる。

　視界から消える表情。記憶から消える過去。

「なかったことにされるってね……忘れられるよりツラいのよ。――忘れた記憶は思い出せばいいだけだけど、なかったものはあったことにならないから」

　掲げた右手の向こうで、幼なじみの彼女は笑っているのか、泣いているのか。

　どれだけ目を細めてみても、火ノ見には見えない。わからない。

　けれど、舞が口にした言葉。

　はじめからなかったことにされるというツラさは――火ノ見自身が抱いだいた想いに他ほかならなかった。

「…………あたし一人でも行くわ」

　長い黒髪を翻ひるがえした舞は、火ノ見の葛かつ藤とうを尻しり目めに、振り返ることなく静かに部室棟へと歩を進めていって――

「……、……」

　声をかけたいのに、肝心の言葉がない火ノ見は、幼なじみの背中を黙って見送ることしかできなかった。



    

  
    
      


〈move 4〉

　決別の極きよく北ほく

　Another Way
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「……いいのか、ヒノミ」

　遠慮がちにかけられたテュエッラの声にも、火ひノの見みは俯うつむいたまま。

　木造建築の部室棟に向かった舞まいは、もうとっくに視界から消えていた。

「いつまでもこうしているわけにはいかないだろう？　マイが先に行ってしまったんだ、追いかけて――」

「追いかけてどうする」

　言こと葉ば尻じりに被かぶせるようにして呟つぶやいた火ノ見は、部室棟とは反対側、練武館の入り口付近まで歩むと、日陰になっている段差に腰掛ける。

　座った拍ひよう子しに頬ほおを伝う汗が地面に落ち、アスファルトに黒い染みを作った。

　この程度の日陰では少しも涼しくならないことに歯は噛がみして、そんなどうでもいいことに苛いら立だつ理由を意図的に意識の外に追いやる。

「意味がない」

　適当に口にしたはずの言葉が吐き捨てるようになってしまって、舌を打ちたくなる。

　意味がない。舞を追いかけても意味がない。それはまぎれもない事実なのに。

「そんなわけないだろ。ヒノミ、お前は元々マイを護まもるために行動していたはずだ。危険を顧かえりみず、今もこの場所に立っているのは、マイの安全を確保するためじゃなかったのか」

　視線だけを持ちあげた火ノ見は、すぐ横で浮遊するテュエッラの真しん摯しな眼まな差ざしに、唇の端はしに薄く笑みをのせる。

「……敵が『狂きよう者しや』だとわかるや否いなや、『ナイト仲間』を置き去りにして逃げた奴やつのセリフとは思えないな」

「な……、わ、私は別に――ヒノミの話をしてるんだっ」

　ムキになって言いつのるテュエッラを、火ノ見は見ない。日陰の黒い染みから、日ひ向なたの白いアスファルトへと視線を滑らせる。

「僕は、僕が失うのが嫌だから舞を護ろうと思った。だったら……その逆も然しかりだろ」

　日陰と日向。黒と白。コインの表と裏のように、それは簡単に覆くつがえる――。

「嘘うそだな」

　叩たたきつけられた言葉。

「お前は一切そんなことを思っていない」

　かけらの疑いも抱いだかず、まるで自分自身のことのように断言するテュエッラに、火ノ見はぶっきらぼうに言い返す。

「……思っている」

「いいや、思っていない」

「思ってる」

「思ってない」

「思ってるって言ってるだろうっ！」

　思わず声を荒げてしまって、我に返った火ひノの見みは、表情一つ変えずにこちらを見つめ続けるテュエッラから、慌てて顔をそらす。

　舞まいを失うのが嫌なのは火ノ見の勝手だから。

　舞を失ってもかまわないと思うのも、火ノ見の勝手。

　その言葉のどこにも嘘うそなどない。嘘などないのだから――

「舞を失ってもかまわない。それで納得できていると思っていることが嘘だ」

　どこか寂しげな響きを持つ声が、火ノ見の目を見開かせる。

「ヒノミ。お前は――マイに理解されたがっているんだろう？」

　続けられたテュエッラの言葉に、火ノ見は顔を背そむけてはいられなかった。

「なにを……言ってる？」

　意味がわからない。意味がわからない。

　舞に理解されたがっている？　火ひ魅み子こを拒否した舞を？　世界の側についた舞を？

　――僕が？

「そんなわけあるはずがない」

　はっきりと嫌けん悪おを込めて吐き捨てる。

「僕は、世界を諦あきらめている。誰だれにも、何にも、一切期待なんてしていない」

　顔をあげた火ノ見は、正面のテュエッラをまっすぐ見据えて、

「……笑える嘘だな」

　一部の隙すきもなく整った顔が歪ゆがめられるのを目まの当たりにする。

「妹のことを認めてくれなかったマイ。だが、そのマイも、ヒノミに自分を認めてもらえなかったと訴えた。そのことに、まったく心動かされなかったと、かけらも動揺しなかったと、そうお前は言うわけだな？」

「――――」

「そんなわけあるはずがない」

　火ノ見の言葉のリフレイン。そうだとわかったときには、反射的に叫んでいた。

「この世界の人間でもないおまえに何がわかるっっ!!」

　火ノ見の激げつ昂こうに呼こ応おうするように、遠くからチャイムの音が鳴り響いてくる。

　五時間目の終了を知らせる鐘の音。昼下がりの平穏を遮断する機械的な余韻。

　現象世界人火ノ見と幻テ想ユ世エ界ツ人ラを分け隔へだてる言葉は、その意図どおりに金色の少女を俯うつむかせた。

「――わかるさ」

　ぽつり呟つぶやかれた言葉。その寂しげな一言が、火ノ見に戸と惑まどいを覚えさせる。

　不意に吹いた風が金色の髪を靡なびかせ、『疾しつ風ぷうの姫』と呼ばれる少女の端たん麗れいな顔をあらわにする。

　眉まゆ尻じりを下げ、唇を震わせるテュエッラは――泣き笑いの表情を浮かべていた。

「私もそうなんだから」

　湿った声は、無む理り矢や理り絞り出された笑いにかき消される。

「他者との相互理解は、『縁イデア』を結ぶ行為そのもの……人は『縁』によってお互いを理解する。だから私は、幻想世界エリユシオンに住まう人々に対して抱いだく違和感を、恐ろしいものだと思った。自分一人が世界そのものから『縁』を切られ、やがては『標ひよう失しつ』という形で忘れ去られることに……恐怖した。そして――その恐怖からも逃れようとしたんだ」

　現象世界タルタロスへの受じゆ肉にく。新たな世界への縁つながり。それこそが、テュエッラの目的。

「けれど……それは間違ったやり方だった。逃げてはいけなかったんだ。人は、初めからすべてをわかりあってるわけじゃない。おかしいと思うことをぶつけあって、その上でお互いを理解するものだから」

　掠かすれる声で語るテュエッラは、そこで火ひノの見みを眩まぶしそうに見つめて、綺き麗れいに笑う。

「ヒノミを見て、わかった。ヒノミが、マイとぶつかりあうのを見て……お互いに避けることだってできたのに、場当たり的に適当なことを言えばいいのに、わざわざぶつかりあうのを見て……それでわかったんだ」

「――」



    

  
    
      



    

  
    
      「よかったじゃないか。ヒノミには、まだぶつかりあうことのできる相手がいるんだ。人がぶつかりあうための、最低限の信頼は、ちゃんとあるんだ。その相手が……マイなんだ」

　泣きそうな顔で言うテュエッラに、火ひノの見みは胸をつかれるような想おもいを抱いだく。

　忽こつ然ぜんと世界から消えたひーこ。存在そのものを忘れ去られた妹は、火ノ見の中で生きている。誰だれがなんと言おうと、その事実だけは変わらない。だから火ノ見も、ひーこがいたことを他人に訴えるのをやめた。ずっとずっとやめていた。親にだって言わなかったのだ。

　それなのに。

　妹の存在を強固に主張するのは、妹の存在が否定されることに断固として抵抗するのは、相手に認めてもらいたい想いがあるから――。

「………」

　肯定を意味する長い沈黙に、テュエッラは眦まなじりを下げて――けれど思い直すように首を横に振ると、ことさら明るい声で言う。

「は、まったくうらやましいかぎりだな。幼なじみでわかりあえる相手？　お前はどこの物語の主人公だ」

　晒さらされた細い肩をすくめて、くるりと後ろを向いた少女は、視線を地面に落とす。

「気づけて、よかったな。……私のように手遅れになる前に」

　世界に『縁イデア』を切られる前に。世界と『縁』を切ってしまう前に――。

　口の中だけで呟つぶやかれた言葉は、けれど。

「何を勝手に決めつけてる」

　いつもの平へい坦たんな声が。柊ひいらぎ火ノ見の言葉が、繋つなぐ。

「おまえだって手遅れじゃないだろ」

「……え？」

　ゆっくりと振り返るテュエッラに、火ノ見は告げる。

「僕がいる」

　呆ほうけたように瞬またたく紅こう玉ぎよくの瞳ひとみ。薄桃色の唇がわずかに動くのを見て、火ノ見は続ける。

「僕は舞まいに妹の話をした。それは妹の存在を、ひーこを思い出して欲しかったからだ」

　そして――。ふっ、と息を抜くように笑んだ火ノ見は、一息で言ってしまう。

「それはテュエッラ、おまえに対して抱いている想いでもある」

　両親にもしなくなった妹の話。諦あきらめきったはずの過去。

　打ち明けた相手は、舞だけじゃない。

「…………」

　テュエッラの浮かべる面食らった表情に、火ノ見は身体からだが痒かゆくなるような感覚にとらわれて、ぶっきらぼうに言い捨てる。

「まぁ、想いをぶつけあうだけなら、いくらだって付き合ってやる。だから、」

　続けられるはずの言葉は、不意に視界を覆ったブロンドに遮さえぎられた。

　空の青を背景に、軽やかに踊る純白のリボンと金色の髪。

　昼下がりを彩る幻想的な光景に、目を奪われた火ひノの見みは、正面に立っていたはずのテュエッラがやけに近くに――身体からだを密着させる距離にあることを知って。

「…………、なにしてるんだおまえ」

　実体があれば、抱きついているとしか言いようのない状況。

　視線だけを横にずらして、近すぎる後頭部を眺めていると、唇をぴくぴくとひくつかせた真まっ赤かな顔がこちらを向いた。

「空気……読めっ、アホヒノミっ!!」

　至し近きん距離でヒステリックに叫ばれ、顔をしかめた火ノ見は、ふわりと身体を離すテュエッラに言う。

「意味がわからん」

「――ぅぅうっ、わかれよっ!!　せっかく母上直じき伝でんの抱ほう擁ようをしたのにっ」

「……？」

「エ、幻想世界エリユシオンでは感謝の意を伝えるのによくやるんだよ馬ば鹿かっ」

　先ほどまでのしとやかな雰囲気から一転、ブロンドを逆立たせる勢いで叫んだテュエッラに、火ノ見は口元だけの笑みをもらし、平へい坦たんに言葉を投げた。

「そうやってぶつかってくれば、いつかはこっちで『縁イデア』も結べるだろ」

　軽く肩をすくめる火ノ見に、テュエッラは目を見開く。

「ヒノミ、お前……」

「まぁ、どうやってかは知らないがな」

「結局投げやりかっ!!」

　即座に入ったツッコミが火ノ見の頬ほおをゆるませ、そんな火ノ見の反応に、テュエッラも思わず吹き出す。

　気がつけば、二人の笑い声は重なり――



「和んでいるところに悪いんだけど」



　唐とう突とつな第三者の声が、火ノ見たちの口を同時に噤つぐませた。

　立ちあがった火ノ見は、声のしたほう――練武館に視線を向けながら、大きく飛び退すさる。

「誰だれだっ!?」

　火ノ見の傍に付き従いつつ、声をあげたテュエッラは、練武館の入口全体を睨にらみ据えて、

「――上か」

　呟つぶやいた火ノ見の視線の先。傾斜のきつい練武館の屋根上に、人影を確認する。

「……！　お前は――」

　テュエッラの呟きに、六時間目開始のチャイムが重なった。



　　　２



　遠くから聞こえてくる、くぐもったチャイムの音。

「六時間目も始まっちゃったか……」

　独ひとりごちた舞まいの声は、静まりかえった古めかしい木造建築の部室棟に吸い込まれていく。

「ここにも……いない」

　一階の一番奥。卓球部の部室をのぞきこんだ舞は、埃ほこりっぽい空気を吐きだして踵きびすを返す。

　これで一階にある部室はすべて見て回った。そして、そのどこにも佐さ知ち子こがいたらしい形跡は見あたらなかった。

　ならば二階にいるに違いない。早くサチを助けてあげなくちゃ――単純にそう意気込むことのできない理由が、一階を見て回った舞の中には生じていた。

「――舞」

　俯うつむく舞の後頭部あたりに、唯一の同行者であるセレネの声が当たる。

「柊ひいらぎ火ひノの見みのこと、考えてる？」

　ズバリ言い当てられ、反射的に顔をあげた舞は、そうだと知られてしまったことが恥ずかしくて、慌てて見て回ったはずの教室を再度のぞきこむ。

「や……やっぱりいないわね、うん」

　剣道部の部室らしく、薄暗い教室の中には明めい鏡きよう止し水すいと書かれた横おう断だん幕まくが飾ってあった。

「姫様たちは、きっと、来ない」

「……え？」

　振り返る舞の視界には、湖こ畔はんから眺める月のごとき静かな表情を湛たたえる少女が映る。

「本来、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』は、配下の貴族たち――『ナイト』『ルーク』『ビショップ』が、前線に立って、行うもの。やられたら負けの、『キング』『クイーン』は、とっておき」

「……うん、それはなんとなくわかるわ」

　舞が大昔――十年前にしていたチェスも、そんな風ふうに駒こまを動かしていた。

「だから、もし……もしサチが榛はしばみ先輩に捕まっていて、火ノ見たちが来なくても、あたしひとりで――」

「そのときは、セレネが、舞を護まもる」

　不意を打つ真しん摯しな言葉に、舞は目をまたたく。

　人形のように整った顔立ちをしたセレネは、こちらをまっすぐに見返していて――切れ長の瞳ひとみが宿す光の強さに、舞はやっと気がついた。

（励ましてくれてる……？）

　弟のために主君を裏切り、『被ひ憑ひよう依い者しや』を騙だまし、それでも相手の意志をねじ曲げる『強制同どう体たい』だけはしようとしなかった彼女。表面上、感情表現の乏しいセレネ。

　感情を表に出さないからといって、感情がないわけじゃない。

　湖面に映る月は、月そのものではないのだ。

「……？　なに」

「――ううん」

　僅わずかに眉まゆを動かしたセレネに、舞まいは綻ほころびそうになる口元を隠しながら首を振る。

　セレネはむしろ、すごく情緒の豊かな子なのかもしれない。

『憑ひよう依い者しや』の新たな一面を発見した舞は、表情をゆるませて廊下の先に視線を向けた。

「ありがとう」

　心からの感謝。けれど、それとは別に。

「でも――それって結局あたしが戦うってことよね？」

『憑依者』は、『被憑依者』の肉体を通してしか戦えない。最初にセレネから聞いた話だ。

「…………そう」

　うなずくセレネは真顔で、舞はこらえきれなくなった息を盛大に吹き出してしまった。そのまま笑ってしまいたくなる衝動を抑えて、不器用な『憑依者』の心遣いに思う。

「セレネが『憑依者』でよかった」

　それは、何の打算も思おも惑わくもなく、素直な気持ちの吐露だったのだけど。

「……そんなわけ、ない」

　そこはかとなく声を低めたセレネは、短い髪を揺らして視線を落とす。

「セレネは、舞を、騙だました。だから……そんなことは、言えない、はず」

　続けられた言葉の予想外の重さに、舞は開きかけた口を閉じる。そうして、少し困ったように笑いながら。



    

  
    
      



    

  
    
      「まだ、それ気にしてたのね」

　テュエッラが悪の姫で、セレネは正義の騎士。そういう触ふれ込こみで、舞まいは『被ひ憑ひよう依い者しや』の使命を果たそうとした。危うく火ひノの見みの意識を奪いそうになった。それは確かな事実。

　でも。

「ねぇセレネ。あたしだって、家族を人質に取られれば同じ行動をとるかもしれないわ。家族じゃなくて、親しい人間だって」

　そう口にした舞の脳のう裏りに浮かんだのは、火ノ見だった。悪の姫に取り憑つかれた被害者。

　それがもし、火ノ見じゃなかったら――

「舞は、姫様の『被憑依者』が、柊ひいらぎ火ノ見だったから――救おうと、思った？」

　正確に心の中を読んだような言葉に、舞は目を見開いて、うかがうような眼まな差ざしを向けてくるセレネを見る。

「どうして……そう思うの」

「『縁イデア』を結んだとき、舞の顔色が変わったのは、柊火ノ見の話をした瞬間、だった」

「…………」

「幻想世界エリユシオンの話も、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の話も。舞が、真剣に聞いていたのは、柊火ノ見が関かかわっていたから」

　淡々としたセレネの言葉に、舞は言い返さずにいられなかった。

「あは、まさか。今もあたしは火ノ見のためにここにいるって？　そんなわけないわ」

「でも。舞は、柊火ノ見を、待っている」

「待ってなんて――」

　いない。その一言が、たった三文字が口に出せなくて。

「…………あたしはね、セレネ。火ノ見に――忘れられたの。現実にはいない、妹とかいうのに消されちゃったんだよ」

　代わりに吐きだした言葉は、舞自身の胸をきつく締めつける。

　十年前のあの雨の日。柊火ノ見が鷺さぎ浦うら舞を拒否した日。

「おかしいわよね……確かに一緒にチェスをしていて、チェスボードの上にそのときの駒こまだって残っていたのに」

　火ノ見は、それを動かしたのが舞だと認めなかった。

　ほんの数分前の過去からそっくり舞だけを抜き去って、その場所に妹を――空想の存在を置いた。どんなに舞が訴えても、大げんかをしても……火ノ見は首を横に振り続けた。

　思い出せば、辛つらくなる。ずっとずっと見ないようにしてきたこと。鷺浦舞の心の深しん奥おうに、刺さり続ける棘とげ。

「それでも。舞は、柊火ノ見を待っている」

　先ほどよりも少しだけ強められた声に、舞は俯うつむかせていた顔をあげる。

「だから、あたしは――」

「舞まいの想おもいと、柊ひいらぎ火ひノの見みに過去を消されたことは関係ない」

　確かな意志が宿った言葉。思わず眼前のセレネをまじまじと見やってしまった舞は、彼女がかすかに細い眉まゆを寄せているのに気がつく。

「舞は、柊火ノ見に消された過去と、柊火ノ見に対する想いを、結びつけている」

「……過去と想いを、結びつけている？」

　うなずくセレネは、小さく口を開いて――思い直したように閉じた。

「え……、ちょ、セレネ？」

　思わせぶりにも程がある反応に、舞は無意識に手を伸ばし、それが空振ることで、彼女が幻想に属する存在であることを思い出す。

　手を引っこめた舞に、セレネは目を伏せて、申し訳なさそうに言う。

「……言い、過ぎた。セレネに、そんなことを言う――資格は、ない」

「ええっ？　いや、あの――こんな中ちゆう途と半はん端ぱにされちゃうほうが困るんだけど」

「……、……ごめんなさい」

「あ、謝らなくていいから……続き、話して？」

　舞の懇こん願がんに、下げていた頭をあげたセレネは、二度瞬まばたきをすると、ゆっくり口を開き、

「自分で、気づくべきこと」

「自分でって……」

　不満げに呟つぶやく舞は、髪先を指に巻きつけて、セレネの言葉を反はん芻すうする。

　どれだけ拒絶したと言っても、舞は火ノ見を待っている。そして、舞の火ノ見を待つ想いと、火ノ見によって消された想い出は別のこと――。

　それはたぶん、事実なのだろう。否定したくとも、そのとおりに舞は行動してしまっている。

　だから今も、自ら火ノ見を拒絶したにもかかわらず、追ってきてくれることを期待しているのだ。

　期待していて。

　期待し続けて。

　二階にあがるのをためらっている。右手にそびえる階段を、ずっと眺め続けている。

　……それは、どう考えても。

「あたしらしくないわよね」

　苦笑する舞は、首を横に振って一歩を踏み出した。

　鷺さぎ浦うら舞は『ナイト』の『被ひ憑ひよう依い者しや』だ。そして、『ナイト』は『クイーン』を護まもるのが定じよう石せき。

　なにより、護るべき『クイーン』をただ待つだけなんていうのは――鷺浦舞らしくない。

「さっさとサチを助け出して、火ノ見に目にもの見せてやる」

　潔くそう口にした舞の横で、セレネが小さくうなずく。

　それが無む性しように心強くて、舞は笑みを浮かべながら、廊下以上に危なっかしい音を立てる階段を勢いよくあがっていく。

　そうだ。自分は決してひとりなんかじゃない。

　セレネがいる。冷たい眼まな差ざしの向こうに熱い想おもいを抱いだく『ナイト』。

　想いの強さが『同どう体たい』時の力になるなら、今のあたしたちは『狂きよう者しや』にだって負けやしない。

　決意を新たにして、二階に到達した舞まいは、一階と同じ造りの廊下を慎重に見渡して――廊下の奥に、見覚えのある小柄な少女が倒れていることに気がついた。

「――サチっ？」

　反射的に声をあげ、一も二もなく駆けつけて、ぐったりしている佐さ知ち子こを抱き起こす。

　目立った外傷もなく、ただ眠っているだけに見えた友人は、昨日帰りに会ったときとまったく同じ服装、所持品を身につけていた。

（昨日から帰っていない……？）

　昨日――舞との別れ際。佐知子はどこかに寄ると言っていなかったか？

　思うと同時、舞は昨日の帰りに佐知子と交かわした会話を意識の前面に呼び起こす。

『それじゃあ私、またちょっと寄ってみるから』

　またちょっと寄ってみる？

　どこへ、という問いを発するまでもなく、舞は答えに思い当たった。

「サチはあの後榛はしばみ先輩の家へ寄って……そこで意識を奪われた？」



「――ご名答」



　唐とう突とつな声は、舞の膝ひざの上――目を閉じたままの高たか甫ほ佐知子の口から発された。

「サチ…………じゃないっ！」

　得も言われぬ違和感に、舞は佐知子らしき『何者か』から飛び退すさるようにして離れる。

「あなた――誰だれ？」

　セレネと『同体』し、瞬時に具現化させた刀を構えると、寝転がったままの『何者か』は口の中だけで笑った。

「……ひどいなぁ、友達なのに。介抱してくれないの？」

「黙りなさい」

　佐知子そのものの声で、おちょくるように言う『何者か』に、舞は唇を噛かみしめる。

　この佐知子は、佐知子じゃない。佐知子はこんなしゃべり方をしない。

　……でも。じゃあ、佐知子の声で聞こえるのはなぜ？

『狂者』の能力だろうか。

　いや、あの『狂者』ならそんな回りくどい手は打たず、真正面から堂々とこちらをねじ伏せてくる。であれば――他ほかにこういった能力を持つ敵がいる？

『その場合、『縁イデア』を結んだ『憑ひよう依い者しや』は『キング』だ』

　不意に火ひノの見みの言葉が脳のう裏りをよぎって、舞まいは無意識に一歩後あと退ずさった。

　たとえば。

　あくまでたとえばの話で、佐さ知ち子こが『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』だとしたらどうか。

　ここでこうして不自然に倒れているのは、そういうフリにすぎず、真の狙ねらいは舞の意識を奪うことだったら――。

　いや、それはありえない。

　もしそうなのだとしたら、舞が佐知子を抱き起こした時点で勝負はついていたはずだ。

　わざわざ舞に正体を明かすようなことを言うのもおかしい。

　――つまり、『何者か』の目的は。

「あたしの意識を奪おうとしているわけじゃない……？」

　呟つぶやいた舞の耳に、ぱちぱちと手を打ち鳴らす音が聞こえてきた。

「あは、素晴らしい。大正解ですよ、鷺さぎ浦うら舞さん」

　付け加えられた背後からの軽い声に、舞は急ぎ振り返り、だぼだぼのジャージを着こんだ小柄な少年が立っているのを認識する。

「舞さんのほうがここに来るとは……完かん璧ぺきに予想外でしたが、ともあれおねえちゃんとはまた違う強さの持ち主ですね」

　微笑ほほえむ少年の言葉に、彼が榛はしばみ桐きり子こに透とおると呼ばれていた少年だと思い至った。

「……君が、」

　佐知子をあんな目に遭わせたの？　そう問い詰めようとしたところで。



《王子派『ルーク』の、『被憑依者』――？》



　頭ず中ちゆうに響いたセレネの声。不意を打つ驚きを伴った言葉に、否いや応おうもなく目をまたたいた。

「……え？」

　王子派『ルーク』の『被憑依者』。それは確か、『狂きよう者しや』に倒されて意識を奪われたはずじゃ――

「ああ、そうか。セレネさんには見られちゃって……だったら、しょうがないですね」

　飄ひよう々ひようとしゃべる少年は、右手の指先を複雑に動かして。

《ヘリオスを捕まえていたのは――あの子、ドっ、モ》

　突然歪ゆがんだセレネの声に訝いぶかしむ間もなく、舞の意識は暗く閉ざされた。
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「『狂者』……っ！」

　テュエッラのあげた声に、練武館の屋根上に佇たたずむ赤髪の少女が、笑みを深める。

「ふーん？　なんだかあんたら、前に会ったときよりもいい感じになってるみたいだねぇ」

　顎あごに指を添え、不敵に言う桐きり子こは、カーキ色の半はん袖そでパーカーにデニム生地のミニスカートを穿はいており、昨晩出会ったときよりも幾いく分ぶん落ち着いて見えたが。

「まぁそれはともかく。ちょっと訊ききたいことがあるんだけどさ」

　軽い口調。顎に添えていた指をぴっと立てて、鋭く目を細める。

「学園のアイドルさんは、どこに行ったんだい？」

　脅しつけるような低い声こわ音ねは、テュエッラを小さく震わせて――火ひノの見みに一つの疑問を抱いだかせた。

「うちの参謀の話では、ここに一人でくるはずだったんだけどね」

「――参謀というのは、あんたのそばにいた子供のことか」

　火ノ見の問い返しに一拍の間をおき、桐子は傲ごう然ぜんと笑む。

「……そうさ。理由は言えないが、あの子も幻プ想シ世ユ界ケ人ーが見えるんでね。色々と協力してもらってるんだよ」

「色々……」

　それは。

「高たか甫ほ佐さ知ち子このことも？」

「高甫って……二年Ａ組の？　どうしてそこでサチの話がでてくる？」

　唐とう突とつに放ほうりこまれた後輩の名前。またたき多く訝いぶかしむ桐子の姿に、火ノ見は目を細める。

『狂きよう者しや』は高甫佐知子が助けを呼んでいることを知らない。

　にもかかわらず、ここに来た。

　透とおるという少年の言うままに。

　それは、つまり。

「そう、か……そういうことか」

　盤上に残された駒こまの整合性。ばらばらに与えられたパズルのピース。

　それらが火ノ見の頭の中で組み合わされ、一つの真実を描き出す。

「ヒ、ヒノミ……？」

　心配げにこちらをのぞきこんでくるテュエッラに、火ノ見は耳をそばだてている桐子を意識しながら、小声で呟つぶやく。

「榛はしばみ桐子のそばにいた子供……」

　透と呼ばれていた少年。

「あいつが『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』だ」

「は――はぁっ!?」

　大きすぎたテュエッラの声に、桐子が鼻を鳴らす。

「……何かこそこそと内緒話をしてるみたいだね」

　顎をそらし、おもむろに左手を突き出した彼女は、そこに金属の光沢を放つ巨大な弓を出現させ、軽々と頭の上で回してみせると、

「まぁ、何を話しててもいいんだけどさ……肝かん心じん要かなめの『ナイト』の居場所だけだんまりってのは困るからね」

　右手にはいつの間にか三本の矢。慣れた手つきでそれらをつがえ、火ひノの見みに照しよう準じゆんを絞る。

「先に話してもらおうか。――鷺さぎ浦うら舞まいはどこにいる？」

　声は、ぴりっとした緊張感を伴って、その場の空気を引き絞る。

　相も変わらず太陽は高い位置にあり、陽光は肌を焦がしもするのだけれど――火ノ見が感じるのは寒さ以外の何ものでもなかった。

「……いいのか。僕たちを倒してしまえば願いが叶かなえられなくなるぞ」

『狂きよう者しや』は『クイーン』だけは倒せない。それは前提条件。

「ふん、要は気絶させなければいいんだろう？　あいにくと、これまでの経験でそこらへんの感覚は十分に心得ていてね」

　四体もの『憑ひよう依い者しや』を送還してきた『狂者』は、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「その身体からだに苦痛だけを与え続けることだって……できなくはないんだよ」

　不安定な足場などものともせず、弦を引き絞る少女に――火ノ見は挑戦的な笑みを見せつけた。

「やってみろ。できるならな」

「……！　お、おいヒノ――」

　テュエッラの言葉を遮さえぎるように、桐きり子こは三本の矢を同時に放った。
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　風を切るのではなく――読み込む感覚。

　それらをはっきりと知覚しながら、火ノ見は自分の身体が裏門の柱の上に到達する様を、他ひ人と事ごとのように知った。

《こ、この――アホヒノミ!!　『同どう体たい』もせず相手を挑発する馬ば鹿かがどこにいるっ!?》

　頭ず中ちゆうの叫び声はどこか悲鳴じみていて、そのことに火ノ見は内心でほくそ笑んだ。

「回避できたんだから何の問題もないだろ」

《ば――それは私が『強制同体』して『超速移動ハイエンド』を使ったからで、》

「だから問題ない」

《一瞬でも遅れていたらくらっていたんだぞっ!?》

「遅れないと信じていたからな。何か問題があるか？」

《――――》

　黙りこむテュエッラに笑みを浮かべ、火ノ見は距離のあいた練武館の屋根上に目をやる。

　遠目にも目立つ弓を構えた『狂者』は、こちらの出方をうかがっているのか、追つい撃げきを加えてこない。

　その予想どおりの消極的な反応に、火ノ見は確信を深めた。

「そして、それはどうやら『狂者』も同じらしいな」

《……は？》

　不思議そうに声をもらしたテュエッラが視覚化し、火ひノの見みの眼前で目をまたたく。

「『狂きよう者しや』も同じって……何が？」

「『狂者』もまた、『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』――透とおるとか呼ばれていた子供を信じているんだよ。……騙だまされているにもかかわらずな」

　言いながら、火ノ見が見やるのは、目の前の金色の少女ではなくその向こうにいる赤髪の少女だった。

　右手に次の三本の矢を具現化した桐きり子こは、ゆっくりとこちらへ照しよう準じゆんをつけてきて――『同どう体たい』した火ノ見は、彼女が右手を矢から放す前に、その場から移動する。

　放たれた三射は、狙ねらい違たがわず裏門の門柱に突き立ち、一瞬後に消きえ失うせた。

《……はぁっ？　『狂者』がその子供にここに来るよう言われたからか？　だが、私たちは――》

「高たか甫ほ佐さ知ち子こにいわば呼び出される形でここに至った。つまり、あの子供が高甫を捕まえたと考えればキレイに筋は通るな」

《――――し、しかし、》

「しかしもかかしもない。あるのは『キング』の『被憑依者』たるあの子供の真の狙いだ。考えてもみろ、友人が危き地ちにあると知って、舞まいはどんな行動を取る？」

　呟つぶやいた火ノ見は、『狂者』の射線を封じる木の陰に転がりこむようにして、身を隠す。

《当然助けに行くに決まっている》

　事実として、舞は火ノ見の制止を振り切った。

「そうだ。そしてそれゆえに、僕たちには罠わなだと思われるのもまた当然」

　火ノ見は罠以外の可能性を考えず、佐知子は『狂者』と共謀していると疑った。

「さてここで問題だ。そこまで見抜いた僕たちは、どのような行動をとるのが最善か？」

　最善。『キング』にとっての最善が、『狂者』に王女派『ナイト』をあてがい、その隙すきに『クイーン』と一騎打ちすることであるように。

《『狂者』が絶対に倒すことのできない私たちだけで、タカホサチコを助けに行く……！　そうか、それを逆さか手てにとろうと考えれば》

『キング』にとっての最善ができあがる。

　うなずく火ノ見は、木の影から屋根上をうかがおうと試みる。

「おそらく『キング』は、僕たちが向かった後に、舞が追ってくることまで予想したんだろう。それで『狂者』に舞がここに現れると告げた」

《だが、実際にはお前たちが喧けん嘩かしたことで、マイが部室棟に行き、ヒノミが残るという真ま逆ぎやくの状態を引き起こしてしまい、完全なミスマッチとなった……》

「怪け我がの功名だな」

　苦笑する火ノ見に、頭ず中ちゆうの少女が即座に声を張る。

《しかしヒノミ、それは『ナイトマイたち』が『キング』を倒せる前提での話にならないか？》

「そこは信じるしかないな」

《んな、お前、肝心なところで――》

「信じなければ何も始まらない。テュエッラ、おまえが言ったことだろ？」

《――――》

　笑みを深める火ひノの見みが、降り注そそぐ矢の間かん隙げきを縫って『狂きよう者しや』を見やろうとしたそのとき。

「……へぇ、それはまた随ずい分ぶんと愉快な話だねぇ」

　その『狂者』の声が、背後から聞こえてきて。

《な――、まさかっ！》

　頭ず中ちゆうのテュエッラの声に振り返った火ノ見は、振り返ると同時に腹部に強烈な一撃をくらい、なすすべなくその場にくずおれた。
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　結界の内部にあるものを外部から認識させない、『ビショップ』の『隔離結界インビジブル』。

　それは、最小限の規模で使用すれば、あらゆる人間から自らを認識させなくする。

「もとより、わたしに『クイーン』と戦う理由はないんだけどね」

　具現化した手て斧おのを弄もてあそぶ桐きり子こは、腹を抱えてうずくまる火ノ見を見おろし、冷れい徹てつに続ける。

「王女派『ナイト』アイドルさんの居場所さえ聞き出せればそれで満足。――でもね、気に障さわる話を聞いて、そのままでいられるほど大人でもない」

　とんとんと斧の柄えで自らの肩を叩たたいて、桐子は切れ長の目を細めた。

　透とおるが『キング』で、桐子を騙だましているという妄もう言げん。こちら側の事情を知らないからとは言え、看かん過かすることができず、ほとんど反射的に殴ってしまっていた。

（我ながら弟のこととなると見みさ境かいがないね……）

　自じ嘲ちようする桐子は、『クイーン』を倒してしまえばすべてが灰かい燼じんに帰すことを――自らのイレギュラーな立ち位置を、十分に理解している。

　どんな相手であれ、まったく負ける気のしない現状が、一歩踏み間違えれば血を求めるだけの獣けものになり果てる綱渡りだということも、身に染みてわかっている。

　そうでなければ、到底願いなど叶かなえられないから。

　どれだけ腹が立ったって、どんな誘惑があったって、いくら自暴自棄になったって――『クイーン』だけは倒してはいけない。

　それは榛はしばみ桐子の絶対で、貫つらぬくべき信念。

（何が何でも……透を蘇よみがえらせる）

　目を閉じた桐子は、心中で呟つぶやくと、身体からだと心を冷ますように長く深く息を吐きだす。

　現状の確認。王女派『ナイト』の居場所を知るという目的はすでに達した。『ナイト』を狩る際に障害となる『クイーン』も無力化したと言える。

　――ならばこの場にもう用はない。

　簡かん潔けつに結論を出した彼女は手て斧おのを消し去り、部室棟に向かうべく一歩を踏み出して――



「……尻尾しつぽを、巻くのか」



　苦しげな声。見え透すいた挑発。

　顔を振り向けた桐きり子こは、よろめきながら立つ白いパーカー姿の少年――柊ひいらぎ火ひノの見みをはっきりと目にした。
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「……これは驚いたね」

　悠然とこちらに向きなおった榛はしばみ桐子が、言葉と裏うら腹はらの軽い笑みを浮かべる。

「飛んで火にいる夏の虫――知ってるかい？　ヘリオスの守護精は火なんだ」

　くっくっくと、喉のどを震わせるような笑い声をもらした『狂きよう者しや』は、切れ長の瞳ひとみを細める。

「寝言は寝てから言うもんだよ」

「――戯ざれ言ごとは負け犬が吐くものだな」

　即座の切り返しは桐子の眼まな差ざしを鋭いものにして、皮ひ肉にくめいた笑みを浮かべさせた。

「なにか勘違いしているようだけど……言ったはずだよ？　死なない程度に痛めつけることはできるんだって」

　再び両手に装備される手斧。

　低く構えをとった少女に、火ノ見は肌を粟あわ立だたせるようなプレッシャーを感じて、奥歯を噛かみ合わせる。

　肉食獣の尾を踏んだ感覚。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに片足を踏みこんだ予感。

　口にされた言葉が、冗談やハッタリで言われていないことなど――十分にわかっている。

　それでも火ノ見は、口にせずにはいられなかった。

「勘違いしているのはそっちだろう」

　ぎこちなく肩をすくめ、首をゆるく横に振って。

「痛めつけようとしているのは、こっちだ」

「――――――上等だよっ!!」

　桐子の怒ど号ごうは、突貫に取って代わられた。

　何の捻ひねりもなく、文字どおりこちらを突つき貫ぬかんとした『狂者』の暴撃。

　圧倒的な破壊力を持つ攻撃ではなく、彼女が引き裂いた風を読み込んだ火ノ見は、追つい撃げきの形で繰り出された斧による斬撃も避け、身体からだを反転させようとした桐子の眼前に、着ていた白いパーカーを広げる。

「――っ!?」

　風の力を借りた布は目隠しの役目を十分に担にない、稼かせいだ数瞬の時を、火ノ見は桐子の背後へ回り込むために使用する。

「――！」

　桐きり子こが引きちぎるようにしてパーカーをどかしたそのときには、その首に火ひノの見みの腕がしっかりと巻きついていた。

「ぐ……!?、が――っ、……ぁっ」

　頸けい動どう脈みやくを圧迫され苦しげなうめき声をもらす桐子に、火ノ見が勝利を確信しかけた瞬間。

「が、っ――はぁぁあっ!!」

『狂きよう者しや』の豪力が、火ノ見の右腕を無む理り矢や理りほどききった。

　そのまま後退することもなく、痛んだ腕を押さえる火ノ見に襲いかかってきた桐子は、右手の斧おのを火ノ見の右肩口に叩たたきつけてくる。

「ぐ……っ」

　風を読み込む間もない、愚ぐ直ちよくとも言える直接的な暴力に、苦痛の声をもらした火ノ見は、同じような形で繰り出された二撃目以降は完かん璧ぺきにかわしてみせた。

「――埒らちがあかないね」

　呟つぶやかれた声に火ノ見が気をそらした一ひと刹せつ那な、すぐそばにいたはずの桐子の気配が完璧に消きえ失うせた。

《『隔離結界インビジブル』だっ!!》

　テュエッラの叫ぶ声に、ほとんど本能的に反応した火ノ見は、即座に地面に身を転がす。

　直後、いきなり火ノ見の背後に現れた桐子が、直前まで火ノ見の頭部があった場所に一撃を入れていた。

　風の動きでそのことを体感した火ノ見は、土にまみれながら身を起こし、再び桐子が消えたことを感知する。

「――どういうことだ」

　呟きはテュエッラに対する問いで、答えは不自然な大気のうねりで返される。

　すぐ右横に出現した桐子の姿に、火ノ見は驚く前に左横へと飛び退すさった。

　空ぶる一撃は、確かに風を起こしているのに、肝心の本体が消失する。

《しっかり『狂者』を認識しろヒノミっ！》

　遅すぎる『憑ひよう依い者しや』の助言に、眉まゆを寄せる火ノ見は、裏門前の障害物の上を移動しながら早口で尋ねる。

「消えているものをどうやって認識すればいい？」

《違うっ、消える前に認識するんだ！　外部の人間があらかじめ認識していれば、『隔離結界インビジブル』は発動させることができない！　だから、攻撃時から発動時までの間を――》

　テュエッラの言葉が終わるかどうかというところで、火ノ見は頭上に唐とう突とつな風の流れを知覚し、急ブレーキをかけてバックステップする。火ノ見の進むはずだった場所には、連なって九本の矢が突き刺さった。

《上だヒノミっ!!》

　遅れて届いたテュエッラの注意に従ったところで、上空にあった風の流れはとっくに消えていた。

《ちぃっ、『他ビショ人ップ』の能力だというのに完かん璧ぺきに使いこなしているっ！》

（……使いこなす？）

　違和感に、火ひノの見みは何かを思い出したように目を見開いて。

「――そうか。そっちの方向性を忘れていた」

　呟つぶやくと同時、足を止めた。

《んな――っ？　なにをやってるんだお前はぁっ！》

　頭ず中ちゆうに響くテュエッラの声を、全身に行き渡らせるように。

　五感ではなく、全身で風を読み込むことだけに集中した火ノ見は――肉体が大気に溶け込むような錯覚を得て、背後を突く不意の一撃を反射的に掴つかみ取った。

「――！」

　驚きよう愕がくに息を飲む桐きり子こが瞬時に掴み取られた斧おのを手放し、再び結界の内側へと消えていく。

《い、今のは……》

「なるほど。単純な話だったんだな」

　淡々と呟く火ノ見は、掴んだ感覚を忘れないうちに、再び目を閉じて風の中に溶け込む。

　深く広く、大気を読み込めば――視えてくる空白の地帯。

　それ自体認識不可能な空間は、認識可能な空間を同時に認識し尽くすことで浮き彫りになる。

　すぐ近くにあった認識できない空白地帯を、火ノ見は全力で蹴けりあげた。
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《な――っ？》

　火ノ見の思いも寄らぬ機転に、テュエッラは驚きを禁じ得なかった。

　本来、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』における個々の戦闘は、『被ひ憑ひよう依い者しや』が『憑依者』の力をどれだけ引き出せるかによって左右される。

　それゆえに、『憑依者』の力を引き出す『縁イデア』の深さは重要になるし、五体もの『憑依者』の力を有する『狂きよう者しや』は規格外に強い。

　つまり、単純な足し算と引き算。『王位争奪戦』は、結局それだけの話でしかない。

　そう聞いていた。そう思っていた。

　にも、かかわらず――。

「テュエッラ」

《……え？》

『憑依者』の言葉に、テュエッラが反応するその間に。

「『超速移動ハイエンド』」

　呟つぶやいた火ひノの見みは、結界の内側にいる『狂きよう者しや』を再度蹴けり飛とばした。

「――――がはっ」

　背中から裏門に激突した桐きり子こは、吸い込んだ酸素を残らず吐きだすような声を出し、それでもすぐさま立ちあがって構えをとってみせる。

「なるほど、『狂者』ゆえの頑丈さか……便利だな」

　にやりと笑んでみせた火ノ見に、桐子が目を見開いて息を飲む。

　こちらを見やる眼まな差ざしには、漲みなぎる怒気とは別に、躊ちゆう躇ちよするような色が読み取れた。

「……言って、くれるね」

　口元を拭ぬぐって歯を剥むきだす『狂者』の気持ちが、テュエッラには手に取るようにわかった。

　――得体の知れないものに対する畏い怖ふ。

　テュエッラ自身、火ノ見がもし敵であったなら、同じことを思ったに違いない。

　絶対的な力の差があっても、柊ひいらぎ火ノ見には、危機を好機に変える無限の機転があり、どんな状況にあっても恐れを抱いだかない驚異的な意志の強さがある。

（……信じられないやつだ）

　感かん嘆たんとともにテュエッラは思う。

　火ノ見のこのわけのわからない強さは何に起因するのだろうか、と。

　そしてそれが幼なじみの彼女にあるのかもしれないと思うに至って、気落ちする自分に嫌気が差した。

（こんなときに何を思っているんだ私は……）

　戦闘中、それも規格外の敵との戦いの最中に。

　思って、しかし逆に、そこまでの余裕を感じるまでに現状が優位にあるのだと気づく。

《このままいけば――本当に『狂者』を倒すこともできるんじゃないのか？》

　驚嘆をそのまま込めた問いかけは。

「本当に……、言ってくれるねぇ」

　低く、唸うなるように吐き捨てた榛はしばみ桐子によって、消し去られる。

「何を勘違いしているのか知らないけど、」

「だから勘違いなどしていない」

　繰り返される桐子の言葉をとどめる強い意志。

『狂者』に口を開かせる間もなく、火ノ見は続ける。

「元より、『狂者』の優位は『クイーン僕たち』の前にはほとんど存在しない。倒せない敵を相手にできることは限られているからだ。だがあんたは、力差を頼りにいつでも勝てると己おのれを過信していた。その勝ち自体が初めから設定されていないにもかかわらずな」

　目を見開く桐子に、火ノ見は諭さとすように言う。

「そう。僕たちが負けることは初めからありえない。それはあんた自身が決めていることだ。そして負けることがないのなら――勝つのは容易に決まっている」

「――――」

　唇をわななかせる桐きり子こを見て、テュエッラは思う。

　やはり火ひノの見みは強い、と。

　けれど、その強さは――

「――黙れぇぇっ!!」

　桐子の咆ほう哮こうがテュエッラの思考を中途で遮さえぎった。

　裏門前の地面を抉えぐる蹴けり足。

　尋常ならざる速度でこちらへと飛びこんできた『狂きよう者しや』は、両手の斧おのをがむしゃらに振りおろしてくる。そのあまりにも読みやすい風に、ほとんど動くことなく避けてみせた火ノ見が、大振りの隙すきを突くべく手刀を繰り出した――そのとき。

　テュエッラの五感を超えた感覚に何かが引っかかった。

《ヒノミっ!!》

　なかば条件反射で叫んだテュエッラは、その甲か斐いなく、突とつ如じよ現れた第三者の一撃に、火ノ見の身体からだが吹き飛ばされるのを感じた。
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　二転、三転、四転目で身体を起こし、地面と足裏の摩擦で衝撃を殺しきった火ノ見は、自分を蹴けり飛とばした人物を急ぎ見やり、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「…………舞まい？」

《――っ、どういうつもりだ！》

　火ノ見の呟つぶやきにテュエッラが追つい従じゆうして、振り切った右手の刀をそのままにしていた舞が再度動き出す。

《「『玻は璃り幻げん閃せん』」》

　重なる声は、十字に切った刀の動きとともに聞こえてきて、斬撃の軌道そのままの不可視の剣けん波はが火ノ見を照しよう準じゆんに襲い来る。

《――ま、まずいっ！　ヒノミ、避けるなっ!!》

　テュエッラの声は、一秒未満遅かった。

　不可視であれ、風が読み込めるものであれば回避は可能。そのとおりに身体を動かしていた火ノ見は、しかし。

「ぐっ!?」

　かわしたはずの剣けん閃せんが、身体にまとわりつく不可解な現象を目まの当たりにする。

　細かな針のようなそれらは、動く火ノ見の身体に次々と突き刺さり、鮮血を散らす。

《ヒノミぃっ!!　――あぐっ!?》

　全身を啄ついばむ幻閃の刃やいばに気をとられ、火ノ見はおろかテュエッラも、接近する舞の一刀を見失っていた。

　再び地面を転がる火ひノの見みは、細かな痛みの感覚を無視して身を起こす。

「……っ、くっ」

　その拍ひよう子しに一刀を浴びた脇わき腹ばらが激しく痛んだが、目前まで迫っていた舞まいを視認して、風を読み込む。

　全快の身体からだでないためか、はたまた動揺しているためか、右みぎ袈け裟さからの斬撃は火ノ見の左肩をかすめて、返す刃での逆ぎやく袈け裟さ斬ぎりには、大きく後退して距離をとるしかなかった。

《ダメだっ！　ヒノミ、いったん大きく距離をとれっ!!》

　まさにそれを実行中の火ノ見からすれば、テュエッラの言葉は的外れもいいところだったが。

《違うっ！　マイの視界から身を隠せということだっ！》

「――？　なにを、」

　火ノ見の言葉は最後まで結ばれなかった。その場にとどまっていた舞が、右手の刀を左腰に納める抜刀の姿勢から一気に引き抜く。

《「銀ぎん月げつ斬ざん」》

　再度二重に聞こえる声とともに放たれた一いつ閃せんは、けれど何らの剣けん閃せんも飛ばさない。

　火ノ見が疑問に首を傾かしげかけたその一ひと間ま。突とつ如じよ斬撃が火ノ見の腹部を襲った。

「がはっ！」

　――時限式、空間無視の斬撃？

　気づいたところで遅すぎる想像。くずおれそうになる身体を必死にこらえ、火ノ見は腹部を押さえたまま一気に裏門まで跳ちよう躍やくすると、門柱を盾にするようにして屈かがみこむ。

　安あん堵どでもれるはずの息は、咳せきこむことで苦く悶もんの声となった。

《な――ヒ、ヒノミっ!?　大丈夫かっ!?》

　必死に声をあげるテュエッラに、火ノ見は唇を噛かみしめながら言う。

「それより、舞だ。どうしてあんなことになっている」

《わ、私に聞いてもわかるわけあるかぁっ!!　こ、こんな、こんなに……っ》

「泣くな」

《ぅ――ばっ、泣いてなどいないっ！》

　明らかに湿り気をおびている声に苦笑して、火ノ見は刺さっていたはずの針がすでに消えていることを確認しながら訊きく。

「じゃあ、『キング』に特定の人間を操作、あるいは洗脳するなどという能力はあるか？」

《せ、洗脳……？　どうしてそんな――》

「質問にだけ答えろ。……現状の舞を見ればわかることだろう」

　そう付け加えた火ノ見に、テュエッラは戸と惑まどうように答える。

《……ない、はずだ》

「はず？」

《も、元より、王の子供は別々に育てられるのが常で、ほとんど交流がない。そして、王子、王女の能力は『王おう位い争そう奪だつ戦せん』に備えて秘ひ匿とくされるのが当然だ。だから断言はできないが……しかし、王家の守護精は風であり、そこから派生する能力であることを考えると》

「精神に干渉する類たぐいの能力であるとは考えられない、か」

　単純に考えれば、それらは戦闘の補助、『ビショップ』の独どく壇だん場じようにあるように思える。しかし彼らはすでに『狂きよう者しや』に吸収されており、その能力をこの身で受けてさえいた。

　とすれば――と火ひノの見みがさらなる思考を展開しかけたところで、舞まいらしき気配が近づいてきていることに気がついた。

「――ともかく、今は『ナイト』の攻撃を避けないことにはどうにもならない。テュエッラ、セレネの能力は」

《言っただろう、『七宝剣技ナナツサヤノタチ』だ！　文字どおり七つの剣技、二閃せん二斬一返二型をもって一つの技とし、『ナイト』のくせに遠距離にも対応するから――》

「細かい話はいい」

《細かい話をせずに対処策が練れるか！　事実ヒノミは『玻は璃り幻げん閃せん』の一いつ閃せんをくらって》

「……時間切れだな」

　テュエッラを遮さえぎり、立ちあがった火ノ見は、すぐそこにまで迫っている舞が裏門を抜ける一瞬を、彼女の呼吸を読み込むことで推測する。

　目を閉じ、意識を大気と一体化させる感覚。

　読み込んだ舞の呼吸に合わせて、三歩、二歩、一歩――――今！

　目を開き、繰り出した右みぎ拳こぶしは完かん璧ぺきなタイミングで、けれど、肝心の舞が何のアクションも起こさなかったことで途中で止められる。

　のどかな田舎道。中ちゆう天てんから傾く太陽。

　遠く静まりかえる校舎を背景に、緩慢な動きでゆっくりと顔をあげた舞は、濁にごりきった瞳ひとみに、わずかな意志の光を宿して。

「火、ノ……見――――逃げて」

　哀かなしげに呟つぶやかれた言葉は、舞自身が繰り出した斬撃によって否定された。



    

  
    
      


〈check〉

　積みあがった先に

　The Fact
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　突とつ如じよ目の前で始まった仲間割れ。

　武装を解除した桐きり子こは、再び戦いはじめた王女派の二人を見やって、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「何が……、起きてる……？」

「――計画がうまくいったんだよ」

　背後から返された声に振り返った桐子は。

「おねえちゃんのおかげで」

　そう言って笑う、弟によく似た少年の姿を認めて、目をまたたく。

「計画……？　わたしのおかげって」

「あまり知られていないことなんだけど、『被ひ憑ひよう依い者しや』が力を使うことで、現象世界タルタロスに幻想世界エリユシオンの『縁イデア』が流入してくるんだ。しかもそれは、一人が集中して使うことで、より大きくなる。具体的に言うと、五クラス分の能力を使う『狂者おねえちやん』一人によって、通常の三千百二十五倍という具合にね」

「……は？」

「世界――すなわち場には本来自浄作用があって、異物に対しては修復機能が働くようにできているんだけど、『狂きよう者しや』が流入させる『縁』は、その自浄作用の許容範囲をはるかに超える。だから」

　榛はしばみ透とおるの顔をした少年は、そこで一呼吸置くと、微笑ほほえみを浮かべたまま続ける。

「おねえちゃんのおかげで、この場はすっかり『異界』と化したよ」

　……異界？　そう尋ねるはずの桐子の言葉は、少年の差し出した掌てのひらに押しとどめられた。

「異界っていうのはね、幻想世界と現象世界の境界が曖あい昧まいになって、両世界の『縁』が入り交じる特異な場のこと。因果の関係が逆転したり、現象世界ではありえないはずのことが起きちゃったり……そして、そんな特異な場においてのみ力を発揮できる人間がいるんだよ」

「それが……透？」

　うなずく少年は、伸ばした掌をぐっと握りしめる。

「ぼくに与えられた力は、『縁』を自在に操ること。幻想世界において『縁』は何よりも重要で、あらゆる力がそれによって引き起こされているから、少しいじってあげるだけでああして自我を失い、傀かい儡らいも同然にすることができる」

　どこか困ったような複雑な笑みに、桐子は胸を抉えぐられるような想おもいを味わう。

　昔よく見た表情。ずっとずっと桐子が疎うとんでいた弟の顔――。

　雑念を振り払うように頭を振った桐きり子こは、目の前の出来事だけに集中する。

「とにかく、ああして仲間割れを起こしているのも、透とおるの計算のうちってことなんだね？」

　弟の顔から、裏門前の戦闘へ。視線を移した桐子に、戸と惑まどったような声がかけられる。

「……不思議に思わないの？　ぼくは、異界化のためにおねえちゃんに嘘うそをついて、無む理り矢や理り柊ひいらぎ火ひノの見みと戦わせたんだよ？　それに、『縁イデア』を自在に操る力だって――」

「気にしない」少年の言葉を途中で遮さえぎった桐子は、顔だけ振り向けて続ける。

「わたしは、透を――キミを信じてるからね」

　笑顔。死んだ弟には、ほとんど見せることのなかった表情。

　それをいまさら浮かべていることに罪悪感が生じ、けれど目的さえ達成できればまたやり直せるのだと強く思う。

　そう、すべては目的のため。透を蘇よみがえらせるため――。



「人を蘇らせることなんてはじめから無理なのに？」



　呟つぶやかれた言葉は。

　前に向きなおった桐子を、再び振り返らせるのに十分すぎた。

「…………え？」

　顔を俯うつむかせる少年は、どこからどう見ても榛はしばみ透そのものなのに。

　奇妙な疑問を抱いだいた桐子は、自分が大事なことを誤ご魔ま化かしていることに気がつき、けれどそれに向き合わない。

　向き合いたくない。――向き合えない。

　だって、それは。

「肉体を世界から拒絶され、魂の行き場を『標ひよう失しつ』した人間ならともかく、本性たる魂自体を失った者を蘇らせるなんてこと、はじめからできるわけがない」

　軽く、そして冷たく響く声。

　死刑宣告も同然の言葉を吐いた少年は、屈くつ託たくのない笑顔で――榛透の笑顔で言う。

「まだ気づかないの？　おねえちゃんはさ――ぼくに利用されていたんだよ」
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「榛桐子。県立雛ひな形がた高校三年Ｃ組所属。家族構成は父母、ただし現在離婚調停中で、本人は一人暮らし。四年前に弟を交通事故で亡くし、それ以来家族関係が複雑にこじれた。弟は自分のせいで死んだと思っている」

　すらすらと流れる声に、桐子の目はさらに大きく見開かれた。その反応が興味深くて、少年はいきいきと続ける。

「弟に対する悔かい悟ごの念が強く、その執着も深い。従って、面倒な倫理観を超越する『狂きよう者しや』には最適な素材と言える。弟の姿形を似せた存在なら、容易に取り入ることが可能と結論。被害者を装よそおって接触、その後速やかに『狂者』に仕立てあげるべし」

　戯おどけるように言う彼の頬ほおに、反射的に振りあげられた桐きり子この手が――振りおろされない。

　顔のすぐ横で震える掌てのひらをちらりと見やって、彼は丁寧に言う。

「もうわかるよね。おねえちゃんの『憑ひよう依い者しや』であるヘリオスも、もっと言えば王子派『ルーク』『ビショップ』も、最初からぼくの傀かい儡らいにされてたんだよ。幻プ想シ世ユ界ケ人ーが降こう界かいしてくる僅わずかな時間、限定的に異界化された場の中でね」

　そうして計画は何の滞とどこおりもなく進んで、彼はあっさりと榛はしばみ桐子をその道へ導くことができた。本当に簡単な使命。

「…………なん、で……？」

　絶望に満ちた榛桐子の声に、少年は苦笑する。

「なんで？　そんなことを聞いて、おねえちゃんに意味があるの？」

「………わ、わたしはっ」

「うん、すごく役に立った。――ありがとう」

　震える少女の手を握りしめた彼は、びくりと顔を強こわばらせた少女に微笑ほほえみかける。

「だからね、おねえちゃん」

　優しく――包みこむように、ゆっくりと首を横に振って。

「もう、眠っていいよ」

　左手を、彼女の細い首筋に。

『憑依者』との『縁イデア』が最も色濃く結ばれているそこに手を添えた彼は、慣れた動作で精神に関かかわる『縁』をたぐり寄せると、指先で摘んで桐子の意識を奪った。
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　倒れこむ『狂者』の姿は、火ひノの見みの視界にしっかりと映り、けれどそのことに割ける意識は一瞬たりともなかった。

《ヒノミっ、避けずに手で払えっ!!》

　舞まいの放った『玻は璃り幻げん閃せん』がこちらに届く寸前で、手を振るう。

　振るった手は何の感覚も得ず、しかし一瞬後に分かたれた細かい針が襲いくる。

「――――」

　針は避けたときよりも格段に少なく、距離をとることで十分にかわすことができた。

「破壊されるときより、自壊するときのほうが針の数が増えるのか……」

《空気中の水分を吸収してふくれあがるんだ！　早く壊すに越したことはない！》

　テュエッラの言葉が終わるや否いなや、十字の形で『玻璃幻閃』が再度飛ばされ、剣けん閃せんを手で振り払ったところに、舞自身が大上段から打ちこんできた。

　鋭い斬撃をぎりぎりでかわし、火ノ見が反撃に転じようとしたところで、

《「『瑠る璃り鳴めい閃せん』」》

　逆ぎやく袈け裟さに振られた一いつ閃せんは、火ひノの見みではなくその背後――貯ちよ水すい槽そうを狙ねらっていた。

《な――そんなところに水がっ？》

　貯水槽の頂点を突き破った水流が、テュエッラの声をかき消す。

　いったん舞まいから距離をとった火ノ見が目にしたのは、高く跳ねあがった水流が、さながら空を泳ぐ龍りゆうのごとくうねり舞う様だった。

「これは……」

　つい先日、噴水広場で目にしたときとは比べものにならない迫力。

　水すい龍りゆうの下に佇たたずむ舞は、刀の切っ先をまっすぐ火ノ見へ向けてきて――剣先の示すまま滑空する水龍は、大口を開けてこちらへと飛ひ翔しようしてくる。

「テュエッラ！　使うぞっ!!」

『超速移動ハイエンド』。呟つぶやく言葉に、火ノ見の身体からだは、間一髪舞の元へと至ることに成功し、技を放った直後で反応の鈍い彼女の手を蹴けり飛とばす。

「――」

　刀が地面に転がる音と、極大の水が跳ねる音はほぼ同時だった。

　跳ねあがった水を全身に浴びながら、火ノ見はいまだ抵抗の意志を見せる舞に足をかけてうつ伏せに倒すと、右手で作った手刀を彼女の首筋へ落とそうとして――

《ま、待てヒノミっっ!!　わかってるのかっっ!?》

　ヒステリックなテュエッラの叫び声に、寸前で手を止める。

「……何がだ」

　一拍の間をおいて返した声は、火ノ見自身驚くべきことに、掠かすれていた。

　あがった呼吸は、『同どう体たい』時の回復力によってすぐに元に戻る。だから、それでも身体が小刻みに震え、呼吸が荒いのは。

《お前が組み伏せている相手は――マイなんだぞっ？》

　火ノ見は唇を強く噛かみしめる。

　わかっている。わかっていることだ――どうしようもないほどに。

　今の舞は、あるいはセレネは、正常な状態じゃない。

　濁にごった目は意志の光がかけらも見あたらないし、戦闘に際した動きにも人間的な感情を読み取ることができない。

　そして、なによりも――。

《マイはさっき……ヒノミに逃げろと言った》

　テュエッラの言葉に、火ノ見は叫ぶ。

「わかっているそんなことはっ!!」

　わかっている。わかっている。でも、だから――どうしろと？

　今、火ノ見が手を放せば、舞は即座に戦闘の再開を望むだろう。いくら押さえつけても無駄。それは膝ひざ下したで暴れる彼女自身が証明している。

　では、と彼女が抵抗できないように骨の二、三本折ったところで、『同どう体たい』されている限りは、まるで意味がない。

　だったら、どうする？

　どうすれば舞まいを救うことができるか――。

《……マイの意識を、奪うのか》

『憑ひよう依い者しや』の言葉に、火ひノの見みは一瞬押さえつける力をゆるめた。

　瞬間、身をよじって仰あお向むけとなった舞は、火ノ見に手を掴つかまれたまま逆さか手てに具現化した刀を無む理り矢や理り振るって起コ動ー言ドを呟つぶやく。

《「『玻は璃り幻げん閃せん』」》

　至し近きん距離からの一いつ閃せんを、火ノ見は避けなかった。

　自由にならない手ではなく、頭突きで一閃を払うと、生じた無数の針を甘んじて喰くらう。

　顔に突き刺さるそれらは、得も言われぬ痛みを火ノ見に与え――それでも火ノ見は、握りしめた舞の手を放さない。

《あ……わ、私が、余計なことを言ったから――》

「違う」

　片目を閉じ、無数の傷から血を流す火ノ見は、眼下の舞を見やって言う。

「自じ業ごう……自じ得とくだ」

　そう。自じ業ごう自じ得とく。

　舞を一人で行かせたのは火ノ見で、その結果として生じたことは――すべて自分で引き受けなければならない。

　舞がこのような状況に陥おちいった理由――そんなことは問題じゃない。

　問題なのは、彼女を一人で行かせたこと。

　どうしてあのときすぐに追いかけなかったのか――。

「……何が、信じるだ」

　小さく、吐き捨てるように呟いた火ノ見は、ぎしりと歯を軋きしませて、自身の甘さに――自身の甘さを『信じる』の一言で誤ご魔ま化かしたことに、腹を立てる。

　柊ひいらぎ火ノ見は、等しく他者を信用しない。

　柊火ノ見は、ただ一人で妹の存在を信じる。

　けれど、現実の柊火ノ見は――

《……！　ヒノミっ！》

　割り込むテュエッラの声に、火ノ見は俯うつむかせていた顔をあげて、一つの事実に気がつく。

　――舞の抵抗が止やんでいる？

　思い、視線を落としたそのとき。

《柊……火ノ、見》

「――セレネ？」

　思いもよらぬ声に、驚きと共に呟いた火ノ見は、舞が小さくうなずくのを目にする。

《失、態……、……セレネは、もう……、だ……め、……だから》

　苦しげにあえぐ少女は、火ひノの見みだけをまっすぐ見やり、何かを訴えかけるように懸命に口を動かす。

《……舞まいの、ため……、に……できる、こと、……は――》

　消え入りそうな声は、口元に耳を寄せても、聞き取ることができない。

「セレネっ！」

　焦しよう燥そうに駆られた火ノ見の声に、舞の顔でかすかに笑みらしきものを浮かべたセレネは、事切れるように目を閉じて――同時に再開された激しい抵抗が、火ノ見の肉体を傷つける。

　際限なく繰り返される暴力に、けれど火ノ見は諦あきらめきれない。一度戻ったセレネの意識が、火ノ見に耐え忍ぶ力を取り戻させていた。

　歯を食いしばり痛みに耐え、待ち続けることさえできれば――助けられるかもしれない。

　その一念で狂ったように暴れる舞を抑えつけていた火ノ見は。

「――――火ノ、見……」

　待ち望んだ声。希望の光が差すような幻影に、すぐさま舞の顔を見やる。

　彼女の顔は――苦く悶もんに歪ゆがんでいた。

《マ、マイっ！》

　テュエッラの湿った声に、閉じかけた目をどうにか開く舞は、小さく首を横に振る。

「ご……め……ん」

　絞り出された声の弱々しさとは裏うら腹はらに、舞の手足は容赦なく火ノ見の身体からだを傷つけて、

「……お――お願、い……っ」

　びくんと震える舞の身体は、拘束をのがれんと一ひと際きわ激しく動き、はっきりと口にされなかった願いの内容を鮮明にする。

《な――マイっ!!　気をしっかり持てっ！　何を、何をヒノミに――》

　テュエッラの言葉が終わらないうちに。

　舞の苦悶の表情を目にしているうちに。

　強く、強く歯を噛かみしめた火ノ見は。

　一呼吸。

　一拍の間に――舞のみぞおちに拳こぶしを落とした。

《――っ！　ヒノ》

　ミ。テュエッラの叫び声が響く中、火ノ見は穏やかに目を閉じる舞が呟つぶやいた言葉を耳にした。

「――ありがとう」

　腕の中で弛し緩かんする舞と同時に、火ノ見は不可思議な力の漲みなぎりを感じて、『ナイト』の『縁イデア』が継承されたことを知覚する。

　剣を握れば、すぐにでも『七宝剣技ナナツサヤノタチ』を振るえるという奇妙な確信があり、立ちあがって右手に刀を具現化させた火ノ見は。

《なぜマイの意識を奪ったっ!!》

　頭ず中ちゆうの『憑ひよう依い者しや』の声に何の反応も示さない。

《な……なん、なんで……マイ、は、『憑依率』の高かったマイはっ、『縁イデア』を切られることがそのまま死に繋つながりうるんだぞっ!?、それなのに――なん、で、なんで――っ!!》

　声だけで怒りのすべてを表現するテュエッラに、火ひノの見みはただ黙って。

《聞いているのかっ!!　お前は今っ、今――自分の半身にも等しい人間を》

「黙れっっ!!」

　唐とう突とつな怒ど声せいは、火ノ見自身、まったく予期していないものだった。

　噛かみしめる唇の痛みに、握りしめる拳こぶしの固さに、火ノ見は自分が冷静でないことに気がつき、気がついたところで仕方のない激情に振り回される。

「他ほかにどんな方法があったっ!?　――言ってみろっ!!」

　手にした刀を投げつけたい衝動に駆られた火ノ見は、それが舞まいのものであることに思い至って、ぎりぎりで踏みとどまった。

　舞のものだから。舞には一切責任がないから。だから――

「実に楽しい悲劇ですね」

　ぱちぱち響く拍手と軽やかな声に、火ノ見は裏門前に振り返る。

　貯ちよ水すい槽そうの水を浴び、巨大な水たまりを作ったそこには、小柄な少年が立っていた。



　　　３



　相応に高い気温の中、長すぎる袖そでをまくりもせず、汗一つかいた様子もない。

『狂者榛桐子』が伏し、『ナ鷺イ浦ト舞』が倒れるここに、涼しい顔で立つ少年は、あまりにも場違いな微笑ほほえみを浮かべていた。

「……おまえが『キング』の『被憑依者』か」

　押し殺した声で訊きく火ノ見は、右手の刀を一振りして、つかみどころのない、奇妙な雰囲気をまとった少年を油断なく睨ねめつける。

「姉であるはずの『狂きよう者しや』を倒し、結果的にそれと同等――いや、それ以上の力を得て、『クイーン』との一騎打ちに臨む……なるほど、噂うわさどおりの狡こう猾かつさだな」

　目の前の少年からは、『狂者』のような重圧は感じない。しかし火ノ見ははっきりとその目で、少年が何かをし、その結果として桐きり子こが倒れていく様を捉とらえていた。

《兄様が、『狂者』を……》

　頭中で驚きよう愕がくとともに呟つぶやくテュエッラをよそに、火ノ見は少年だけを見つめ続けて――

「――ぷっ、あはははははははははっ！」

　唐突な笑い声。少年のあげた無邪気な声に、眉まゆをひそめる。

「……なにがおかしい」

　脅しつける口調は右手の刀を持ちあげることでその意味を増して、少年に口を開かせる。

「落ち着いてくださいよ火ひノの見みさん。基本的にぼくは戦う気がないんですから」

　両手を顔の前にあげて、ふるふると振ってみせた少年は。

《敵同士であるのに、そんなことが信じられると思っているのか》

　吐き捨てられたテュエッラの言葉に、軽く肩をすくめた。

「信じる信じないはそちらのご勝手ですが、一つ間違いを指摘させていただくと、ぼくは『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』なんかじゃありません」

《――は？》

「というか、いつ『キング』の『被憑依者』だなんて言いました？」

《そ、それは――、…………ヒ、ヒノミ、どういうことだ？》

　頭ず中ちゆうで問うてくるテュエッラ同様、火ノ見もまた自問していた。

　――榛はしばみ透とおるが『キング』の『被憑依者』じゃない？

『キング』の『被憑依者』でもないのに、幻プ想シ世ユ界ケ人ーが認識でき、『狂きよう者しや』を倒し、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』に介入した？

　それは、つまり――――どういうことなのか。

　混乱する火ノ見を尻しり目めに、少年はゆるく微笑ほほえむ。

「まぁ確かに、そう勘違いされてもおかしくない立ち位置ではあるかもしれませんが、そもそも『キング』――アエラスさんは、降こう界かいしてきて一番に捕まえてしまいましたから、『王位争奪戦』には絡からみようがないんですよ」

「捕まえた……？」

「ええ。少しばかり『縁イデア』をいじって。イメージしやすいように比ひ喩ゆを使いますと、『縁』の釣り糸でアエラスさんを一本釣りして、『縁』で編んだ網で捕まえたって感じですね」

　くるくると人差し指を回しながら言う少年に、火ノ見はテュエッラの口にした糸の比喩を思い出し――当のテュエッラは、激しく少年の言葉に食ってかかる。

《馬ば鹿かなっ！　現象世界人ウーシアにそんな真ま似ねができるわけないっ!!》

「うーん、それには二通りの答え方がありますね。一つ、ぼくは、あなたがたが現象世界人と呼ぶ存在じゃありません」

　指を一本立て、こともなげに言う少年は「あ」と口を開き、

「かといって、幻想世界人ってわけでもないですよ？　ぼくは通称『未デ来ユのナ子ミ供ス』と呼ばれる、カッコ悪く言うと人造生物なんですが――ともあれ、その話を詳しくしようと思えば、二つ目の答えも言わざるをえなくなりますね」

　立てられる二本目の指。

「二つ目の答えは、『王位争奪戦』によって、通常以上の『縁』が現象世界タルタロスの一部――すなわちこの場に満ちているからですよ」

　唇をつりあげて、少年は二本の指を拳こぶしにしまいこむと、そのままめいっぱい手を広げる。

「世界とは空間、もっと言えば『認識された場』のことです。従って、幻想世界エリユシオンであるかのように『縁』の満ちた現象世界は、現象世界としての同一性を見失い、幻想世界でも現象世界タルタロスでもない『異界』と化すわけです」

「……その異界において、人間ではないおまえは『縁イデア』が操れると？」

　火ひノの見みの問いに、少年は一瞬表情を消し、けれどすぐにまた顔を綻ほころばせた。

「そのとおりですね。さすがは柊博士の息子さん」

「――なに？」

　あてこするように口にされた、思いも寄らない単語に、火ノ見は語尾を跳ねあげる。

「ああ、お気に障さわりましたか？　それでしたら謝りましょう。ぼくはただ、ぼくたちを創ったメンバーの息子さんだから、カンはいいだろうと、そう思っただけですから」

　邪気のない笑みが、火ノ見の目を驚きよう愕がくに見開かせた。

「あれ、もしかして知りませんでしたか？　少し考えてみたらわかることなんですけど」

　優しくレクチャーするように、少年は続ける。

「柊ひいらぎ夫妻がお勤めになられている国立精神科学研究センター。ここがぼくの生まれ故郷なわけですが、その『センター』の構想――すなわち学術都市奏かなでの構想がいつ立てられたかはご存じですよね？」

「――戦後……第二次世界大戦後のことだ」

　奏市のベッドタウン雛ひな形がたの小学校を卒業していれば、誰だれもが知っている事実。

「それは着工したのが、ですね。基本骨こつ子しは、終戦の十年前、すなわち一九三五年にはできあがっていましたから」

　なにが言いたいのか。目だけでそう訴える火ノ見に、少年は瞳ひとみを細める。

「じゃあ、前回の『王おう位い争そう奪だつ戦せん』が行われたのはいつでしょう？」

　眉まゆをひそめる火ノ見の代わりに、テュエッラが反応した。

《七十七年前……この世界タルタロスの暦では西暦一九三二年から一九三三年にかけての》

　テュエッラの答えに、少年が満面の笑みを浮かべ――火ノ見はその意味を察して背筋に怖おぞ気けを走らせた。

　一九三三年に、世界史上で起きたこと。そして、少年が、わざわざこの二つの出来事の年数を言わせたのは。

「――まさか」

「ええ、そのまさかですよ火ノ見さん。ナチスがドイツ国を制したその年、とある事情から日本国に一つの技術提供がなされました。学術都市奏とそのベッドタウン雛形。これらの都市は、次代の『王位争奪戦』、ひいてはその勝利者に与えられる願いの力を具現化する計画――『空想現化』計画のために創つくられた巨大な実験場なんです」

　言葉は火ノ見の頭を叩たたいて、高速に思考を走らせる。

『王位争奪戦』、幻プ想シ世ユ界ケ人ー、そして幻想イ世界デの法則アを操る人造生物。それらを繋つなぐのは――一世紀近くを費やした壮大な計画。

《……はぁ？　ば、馬ば鹿かかお前は》

　驚く火ノ見に驚くように、テュエッラが素すっ頓とん狂きような声を出す。

《実験場も何も、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』は、あくまで私たちの都合で行われるもので、この世界タルタロスの人間には――》

「事前に感知する術すべはない。それがまさに、幻あ想な世た界が人たの驕おごりなんですよ」

　先んじて言葉を奪った少年は、薄い笑みを浮かべる。

「原初に争いの概念を持つ現象世界人ウーシアは、根源的に争いのない幻プ想シ世ユ界ケ人ーとは比べものにならないほど怖がりです。だから、未知のものを恐れ、疑い、知ろうとする。そして、知りえないことは、自らの認識の枠に当てはめ、体系づけ、強引に知ったことにする」

　古典力学然しかり、量子力学然り。指折り例をあげていく少年は、外見に相応ふさわしい声で、外見らしからぬ単語を口にしていく。

「つまり、『未知なる』幻あ想な世た界が人たの起こす不可解な現象も、現象世界人は現象世界タルタロスの認識の枠でもって理解し、体系づけ――ひいては実用化した」

「それが……」

「ええ。ぼく――正確にはぼくたちによって操られる『縁イデア』です」

《う、嘘うそだっ！》

　テュエッラの訴えにも、少年の表情は変わらない。

《ヒノミ、騙だまされるなっ、こいつは適当なことを言っている!!》

「じゃあ、証拠をお見せしましょうか？」

　あっさり言う少年は、予備動作もなく両手を広げると、その指先で複雑な動きを繰る。

　高速で綾あや取とりでもしているような仕し草ぐさは、数秒ほど続き、

「ほら」

　少年があげた顎あごの先、裏門の上に一人の少女が現れた。

　肩口で切きり揃そろえられた赤茶の髪を風にさらし、虚うつろな眼まな差ざしをこちらに向けてくるのは。

「榛はしばみ桐きり子こ……」

　うめくような火ひノの見みの声に、少年は得意満面な笑みを浮かべて、

「ちなみに、こんなこともできますよ」

　キーボードを叩たたくように手を動かすと、桐子の背後に短髪痩そう身しんの鎧よろい姿の少年が現れた。

「幻想世界人は、『縁』に対する依存度が高いので容易に操れます。逆に現象世界人は、よほどの条件が揃っていないと難しいですね」

　言って、火ノ見を指さす少年は、小さく指先を動かす。

「特に、強い意志を持っている人間はまず無理です」

　揶や揄ゆするような口調で言い、小さく笑う。

「だから――ぼくが脅すのは必然的にテュエッラさんのほうになっちゃうわけですね」

《――は？》

　呟つぶやくテュエッラが次の言葉を紡つむぐ前に。

「脅す？　何を言ってるんだお前――――え？」

　火ノ見の視界には、腕を組んで浮くブロンドの少女が映った。

「――……『同どう体たい』が、解けてる？」

　自身の身体からだを見やり、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくテュエッラに、少年の笑みが重なった。
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「な、なんで……？」

　そう言ってこちらを見やってくるテュエッラに、火ひノの見みは内心の動揺を沈め、努めてゆっくり話しかける。

「もう一度『同体』するぞ」

「あ、そ、そうか……！」

　ほっと安あん堵どの息を吐つくようにして、火ノ見の名を呼んだテュエッラは、けれど。

「できませんよ」

　ゆるく紡つむがれた少年の言葉どおりに、同化することができない。

「な――なぜ、なぜだっ!?」

　慌てふためくテュエッラを横目に、火ノ見は少年を睨にらむ。

「……なんのつもりだ」

「なんの？　だから言ったでしょう。脅すためだ、と」

　笑みを深める少年は、懸命に『同体』しようとするテュエッラに向きなおり、

「テュエッラさん、『同体』したいですよね？」

「…………だったらどうしたっ！」

「してもいいですよ」

「……、……？」

　不可解な少年の言葉に、火ノ見はテュエッラと顔を見合わせる。

「ヒ……ヒノミ」

「……ああ」

『同体』の感覚は一瞬でなじみ、少年に対する不審を一層深めた。

「おまえは……何が言いたい？」

　再度右手に刀を具現化し、慎重に尋ねかける火ノ見は、数歩先の距離に立つ少年が無防備に両手を広げるのを目にして、警戒を強める。

「ぼくが言いたいことは、簡単ですよ」

　口元に笑みを貼はりつけた少年は、あっさりと言う。

「おとなしくテュエッラさんに裏切られてください」

《は――何をこいつは》

「本来」

　テュエッラの言葉を完全に無視して、少年は続ける。

「幻プ想シ世ユ界ケ人ーは幻想世界エリユシオンに『縁イデア』を結んでいて、それを自覚的に意識できるのが当然です。そうですよね？」

《……だからなんだ》

「ところがテュエッラさんはその感覚を失っており、状態が非常に不安定。だからこそこちらの世界で受じゆ肉にくし、新たな縁つながりを得ようと思ったわけですしね。まぁ現状こちらにきてしまったことで、もともと不安定だった幻想世界エリユシオンとの『縁イデア』はさらに薄れ、もはやそれを取り戻すのはほとんど絶望的と言っていいレベルであるようですが」

《な――っ、》

　なぜそれを。そう続ける前に。

「ぼくの能力、『縁』をつなげたり切ったりする能力だって言いましたよね？」

《――――》

「『標ひよう失しつ』って知ってます？」

《――――っ！》

　完全にこちらが少年の手の内にあることを示す問い。

　火ひノの見みが得た直感は、続けられた言葉に完全な現実となった。

「ようするにですね、ぼくはこう言いたいんです。ぼくの言うことを聞けば、この世界にテュエッラさんの『縁』を直接結んであげましょう。そしてぼくの言うことを聞かなければ――火ノ見さんとの『縁』を切り、強制的に送還させますよ、と」

　強制的に送還される先は幻想世界ではなく、人々から忘れ去られる『標失』。

「貴様……」

　黙りこむテュエッラの代わりに声をあげた火ノ見は、首を横に振る少年に無視される。

「さて、そんなぼくからテュエッラさんにお願いなんですが」

　少年が見るのは、火ノ見でありながら、火ノ見ではない。

　相あい槌づちも返さない異界の姫に、優しく――告げる。

「火ノ見さんを裏切ってください」

《…………なに、を》

「言ってるのかって？　そのままの意味ですよ。火ノ見さんを裏切って、自らその『同体』を解いてください。そうすれば、ぼくは桐きり子こさんを操って火ノ見さんを殺します。断れば、テュエッラさんを『標失』させて火ノ見さんを殺します」

「――」

「戦うまでもなく、一撃で死んでもらいます」

　どこまでも――楽しげに。

　どこまでも――嬉うれしげに。

　残虐な命令を口にする少年は、邪気のない笑みを浮かべる。

「さぁ、テュエッラさんが選んでください。自分も消えて火ノ見さんも死ぬか、自分は助かって火ノ見さんは死ぬか――決まりきった答えを」

　歌うように。謳うたうように――創つくられた存在である少年は脅す。

「選んでください」

《……………………え、選べ、ない》

「え？　なんですか？」

　耳に手を添え、口元に笑みを浮かべて。

「よく聞こえませんでした」

《……………………ぅ》

「よく聞こえませんってば」

《……………………ぅ……う、ぅ、ぅう》

「何言ってるんでしょうね。――火ひノの見みさん、ちょっと訊きいてもらえませんか？」

　無む垢くな笑顔が残酷に歪ゆがむ幻想。

　人の形をした人ではないモノがしゃべっている現実に、火ノ見は目を閉じてはっきりと告げた。

「――『同どう体たい』を解け、テュエッラ」
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《――嫌だっ！》

　信じがたい火ノ見の言葉に、テュエッラは反射的に叫んでいた。

　それはただのわがまま。幼おさな子ごの駄だ々だも同然。テュエッラ自身そのことがわかっていても。

《いやだいやだいやだいやだいやだいやだっっ！》

　泣き濡ぬれる声で、情けないにも程がある声で繰り返す。

《いやだっ!!》

　何の意味もない言葉。ただ火ノ見を困らせるだけの物言い。

　それでも、テュエッラは。

《…………いや、だ……っ》

　全身から声を絞り出すようにして。どうにか抵抗を試みようとして――

「いいから解け」

　強く告げられた火ノ見の言葉に。

「――、あ」

　テュエッラは、自分でもそうだと気づかないうちに『同体』を解いてしまっていた。

「あ、あ……い、今のは――」

「『同体』、解いちゃいましたね」

「ち、違うっ、今のはっ」

「『同体』は『憑依者』からしか解くことができない。――基本中の基本ですよね？」

「――」

「間違ってませんよ、テュエッラさんは」

『縁イデア』を自由にできる、自分の生死を握る者の言葉に、テュエッラは声を出そうとして、文句を言おうとして――口からはただ呼気だけがもれる。

「……、……」

　全身を蝕むしばむ恐怖。実体のない手足が竦すくむ想おもいに、それでも拳こぶしを握って唇を噛かんで――声は出ない。

　そうこうしているうちに、少年は火ひノの見みに向きなおってしまった。

「どうですか、火ノ見さん。幼なじみの舞まいさんをその手で屠ほふり、契約者であるテュエッラさんにも裏切られた気分は」

　右手を差し出し、楽しげな笑みを浮かべる少年に、火ノ見の言葉は淡々としていた。

「おまえは……自分のような存在が生み出されたことが許せないのか？」

　ありがちな理由。そう言いたげな火ノ見に。

「――いえいえ、それを言うのならむしろ逆なんですよ」

　少年はわずかに熱をこめて、声を跳ねさせる。

「ぼくが生み出された理由――おおよそ一世紀もの時間をかけて実現化されていった『空想現化』計画ですが、実はとある事故をきっかけに中止が決まってしまいまして」

「……中止？　一世紀近く準備してきた計画を？」

「ええ。信じられないでしょう？　もっと信じられないのは、その計画の要かなめであるぼくたちの存在意義がなくなってしまうということですよ。――わかります？　その恐怖」

　言こと葉ば尻じりにこめられたのは、恐怖ではなく、憤いきどおり。

「だから……、うーん、あんまり怒るのとか得意じゃないので、その先は察してください。まぁ、大事なものがない火ノ見さんにはわからないことかもしれませんが」

　大事なものがない。テュエッラは、その言葉を心中で繰り返しながら、傍かたわらでずっと無表情のままの火ノ見を見る。

　舞を自らの手で昏こん倒とうさせ、さらに『憑ひよう依い者しや』である自分にも裏切られた火ノ見を。

（私は、ヒノミを裏切った――）

　言葉にすれば否いや応おうもなく実感される現実に、テュエッラは胸の真ん中に穴を空けられたような想いを抱いだく。

　取り返しのつかないことをした。決してやってはいけないことをした。

　途方もない悔かい悟ごの念に、強く強く唇を噛みしめて――

「――とんだ思い違いだな」

　唐とう突とつにこちらを向いた火ノ見に――彼が浮かべた不敵な笑みに、目を見開いた。
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「思い違い、ですか？」

　訝いぶかしむ透とおるを無視して、火ノ見は紅あかい瞳ひとみを瞬またたくテュエッラだけを見やる。

「何を諦あきらめてる」

　告げる言葉は力強く、こめる想おもいは清らかに。

「まだ何も終わっていないだろ」

「――もう、すべて終わってると思いますよ。後は火ひノの見みさんを殺してしまうだけですし」

　少年の軽い発言に、傀かい儡らいとなった『狂きよう者しや』が動きだして、テュエッラはまた目を伏せた。

　見なくていいものを見ないように。

　見たくなってしまうのを、必死にこらえるように。

「『同どう体たい』を解いたことを悔いているのか？」

　近づいてくる桐きり子こを無視する火ノ見に、肩を落としたままのテュエッラは答えない。

「それとも、やはり、『標ひよう失しつ』するのが怖いのか？」

　ぴくりと頬ほおを動かした彼女は、すぐにまた沈ちん鬱うつな表情へと戻る。

「は、なるほどな……王女といえど結局は我が身可愛かわいさ、か」

　大おお仰ぎように肩をすくめてみせ、やれやれとため息をついた火ノ見は、少女の肩が震えているのを見逃さなかった。

「おい――わかってもいないくせに、勝手に僕の気持ちを決めつけるな」

　その一言が、唇を噛かみしめるテュエッラにトドメを刺した。

「――お前だって何も知らないくせにぃっっ!!」

　離れた位置に立つ少年の目をまたたかせ、すぐ近くの傀儡の足を止めさせる大音量。

　吹っ切れたように叫んだテュエッラは、泣き出す一歩手前の揺れる瞳ひとみで火ノ見に訴える。

「『縁イデア』を失う絶望も、『標失』の危機にある恐怖も、何も、何もわからないくせにっっ!!」

　歯を食いしばり、あふれる涙を懸命に耐え忍び、握りしめた拳こぶしを震わせる少女を目まの当たりにして――それでも火ノ見は平然と言う。

「ああ、わからないね。わからない。――わからないからどうした？」

「――っ、だから――っ」

「わからないことはこれから知っていけばいい。――そう言っていたのは誰だれだ？」

「――――」

　涙を浮かべたまま呆ほうけるテュエッラは、とてつもなく綺き麗れいなのに無む性しように愛らしくて、火ノ見はそんなことを思う自分に驚きながら、ことさら素っ気なく振る舞う。

「わかったら、さっさと手を伸ばせ馬ば鹿かテュエ」

「ぅ――な、ひっく――なん、だそれは……っ、アホヒノミ……っ！」

　目元をごしごし拭ぬぐい、どうにか鋭い目つきをしてみせようとするテュエッラに、火ノ見はもう、頬が綻ほころぶのを止めることができなかった。

「いいからやれ」

「お――お前は……っ、そういうところが」

「僕はおまえを信じる」

　火ノ見の視線は、振り向けられた『狂者』へと固定される。

「おまえとの――テュエッラとの縁つながりを。全面的に、絶対的に信じる」

　だから。

「おまえも僕を信じろ」

　伸ばされっぱなしの手。決して触れられない、現う実つ世し界よの手。

　テュエッラを見ない火ひノの見みは、言葉だけでなく、その行動で信頼を示していて。

「――」

　幻か想く世り界よの少女が伸ばした手は、確かに火ノ見の手を握り締めた。
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「……まさか」

　呟つぶやいた少年は、薄白い発光とともに一つになった火ノ見たちを目まの当たりにして、一つの想像を脳のう裏りによぎらせる。

　通常の『同どう体たい』や緊急時の『強制同体』では、音も光も発することはない。

　――逆説的に、それがなされたということは。

（……『完全同体シンクロニシテイ』？）

　通常の『同体』が、どれだけ『憑ひよう依い者しや』の基本能力ポテンシヤルをマイナス補正なく引き出すかという減点方式だとすれば、『憑依者』の基本能力を超える加点方式であるのが『完全同体』。

『憑依者』と『被憑依者』。異なる世界に住まう、異なる意志を持つ者の、完全なる合一によってのみなされる『同体』が――今、目の前で行われているのだとしたら。

「あ、は……！　最高だっ」

　浮ついた声で呟いた彼は、すべてが予定以上にうまく進んでいることに、心底――心の底の底からの笑みを浮かべて、『狂きよう者しや』に繋つないだ不可視の『縁イデア』を勢いよく爪つま弾びいた。



　　　◆◇



　いつまで経たっても動き出さない『狂者』に、火ノ見は首を傾かしげようとして、そもそも自分の身体からだが動かないことに気がつく。

「……なんだ？」

　声だけは出せる不可思議な状態。

　まるで、一時停止された世界を画面の外から眺めるような――

「五十点だ」

　即座に返された聞き覚えのある声は、脳内に響くのではなくすぐ隣から発された気がして、動かない身体で横を見た火ノ見は、腕組みをした白いドレス姿の少女がしっかりと地面に足をついて立っているのを目にする。

（テュエッラ……か？）

　心中で呟つぶやいた火ひノの見みに反応するように、艶つややかな金髪を揺らしてこちらを向いたテュエッラは、なぜか顔を赤らめてそっぽを向く。

「あ、当たり前だ……なんだいまさらあらたまって」

（……）

「多分、『完全同体シンクロニシテイ』だ」

　なんだこの状態は――そう口にするはずだった火ノ見は、『憑ひよう依い者しや』の彼女に先んじて答えられることで身体からだの感覚を取り戻す。

「ようやく『世界』に順応できたようだな」

　どこか誇らしげに言うテュエッラに、火ノ見は初めから知っていた知識を確認するように『完全同体』の意味を理解した。

「そうか、僕たちは……」

「ああ。認識の上で、限りなく一人の人間に近くなっている」

　隣から聞こえてくるはずの声が自分の口から発されているような錯覚。

　それは、つまり。

「あ、こ、こらっ、今変な想像をしただろっ？」

「……被害妄想が巧たくみだな」

「妄想って――あ、ほらまたっ！　思考は筒抜けなんだから――」

「なんにせよ、僕たちの身体の関係に対する説明は了解した」

「そ、その言い方は明らかに誤解を招くわっ！」

「僕たち以外に聞こえないのに誤解もくそもあるか」

　ため息をついて、火ノ見は尋ねる。

「それより、この状況の説明は？」

　この状況――さながら、静止した世界で自分たちだけが動いているような状態。

　火ノ見は身を乗り出して食いかかってきたテュエッラから、拳こぶしを振りかぶる体勢のまま動き出さない『狂きよう者しや』へと視線を戻す。

「なんだ、その情報にはまだアクセスできていないのか？」

　自身の小さな頭をとんとんと指で叩たたくテュエッラは、目を閉じて朗々と言葉を吟じる。

「速そく翼よくの散ちり風かぜを読み越え、縁えん超この移うつろいを世界と為なす――それすなわち『超越世界ワールズ・エンド』の理ことわりと解かん」

「……『超越世界』？」

　うなずく少女の顔に浮かぶのは、確信の微笑。

「『超速移動ハイエンド』とは本来、風――つまり空間を読み込んで、超越という概念を獲得する。そうして獲得された超越の概念は、共有される『世界』そのものを異なるものにしうる。……ようするに、二次元上の線や面を三次元から眺めているようなものだな。私たちは本来二次元に存在しない『高さ』という概念を一時的に得ているわけだ」

　相変わらずよくわからない説明も、今は捨て置く。

「一時的ということは――」

「当然時間制限がある。元より『超越世界ワールズ・エンド』の発動条件となった『完全同体シンクロニシテイ』が、『憑ひよう依い者しや』と『被憑依者』の『縁イデア』が完全に結びついている間だけの奇跡のようなものだしな」

　テュエッラの真しん摯しな眼まな差ざしに、火ひノの見みはまっすぐ『狂きよう者しや』を見やって、

「だったら」「ああ」

　即座に返されたうなずきが、火ノ見に手を伸ばさせ、同じように伸ばされたテュエッラの手をしっかりと握りしめる。

「「時間のあるうちに、片づけてしまおう」」

　言って、火ノ見とテュエッラは動き出す。
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　一瞬のことだった。

『狂者』を繰る『縁』は突然途切れ、いまだ『完全同体』をなしえたままの火ノ見たちは、何事もなかったかのように悠ゆう々ゆうと歩いてこちらへ向かってくる。

　その余裕ぶった表情がほんの少しカンに障さわって、少年は柊ひいらぎ火ノ見とテュエッラの間に結ばれている『縁』に『触手』を伸ばしてみた。

　五感にはない独特の『触手』は、異界化した場において水を得た魚のごとく動き回る。

　そして、その『触手』が一度でも『縁』を捕まえたら――それで詰みチエツクメイトだ。

　引きはがすもいじるも、自由自在。

　柊火ノ見は、余裕を見せてこちらに歩を進めてくる。

　意志の強い人間の『縁』は手が出しにくい――その言葉を過信しているのだろうか？

　だとすれば、彼にとってこれほどの好機もない。

　確かに意志の強い人間の『縁』はいじりようがないし、引きはがすのも難しい。

　だが、元より『縁』の着脱が頻ひん繁ぱんに行われる幻テ想ユ世エ界ツ人ラであれば話は別。

『同どう体たい』中の彼女の『縁』を操作し、動揺させたところで火ノ見の『縁』も掌握する――。

　内心でほくそ笑む彼が伸ばした『触手』は、狙ねらいどおりに首筋へと伸びていき、それが触れる――その瞬間に。

　目標を見失った。

「――見えてないと思ったのか？」

　背後から聞こえてきた声。

　反射的に振り向いたそのときには、腹部に容赦ない蹴しゆう撃げきが打ちこまれていた。
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　もんどり打って地面に倒れ伏した少年に、火ノ見は勝利を確信し、同時に『同体』が解除されたのを知る。

「『完全同体シンクロニシテイ』が解けたから、と考えるのが自然だろうな」

　どこか自分を納得させるように呟つぶやいたテュエッラに、もう一度『同どう体たい』するかどうかを尋ね、

「いや、その必要はないだろう。『狂きよう者しや』も完全に意識を奪ったし――あ」

　意識を奪うこと。それが何を意味するのか思い至ったのか、顔を俯うつむかせた少女に、火ひノの見みは頭を撫なでてやりたい衝動に駆られる。

「大丈夫だ」

　頭を撫でる代わりに声で安心させる――そんならしくない思考を振り払い、火ノ見は仰あお向むけに倒れ伏す少年の元へと近づいていく。

「――さすが、は……柊ひいらぎ、火ノ見さん」

　開口一番そんなことを口にした少年は、弱々しい口調とは裏うら腹はらに、思いのほか明るい表情を浮かべていた。

　不自然な態度に眉まゆを寄せた火ノ見を遮さえぎるように、テュエッラが落ち着いた声こわ音ねで訊きく。

「『キング』は――アエラス兄様はどこにいる」

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』が始まる前。現象世界タルタロスに降こう界かいした直後に捕縛されたという、『キング』。

「そんなこと……訊いても、意味ないのに」

　苦しげにうめく『未デ来ユのナ子ミ供ス』は、心底どうでもよさそうに言う。

「まぁ、ぼくがやられたら、自動的に解放されるように、なっていますから……そのうち元気に、飛び回るんじゃないですか」

「貴様……自分のこと以外は本当にどうでもよかったんだな」

　吐き捨てるような口調のテュエッラに、少年はにやりと笑んで。

「いいえ。自分のこともどうでもいいんですよ」

　不意に浮かべる笑顔の質を変える。

「そもそも、多数で一人――一個の自我が存在しない、『未来の子供ぼくたち』に、個別な感情なんて、生じようがないですし……まぁそんなことは、『未来の子供ぼくたち』の存在自体を知らなかった、火ノ見さんたちに言っても、仕方のないことですが。――ぼくたちの目的は、もっとシンプルなんです」

「お前たちの目的……？」

　火ノ見に先んじて問いかけたテュエッラに、少年はくつくつと喉のどの奥で声をもらして、

「一つは、場の異界化それ自体。そして、もう一つは」

　ゆっくりと左腕を持ちあげ、火ノ見とテュエッラを交互に指さす。

「想いを育む――つまり、お二人の『縁イデア』を深めることですよ」

「「は？」」

　同時に声をあげ、同時にお互いの顔を見て、ほぼ同時に顔をそらしたところで、少年がこらえきれないとばかりに身を震わせて笑う。

「考えても、みてください。ヘリオスや、アエラスの『縁イデア』を操作できたのに、どうしてぼくは、わざわざ桐きり子こさんを騙だましてまで、『狂きよう者しや』にしたてあげたのか――そこまでして、一気に異界化を推し進めなければならなかった理由が、どこにあるのか」

　――一気に異界化を推し進めなければならなかった理由。

　火ひノの見みは思考を巡らせる。異界化。現象世界タルタロスに穴を開け、幻想世界エリユシオンの『縁イデア』を満ちさせること。

　七人の『憑依者』七個のシヤベルで済むはずの穴掘りを、わざわざ『狂者シヨベルカー』まで持ち出して行った理由――。

「……それだけ巨大な穴を空けたかったからじゃないのか」

　半なかば独ひとり言のようなその言葉は、テュエッラによって呟つぶやかれたもので。

「ご名答」

　心底嬉うれしそうに言う少年は、左手でテュエッラを撃ち抜く素そ振ぶりを見せる。

「そうまでしなければ――喚び戻せなかったからです」

　誰だれを？　そう火ノ見が尋ねる前に、左手を器用にくねらせた少年は、その手に――小振りのナイフを出現させた。

「――っ！　ヒノミっ!!」

　反射的に動いたテュエッラが、火ノ見をかばうように少年の前に割り込み――テュエッラのむき出しの肩越しに少年の挙動を見ていた火ノ見は、少年が出現させたナイフを逆さか手てに持ちかえるのを、はっきりとその目で捉とらえる。

　ナイフの向かう先は少年自身の胸。

　そうだと知った瞬間、それを止めるべく動いた火ノ見は――どうあっても間に合わない。

　一いち縷るの望みをかけて少年へと駆け寄る火ノ見が耳にしたのは。

「これで、テュエッラさんは彼女の器たりえます」

　言葉とともに少年の胸にはナイフが吸いこまれていき、けれどナイフが刺さったと同時に、少年の身体からだは服ごと消きえ失うせた。

「…………、なんなんだ」

　呟いた火ノ見は、少年が寝転がっていた辺りの土を触り、そこに少年が寝ていたという痕こん跡せきすら感じられないことに愕がく然ぜんとする。

　消えてしまった。完全に。

　さながら、存在そのものが消え失せる『標ひよう失しつ』のごとく。

「――だいじょうぶだよ。たとえわたしの身代わりとして『標失』したのだとしても、群体として存在する『未デ来ユのナ子ミ供ス』の意志には何の支障もないから」

「……は？」

　背後からかけられたテュエッラの声。

　いや、これは……舞まいの声？

　判然としないその声に、不可解なフレーズが含まれていることに気づいた火ノ見は、ゆっくりと、慎重に、身体からだごと振り返って。



「おにいちゃん」



　親しげにかけられた声。

　世界で唯一、柊ひいらぎ火ひノの見みをそう呼ぶ声に。

　声の主に――視線を合わせる。

「十年ぶりだね」

　目の前。一歩の距離に佇たたずむ柊火魅子に、火ノ見は大きく目を見開いた。
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　夢に見ることがあった。

　幻覚や幻聴に見聞きすることがあった。

　その度に、火ノ見はたとえそれらが贋にせ物ものだとわかっても――安あん堵どした。

　柊火ひ魅み子こは火ノ見の中だけででも生きている存在なのだと思えることが、幸せだった。

　だから。

「…………火魅、子？」



    

  
    
      



    

  
    
      　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた火ひノの見みの前で、後ろ手に組んだ柊ひいらぎ火ひ魅み子こが微笑ほほえむ。

「やっと……また会えたね、おにいちゃん」

　すらりと伸びた肢体。結いあげられた長い栗くり色いろの髪。

　目鼻立ちのはっきりした顔に浮かぶ人ひと懐なつこい笑みが、記憶の中の彼女を、追憶に鮮やかな少女を、きっかり十年分成長させたものであることに――。

　火ノ見は自分でも気づかないうちに、目め尻じりに熱いものを溢あふれさせていた。

　見える、聞こえる、触さわれる、確かに存在する柊火魅子。

　賢くて、甘えんぼうで、チェスが好きで。

　いつも一緒にいた――誰だれよりも何よりも大事な火魅子。

　火魅子は、いた。

　ひーこは、いたのだ。

　自分だけに見える幻覚なんかじゃ、過去にねつ造された虚像なんかじゃなかった――！

「あは、おにいちゃん泣いてるの？　――嬉うれしいな。ちゃんとわたしとの約束、覚えていてくれたんだね」

「……――約束」

　目元を拭ぬぐいながら、火ノ見は火魅子を見やる。

「そう、約束。急にいなくなっても、何が起こっても、ずっとわたしのことを覚えていてねって――したでしょ？」

　小首を傾かしげる火魅子に、火ノ見は恥ずかしくなってそっぽを向く。

「……した、な。覚えてる。ひーこが、僕にチェスで六十四連勝した後のことだ」

「うん。あのときにはもう、わたしは実験の失敗で『標ひよう失しつ』しかけてて」

「『標失』……？」

　どこかで聞いた覚えのあるフレーズ。誰かから散々に聞かされた言葉。考えこもうとした火ノ見の耳に、軽やかな火魅子の声が染みこんでくる。

「わたしが『センター』でパパやママの研究を手伝ってたことは、おにいちゃんも知っていると思うけど……そこでわたしは『空想現化』計画っていうのに携わっていてね」

　学術都市奏かなでとその隣接都市雛ひな形がたを実験場に見立て、一世紀近くの時間を準備に費やした計画。誰かがそう言っていた気がするのを、火ノ見は漠然と思い出す。

「でも、その計画はトラブルで中止されることになっちゃったの。百年近くも時間をかけて、その計画のためだけに生み出された、人そっくりの人とは違う生物――『未デ来ユのナ子ミ供ス』っていう子たちだっていたのに、たった一回の事故で。おかしいよね」

　ぷりぷり怒る火魅子があまりにも懐かしくて、火ノ見は笑ってしまいそうになるのを必死にこらえる。笑ってしまえば、きっと火魅子はもっと怒るから。

　火ノ見が甘い葛かつ藤とうに浸っていると、火魅子は口をへの字にして――誰かによく似た表情を浮かべて、言う。

「だからね、わたしはその計画を続けようと思ったの。『未来の子供』のためにもなるし、なによりもったいないでしょう？　それに……あ、これはまだいいんだった。――とにかく、その計画を乗っ取ろうとしたんだよ」

　どこか焦ったように言う火ひ魅み子こは、話の内容もだいぶ突っ走っていて、

「中座した計画を一人で無む理り矢や理り再開って……随ずい分ぶん無む茶ちやなこと考えたな」

　苦笑する火ひノの見みは、それでも『天才』柊ひいらぎ火魅子ならさもありなんと思う自分に気づく。

「それで、その計画は乗っ取れたのか？」

「ん、そこでようやくわたしが『標ひよう失しつ』したときの話が出てくるんだけど、新たな計画のために途中で放棄された旧計画、『空想現化』計画のほうは、全研究員の記憶――もっと言えば、この世界の記憶から消してしまいたかったの」

「……昔の計画を引き継いだものだとわかれば、難色を示す人間が出てくるから？」

「そう。で、何か方法がないかなぁって思っていたところに、とある研究者さんが『標失』って技術を提供してくれて。それを使って『空想現化』計画を世界の『縁イデア』から断ち切れたところまではよかったんだけど、計画の主要な立場にいたわたしまで巻きこまれちゃってね」

「そうか……それでひーこが」

「――あは、その呼び方懐なつかしいな」

　目を弓形にして無邪気に笑うテュエッラが、記憶のそれと合致して――。

　テュエッラ？

　……………………それは誰だれだったか。

「ねぇ、おにいちゃん」

　火ノ見が空に視線を投げていた間に、火魅子は目と鼻の先にまで近づいていて、そのまま一気に抱きついてきた。

「お――おいっ」

　反射的に離れようとした火ノ見は、背中に腕を回し、ぎゅっとしがみついてくる火魅子を引きはがせない。

「えへへへへ……久しぶり久しぶり」

　甘えた声をもらしながら相応に膨らんだ胸を押しつけてくる妹に、火ノ見は顔を真まっ赤かにしながら言う。

「ば、馬ば鹿かっ、誰かに見られたら――」

「いいじゃない、勘違いされても」

　上目に見あげてきた火魅子は、大きな瞳ひとみを揺らがせながら桜色の唇を小さく開く。

「おにいちゃんは、いやなの？」

　つぶらな瞳を瞬またたかせ、訴えかけるように呟つぶやく妹は火ノ見の理性を大いに揺さぶる。

「本当に……おにいちゃんがわたしのことを想おもってくれていたから、戻って来られたんだよ」

「え？」

　腕を伸ばして一歩の距離をとった火ひ魅み子こは、小さく顔を俯うつむかせて言う。

「実験の失敗で『標ひよう失しつ』しちゃったわたしは、どんどん失っていく世界への『縁イデア』の中でおにいちゃんとだけ特別な『縁』を結んだの。……赤い糸の伝説、知ってるでしょ？」

　左手の小指を伸ばした火魅子は、はにかむような笑みを浮かべる。

「『縁』ってね、赤い糸のことだと思うんだよ。もちろん『縁』は世界にだって結びつくけど、わたしにとっては――おにいちゃんに結びつけたそれが一番強かったから」

「……」

「変かな？　でもね、ずっと……ずっとその気持ちは変わってない。そしておにいちゃんも――変わってないから、わたしは戻って来られた」

　縁つながりは一方的に結ぶものじゃなくて、両方から結ばれるものだから。

　ちくちくと痛む頭に、火ひノの見みは顔を歪ゆがませる。

「だから、ね……おにいちゃんにもわたしの計画に協力して欲しいの」

　勢いよく顔をあげて、火魅子は瞳ひとみをまっすぐこちらへ向けてくる。

「『標失』させた『空想現化』計画の代わりとなる『共有幻想』計画。それはね、わたしたちがいつまでも一緒にいるための計画なんだよ。『標失』してわかったんだけどね、人は人をあっさり忘れていっちゃう。ただ忘れるだけじゃなく、いなかったことにしてしまう」

　それは火ノ見が火魅子を失って、痛いほど感じたこと。

「だからね、考えたの。そもそも人と人の間に垣根があるからいけないんだって。個人を特定するから、個々になるから、人は寂しくなってしまう。だったら初めから個を特定できないように、みんなで一人に、一人がみんなになればいいと思わない？」

「……一人が、みんなに？」

「そう！　そうすれば、もうぶつかりあうこともないし、すれ違うこともない。そういう風になる。そのために、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で生じる『縁』の流入を利用して――」

「『王位争奪戦』……」

『王位争奪戦』。呟つぶやく火ノ見は、何かを忘れていることを思い出す。

「――おにいちゃん？　だいじょうぶ？」

「え……あ、ああ。それより――人と人がぶつかりあわないって、それじゃあみんなばらばらなままじゃないのか」

　――人は、初めからすべてをわかりあってるわけじゃない。

「そんなことないよ。ぶつかりあうから、ばらばらになるんでしょう」

「……それは……おかしい、気が、する」

「おかしくないってば。みんなおかしいと思うこと自体がないんだから、わかりあえないなんてことはないんだよ」

「それは」

　それは――。

「違う」

　痛む頭が、霞かすむ思考が、急速に晴れていく。

　明めい瞭りようになった火ひノの見みの視界には、妹の――火ひ魅み子この顔が確かにあって、けれど、目に見える実体以上に大事なものがあるということを、鮮明に意識する。

「人はおかしいと思うことをぶつけあって、その上でお互いを理解するものだから」

　その言葉を、口にしたのは。

「火魅子」

　握られていた右手を振り払った火ノ見は、正面から妹を睨にらみやる。

「テュエッラはどこに行った」



　　　◆◇



「……え？」

　表情を凍りつかせた火魅子は、そこに明確な動揺を読み取らせた。

「どうしたの、おにいちゃん……テュエッラって――誰だれ？」

「そのセリフはおまえが『標ひよう失しつ』したときに聞き飽きたんだ」

　たじろぐ妹に、火ノ見は続ける。

「人は忘れる。なかったことにしてしまう。それは確かだと思う。――だけど人は、初めからすべてをわかりあってるわけじゃない。おかしいと思うことをぶつけあって、その上でお互いを理解するんだ」

「…………」

「そう言った人間が――確かに存在する」

　意い地じっ張ぱりで見み栄えっ張ぱりで泣き虫で。

　そのくせ親思いで仲間思いで、人が落ちこんでいればすぐに慰なぐさめようとしてくれて。

　火ノ見は、彼女を――パートナーを取り戻さなければならない。

　取り戻したい。

　想おもいが何よりも強い縁きずなになるのなら。

　火ノ見は、強く強く想う。

「火魅子、テュエッラを返せ」

　告げた言葉は、妹から冷静さの仮面を剥はいだ。

「どう、して……どうして、おにいちゃんっ」

　顔を覆う火魅子の姿が一瞬テュエッラと重なり、声は二人のものが混ざりあった歪いびつな不協和音を奏かなでる。

「『標失』した人間が完全に世界に戻るには、最も近しい人間の『縁イデア』を深めた器うつわが必要なの！　そのために――そのためにあの子はこの身体からだをわざわざ用意してくれたのにっ」

　あの子というのが誰なのか、火ノ見はもうおぼろげにしか思い出せなかった。

　そのことが少しだけ寂しくて、けれど、寂しさに促されるように火ひノの見みは痛感する。

　散々に、自分から、一方的にこだわってきた――妹。

　それはまさに、今の火ひ魅み子この態度と同じものだった。

「火魅子……僕だって、偉そうなことを言えるわけじゃない。これまでたくさんの、誤った選択をしてきた。……これからだってするかもしれない」

　――でも。

「間違いは、やり直していける。初めからすべてわかっているわけじゃないのは、自分と他人じゃなくて、過去の自分と未来の自分にだって言えることだから」

　絞り出すような声は、うずくまる火魅子に――もはや白いドレス姿に変わっている妹へと向けられる。

「…………」

　無言の返答は、火ノ見の胸を切なさで締めつけ、重さを持った沈黙が火ノ見に唇を噛かみしめさせる。

　永遠のような一時。

　刹せつ那なのような久く遠おんに。

「…………わか、ったよ」

　掠かすれ掠がすれの声こわ音ね。

　もうどこから発されているのかもわからない声が、火ノ見の耳に、心に届く。

「でも……わたしはもう、止まれない。計画は……動き出しているから」

　寂しげに紡つむがれた声は、徐々にそのボリュームを小さくして、顔を覆う少女の姿をおぼろにする。

「だから……だから、おにいちゃんの説得だって――諦あきらめない……か、ら――」

　消えていく声。消えていく妹。

　火ノ見は、眠るように目を閉じるテュエッラだけをはっきりと目にし――そのテュエッラが不意に立ちあがり、芝居がかった仕し草ぐさで人差し指を突きつける姿を目まの当たりにする。

「――覚悟、しててね」

　浮かべられた笑顔。困ったような、それでも精一杯の悪戯いたずらめいた微笑ほほえみを披露したのは、確かに柊ひいらぎ火魅子だった。

　唐とう突とつに消失する笑顔とともに傾かしぐ身体からだは、地面寸前で火ノ見の両腕に収まる。

　徐々に光を弱める太陽の下、のぞきこんだ顔は、安らかな寝息をたてるテュエッラのそれに戻っていて。

「――」

　遠くに鳴る六時間目終了のチャイムが、火ノ見に大きく空を仰がせた。



    

  
    
      



    

  
    
      


〈Epilogue〉

　始まりの誓い

　Close to You





　白い病室からのぞける空は、キャンバスに描かれた絵画を思わせる。

　夕暮れ空に見入る火ひノの見みは、自分がベッド脇わきのパイプ椅い子すに座っている事実をうっかり忘れてしまって、

「こーら、そこの朴ぼく念ねん仁じん。見舞いに来て空とランデブーってのはどういう了りよう見けんだい？」

　かけられた声に向きなおり、火ノ見はベッドの上で半身を起こした榛はしばみ桐きり子こへ視線を戻す。

「すまん」

「……いや、素直に謝られるとそれはそれで困るんだけどさ」

　頭の後ろで手を組んだ桐子は、ため息をつきながら乱らん雑ざつにベッドに横になり、切れ長の瞳ひとみをさらに細めて、人ひと懐なつこく笑いかけてきた。

「しっかしまぁ、あんたもまめだよねぇ。交通事故の第一発見者ってだけで、ここまで頻ひん繁ぱんに見舞いに来てくれるんだから」

「…………袖そで振り合うも、だ」

「はは、んじゃ今度から弓道着の袖は長めのやつにしとくか」

　榛桐子が、裏門前の道路でひき逃げ事故に巻きこまれて十日。

　外傷はほとんど見あたらなかったものの、意識がなかったために入院を余儀なくされた彼女は、意識を取り戻してからの一週間で、すっかり元気を取り戻していた。

『憑ひよう依い者しや』が送還された際、『縁イデア』の深さによっては二度と目覚めない可能性がある――『狂きよう者しや』であった彼女には、確実に適用されると考えられたルール。

　けれど現実には、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』に関する認識――つまり記憶を修正されただけで事なきをえた。

　それはおそらく、特殊な形で『狂者』となった彼女ゆえの幸運で。

「弟が……守ってくれたのかねぇ」

　ほとんど奇跡的に意識を回復した彼女は、開口一番そう口にして、火ひノの見みに複雑な気持ちを抱いだかせた。

　複雑な家庭環境。以前までの自分なら一笑に伏した、いや笑いすらせず無視した事柄。

「……僕にできることがあったら、遠慮なく言ってくれ」

　火ノ見の呟つぶやきに、目をまたたいた桐きり子こは、照れ笑うように八や重え歯ばを見せてきて、

「十分言わせてもらってるよ。――ありがとう」

　どこか不自然に窓の外へと視線を流す。

　思わずつられて外を見てしまいそうになった火ノ見は、待たせている人間がいることを思い出し、椅い子すから立ちあがった。

「ん？　もう行くのかい」

　心なし寂しげな声に片手をあげ、ドアノブに手をかけると。

「なぁ、柊ひいらぎ。――見舞いに来てくれる本当の理由はなんなんだい？」

　思いのほか真剣な声こわ音ねに、顔だけ振り向けた火ノ見は。

「…………罪滅ぼし、だろうな」



「終わったか」

　病室を出たと同時にかけられた声を、火ノ見は軽やかに無視して廊下を歩く。

「おいこらヒノミっ、人目がないのだから無視はやめろと――」

　言いさしたところで看護師とすれ違い、会え釈しやくする火ノ見は苦虫をかみつぶしたような顔で純白のドレスを着こんだテュエッラに睨にらみをきかせた。

「ふん、なんだビビリめ。ここなら独ひとり言を聞かれたところで患者扱いですむだろうに」

　すむわけあるか馬ば鹿か。思いながらも口にできない不満をぐっと飲み下くだして、ちょうど来たところのエレベーターに乗りこむ。幸さいわいなことに同乗者はいなかった。

「――おい馬鹿姫。何度同じことを言わせれば気がすむ。いい加減学習しろ」

「言ってくれるなアホヒノミ！　お前が泣いて懇こん願がんするから病室の中に入るのを遠慮してやっているというのに、そのような態度では次回の約束はできそうにないなっ」

　腕を組みブロンドを翻ひるがえすテュエッラが笑みを浮かべるのを見て、火ノ見は口を噤つぐむ。

　桐子との面会でテュエッラを同席させないのは、あの戦いを含めた十数日間を思い出させないためだ。

　何が縁となって、正常な記憶を取り戻すかわからない。幻テ想ユ世エ界ツ人ラはそのきっかけとして最たるものになると、火ひノの見みは半なかば直観で確信していた。

「あーあ、久しぶりにマイに会いたくなってきたなぁ。もう十日も会ってないしなぁ。会いにいってこようかなぁ」

「…………」

　エレベーターが一階に到着して、前方を飛ぶにやにや笑顔から目をそらした火ノ見は、人でごった返すロビーに見知った顔を発見した。

　膝ひざ丈たけのジーンズに涼しそうなシフォンチュニック姿で、差さし入いれらしき巨大なバスケットを抱える彼女は。

「あ……、柊ひいらぎくん！」

　ざわついた広い待合室だからこそ許される音量。助かったと言わんばかりの表情で近づいてきたのは、十日前の事件に巻きこまれた高たか甫ほ佐さ知ち子こだった。

「よかったー。柊くん、桐きり子こ先輩の病室覚えているよね？　私また忘れちゃって……」

　困ったように笑う佐知子も、毎日榛はしばみ桐子の見舞いに来ている。初めは火ノ見がどうして桐子を見舞うのか不思議に思っていたようだが、「まぁでも柊くんには舞まいがいるしね」とわけのわからない理屈で納得していた。

「よくそんなに忘れられるな」

　社交辞令のつもりで呟つぶやいた火ノ見の軽口に、佐知子はどうやらショックを受けたらしい。

「うう、それを言われると面めん目ぼく次し第だいもございません……」

　小さい体をさらに小さくして、申し訳なさそうにバスケットを抱えこむ。

「病室の場所をメモすればいいのにな」

　珍しくまともなツッコミを入れたテュエッラに、もちろん普通の人間である佐知子は気づかない。

「今日こそはと思って、舞も付き合わせたんだけど……今度は舞とはぐれちゃって」

「「舞と？」」ハモってしまった声に眉まゆをひそめた火ノ見をどう勘違いしたのか、

「あ――ご、ごめん。……柊くんが舞と一緒に来たかった？」

「……どこをどう解釈すればそうなる」

「え。だって」

　と、佐知子がしどろもどろになにやら言い出そうとしたところで、火ノ見はロビーの角からその幼なじみが現れたのをいち早く発見した。

「――あ、いたいたサチ……………………って火ノ見っ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげて、数秒停止。

　すがるように駆け寄る佐知子もそっちのけで、驚きよう愕がくの眼まな差ざしをこちらに向けてくる舞に、火ノ見が声をかけようと近づいたところで、

「おおっ、久しぶりだなマイ！　元気にしていたかっ？」

　先んじてテュエッラが割り込んできた。

「偶然出会ってしまったのだから仕方なかろう？　なぁマイ」

　勝ち誇った表情で笑いかけるテュエッラを――けれど、舞まいはあっさりと通過してきた。

「え……ええっと、久しぶり火ひノの見み…………ってどうかした？」

　はにかむような、気まずいような笑みを、訝いぶかしげなものに変えた舞は、変わらない――あの二週間をなかったことにした一般人のままで。

「よかった……」

「え？」

「――いや。それより、見舞いはいいのか？」

「ん、うん……うん？　いや、えっと」

　なぜかしどろもどろになる舞は、火ノ見をちらちらとうかがうように見てきて、しかし、肝心の火ノ見のほうが舞を見ていなかった。

　火ノ見が見るのは、舞に無視された――いや、認識されなくなったテュエッラが、声をかけた状態のままで固まっている姿。

「火ノ見？　聞いてる？」

「あ……ああ、すまん」

　言いながらも、テュエッラから目が離せない火ノ見は、不意にその視界を遮さえぎるように近づいてきた舞に、無む理り矢や理り視線を合わせられた。

　鼻び腔こうをくすぐるフローラルな香りに、妙に色っぽい鎖さ骨こつ。

　狼狽うろたえる火ノ見とは裏うら腹はらに、舞は息も吹きかかる距離で顔をのぞきこむようにしてくる。

「火ノ見……最近何かあった？」

　一瞬の間は、心臓の跳ねる音と重なった。

「――いや、特には」

　平静を装よそおって、さりげなく視線を外すも、

「嘘うそ。絶対何かあった」

　即座にこちらの言葉を否定した舞の口調に、火ノ見はふとセレネを思い出す。

「だって、最近の火ノ見、どこがどうって詳しくは言えないけど――全然昔と違うわ。火ノ見のことはずっと見てきたから……だから、わかる」

　またたき一つせず、大きな黒い瞳ひとみをまっすぐに向けてくる舞は、不意にはっとした表情を浮かべて。

「あ――あ、いや、ずっと見てたって別にそういうことじゃないわよっ？　そ、そういうことじゃなくて、その……なんか――と、とにかく変わったわねっ！」

　飛び退すさるように離れ、その上でなぜかこちらを指さしてきた舞は、顔が真まっ赤かだった。

　恥ずかしさと、照れ。手に取るようにわかる感情を、火ノ見は噛かみしめるようにして、ゆるりと口を開く。

「――ありがとう」

　率直な言葉。素直な想おもい。それは、口に出せば伝わるもので――

「それとチェス……よかったら、また一緒にやろう」

　口に出さないと伝わらない。

　人は、初めからすべてをわかりあってるわけじゃなく、おかしいと思うことをぶつけあって、その上でお互いを理解するものだから。

「――――テュエ！　行くぞっ」

　どれだけ想おもいを口にすることを、相手を信頼することを学習できたと言っても、恥ずかしさに慣れるわけじゃない。

　声を張った火ひノの見みは、呆ほうけた表情の舞まいに背を向け、足早に病院を後にした。



「落ちこむなよ泣き虫王女」

「泣き虫ゆーなっ!!」

　自動ドアを抜けると同時に小声で囁ささやきかけた火ノ見に、ブロンドを揺らすテュエッラは即座にツッコミを入れてくる。

　夕方の太陽は、まだ高い位置で照りつけてきていて、片手で庇ひさしを作るようにした火ノ見は、タクシーから降りてきた老人をやりすごしたのち、再度呟つぶやく。

「落ちこんでいることには反論しないんだな」

「う……うるさいっ！」

　癖くせのある金髪をふるふる振って悔しがるテュエッラは、けれどすぐに空気の抜けた風船のように肩を落とした。

「あの無愛想女……マイの記憶までキレイに取り去っていきおって」

「でなければまた戦いに巻きこまれるかもしれない――セレネらしい気遣いだろ」

　十日前。火ノ見がこの手で送還したセレネは、どうやら『被ひ憑ひよう依い者しや』である舞に負担を残さないよう、『縁イデア』に関する何らかの細工をしてくれていったようだった。

「結んだ『縁』の深さで『被憑依者』の死の危険が増すなら、その『縁』を弛ゆるめればいい。『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の理ことわりからはズレるし、きちんとした形で送還されない可能性も高いが、『被憑依者』を護まもるには最適な手段……確かに小こ癪しやくなあいつらしいがな」

　唇を尖とがらせて、テュエッラは拗すねるように続ける。

「不完全極まりない上、本当にそうしたかは――」

「理屈も真偽もどうでもいい。事実として舞は助かり、十日前の記憶は修正されたんだ」

　もう二度と目覚めることがないと思っていた舞が、その日の内に意識を取り戻したときの感謝は、言葉では語り尽くせない。

「……はぁ」

　傍かたわらのテュエッラがついた深いため息は、隠しきれない悲ひ哀あいの色を滲にじませていた。

　どうやら簡単に立ち直ることはできないらしい。そう判断した火ノ見は、励ますように言う。

「いつまでも過去にこだわるな」

「…………ついこの前までそうだったお前に言われたくない」

「今は違う。ということは立ち直れるということだ」

「ふん……地に足つき、しっかりと現象世界タルタロスに『縁イデア』を結べる火ひノの見みは気楽だろうからな。――ただの現象世界人ウーシアには認識されず、常に『標ひよう失しつ』の恐怖に脅おびやかされる私とは大違いだ」

　二度目のため息と、目め尻じりにたまる涙を目にした火ノ見は。

「だったら、僕だけはずっとおまえのそばにいてやる」

　そうすれば『標失』の心配もないだろ――そう続ける前に、とんでもなく恥ずかしいことを言ったのだと気がつく。

「…………え？」

　火ノ見が口にしようとした弁解の言葉は、呆ほうけた声をもらすテュエッラと正面から見つめあうことで、きれいさっぱり抜け落ちた。

「……、……もう一回…………言って？」

　人差し指と人差し指をくっつけ、はにかむように言う異世界の王女に、火ノ見は息を飲み――

「テュエ？」

　背後からの唐とう突とつな声が、反射的にテュエッラを振り向かせた。

「誰だれがテュエかっ！」

　思わず叫んだテュエッラは、叫んでからその事実に気がつき、目を見開く。

　火ノ見以外で、その名を呼ぶのは――。

「やっぱりテュエじゃない！」

　嬉うれしそうに声をあげ、黒髪を翻ひるがえす舞まいは、こちらに向かって駆け出してきた。

「……マ、マイが……私を、思い出した……？」

　不完全な送還による、記憶の回復。失った友人を取り戻した感動――。

　テュエッラが喜びを噛かみしめられたのは、けれど一瞬のことだった。

「お、おまえ――なんで反応したっ？」

　取り乱すように声を荒げた火ノ見に、すぐさま事の重大さを知る。

　理由はどうあれ、テュエッラを認識し、再び非日常こちら側との『縁』を結んだ舞は、おそらく一連の記憶も取り戻したのだろう。

　一連の記憶を取り戻したということは、もはや一般人でしかない舞を戦いに巻きこむ可能性が生じるのと同時に、セレネがいなくなったことを――かけがえのない彼女の相方が消えてしまったことを、説明してやらなければいけないということ。

「――わ、私のせいにするのかっ!?」

「どう考えたっておまえのせいだろう！」

「ひ、『憑ひよう依い者しや』の行動の責任は『被憑依者』が持つものだっ！」

「そんな暴論が通じるか馬ば鹿か姫っ！」

　ロビー前の駐車場を突っ切る舞は、あっという間にここまでやってくるだろう。睨にらみ合う二人はその事実を悟って、どちらからともなくため息をつくと、力なく笑いだした。

「仕方ないか……」

「ああ。知ってしまった以上はな」

「おまえは自分のことを思い出してもらえて嬉うれしいんだろ」

「当たり前だ」

「……素直だな」

「『憑ひよう依い者しや』は『被憑依者』に似るからな」

「嘘うそつきが」

「だから似るんだと言ったろう」

　軽口は微笑とともに続く。

「セレネのことは二人で説明しよう」

「舞まいを争いに巻きこまないための算段もな」

「無論だ」

「二人で」

「――二人で」

　傾きかけた太陽の照らす影は一つだけど、それは二人で一人だから――。

　最後の言葉を飲みこんだ火ひノの見みは、代わりとばかりに笑みを浮かべて、走り来る舞を迎えることにした。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久し――いないよっ！　

　というわけで、このたび『プシュケープリンセス』でデビューさせていただきました刈かり野のミカタと申します。

　ついにあとがきまでやってきました。思えば長い道のりを――あ、そういう話はいらない？　そうですか。では、あとがきから読まれている方のために本書をサクっと一文で紹介させていただきますね。

　本書『プシュケープリンセス』は、妹スキーな主人公があまりに妹好きすぎて、「僕には妹がいる！」とまで言いだしてしまうというお話です。

　さぁ、気になった方はどうぞそのままレジへ。ツッコミを入れたくなった方は刈野まで。

　――はい、あまり調子に乗っていると担当編集ｓｓさんに怒られてしまうので、一応補足として次の一文も追加しておきましょう。

　大切な人が、「その存在した痕こん跡せきごと」世界から消されてしまったら、どうしますか？

　現実にそんなことが起きてても、おかしくはないですよね。だってみんな忘れちゃってるわけだから。この物語は、それを覚えている（と主張する）少年のお話です。

　さて、そんな本書は、担当編集ｓｓさんと共に歩んだ苦難の道のりの結果でもあります。その道の激しさたるや――いえ、具体的にその激しいやり取りを書き記してみましょう。



ｓｓ「刈野くん、ここが黄色ってなってるんだけど、ちょっとないんじゃない？」

刈野「ええっ、黄色の何が悪いとっ？　全然ありですよ！」

ｓｓ「えー、ちょっと待って――編集部の女性に聞いてみた。やっぱり黄色はないと思う」

刈野「聞いてみたの!?　……いや、じゃあｓｓさんは何色がいいと思うんですか？」

ｓｓ「白！　なんか白っていう単語がピンときた！」

刈野「うん、それは今ｓｓさんが周囲の女性から白い目で見られているからだ」



　かんかんがくがくの議論は互いに一歩も退ひかず、数時間あまり続けられました。あまりの議論の激しさに僕たちは疲れ果て、息も絶え絶えになっていきます。けれど、よりよい作品のためにと怯ひるまず意見をぶつけ合い、そしてその結果――最善と思われる色、黒という結論が導き出されたのです！

　そのときの感動と言ったら言葉では言い表せません。そう、僕たちはこの作品を通じて……え？　何の話かって？　決まっているじゃないですか。

　舞まいのパンツの色ですよ。



　以下は謝しや辞じとなります。ちょっと真ま面じ目めに書きます。

　まず最初に、このようなチャンスを与えて下くださった審査員の先生方、編集長様、編集部の皆様（特に児こ玉だま様にはお世話になりました）、本当にありがとうございました。

　また、本書のキャラクターに命を吹き込んで下さった萩はぎ原わら音おん泉せん様。はじめて自分のキャラクターが絵になったときの感動は、今も鮮明に覚えています。むしろ現在進行形です。僕のやる気の八割は萩原様の絵によって補充されています。

　それと、僕の小説もどきを読み続けてくれた友人の荒あら木き智さとしくん。君がはじめてこの作品を読んでくれたときのことは、忘れられません。「この作品は、いいよ！」「マジでっ？　どこら辺がっ？」「登場人物の名前が読める！」「……うん、それルビ振ったからだな」

　そして、なんと言っても、担当編集ｓｓさんこと庄しよう司じ智さとし様。本書が完成を見たのは、すべて庄司様のおかげです。キャラクターの下着の色から、ルビの打ち間違い、ひいては箸はしの持ち方まで――って母親か！　というのが冗談に聞こえないほど、あらゆる面でお世話になりました。くじけそうなときも、庄司様の「面白いから大丈夫」という言葉があったから前に進めました。どれだけ感謝の言葉を重ねても、足りるということはありません。

　他ほかにもたくさん、たくさんの方に感謝しなければなりません。家族はもちろん、見えないところで支えてくれた方々。

　なによりも――この本を手にとって下さった皆様に、最大限の感謝を。

　ありがとうございました！

刈かり野のミカタ



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　生まれも育ちも埼玉南部。記憶力の悪さには定評がある。

　　自分の歳は人に確認してなんぼ。身に覚えがなくても、他人からそうだと言われれば九割方信じる。

　　第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨を受賞した本作の主人公とは真逆だと気づく今日この頃。



　イラスト

　萩原音泉（はぎわら・おんせん）

　　埼玉上尾生まれのイラストレーター。

　　趣味は温泉巡り、深夜のドライブ、レトロゲー探し。

　　ＨＰ『音泉堂』

　　http://onsendou.com/
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